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特集/地域の創造活動を支援する　●特集企画に寄せて

「
で
ぽ
ら
」
45
号
で
は
、
過
疎
対
策
事
業
債
ソ

フ
ト
事
業
等
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
地
域
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
集
落
の
維
持
・
活
性
化
、
地
域

医
療
の
確
保
、
生
活
交
通
の
確
保
、
教
育
文
化
の

振
興
、
産
業
の
振
興
、
交
流
事
業
等
の
ソ
フ
ト
事

業
の
一
例
を
、
各
地
で
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

過
疎
対
策
は
、
昭
和
45
年
に
過
疎
法
が
制
定

さ
れ
て
以
来
、
四
次
に
わ
た
る
法
改
正
の
も
と
、

公
共
施
設
の
整
備
や
様
々
な
地
域
活
性
化
事
業
で

一
定
の
成
果
を
得
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
と

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、
農
林
産
業
の
衰
退
、
交

通
機
関
や
地
域
医
療
な
ど
の
身
近
な
生
活
の
維
持

が
難
し
い
地
区
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
過

疎
対
策
事
業
債
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
主

体
・
住
民
生
活
主
体
の
事
業
へ
主
眼
を
お
き
、
地

域
が
そ
の
特
色
を
生
か
し
て
意
欲
と
自
主
性
を
も

っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
す
る
た
め
、
従
来
の
ハ
ー

ド
事
業
に
加
え
て
、ソ
フ
ト
事
業
の
一
層
の
充
実
・

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
集
落
の
資
源
を
活
用
し
て
創
意
工

夫
す
る
事
例
、
廃
屋
や
空
き
家
を
撤
去
し
て
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
め
ざ
す
事
例
、
島
お
こ
し
協
働

隊
の
活
動
や
島
に
高
校
生
を
招
く
島
留
学
制
度
、

交
通
体
制
の
整
備
等
に
取
り
組
む
町
や
地
域
を
紹

介
し
ま
す
。

国
や
県
・
市
町
村
が
支

援
す
る
事
業
費
は
小
さ
く
て

も
、
創
意
工
夫
で
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
何
よ
り
も
、
人
々
が
輝

い
て
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
や

地
域
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

長崎県対馬市／有害鳥獣の
皮革活用を提案する島おこ
し協働隊の谷川隊員

福岡県八女市／市内を走る
予約型乗合タクシー

島根県海士町／町の民家を活用した学習
センターで学ぶ隠岐島前高校生たち

島根県海士町／木の香と田園の風が
流れる中央図書館内部

北海道夕張市／新団地に移住して
快適だと語る柳原さん

岐阜県郡上市明宝／間伐材の
活用を図る「もくもく市場」

山形県舟形町／やまがた地鶏を
飼育する庄司さん

新潟県十日町市／ビジネスコンテスト
「トオコン」で発表する大学生

新潟県十日町市／農業体験等でまちに
来る人に首都圏から無料バスを運行

長野県伊那市高遠町／民家を改装
したレストラン「日々茶寮　連」

高知県四万十市西土佐／ガソリン
スタンドを経営する㈱大宮産業



地方と都市を結ぶ
ホットライン・
マガジン

「でぽら」とは──
D e p o p u l a t e d  L o c a l 
Authorities（人口が減少し
た、つまり過疎化した地方自
治体）からのネーミング。
　過疎市町村の多くは山間地
や離島など森林面積の多い農
山漁村地区で、全般に人口の
減少や高齢化が進んでいます
が、国土の保全・水源のかん
養・地球の温暖化の防止など
の多面的機能により、私たち
の生活や経済活動に重要な役
割を担っています。このよう
な過疎地域は、豊かで貴重な
自然環境に恵まれ、伝統文化
や人情あふれる風土が数多く
残っています。
　多くの人たちが過疎地域を
理解し、過疎地域と都市地域
が交流をすすめ、共生してい
くためのホットラインとして、
また過疎地域相互間の情報誌
として「DePOLA」（でぽら）
を発行しています。

NO.45
●もくじ

特集/地域の創造活動を支援する
●特集企画に寄せて 2

■集落の活性化
・集落再生をめざす小さなユートピア郷
[㈱大宮産業][みやの里] 高知県四万十市西土佐 4

・移住してくる家族をバックアップ
[定住促進事業][空き家バンク制度]
長野県伊那市高遠町 8

・地域で安心して幸せに暮らす
[ゆうばりコンパクトシティ構想] 北海道夕張市 12

■教育文化の発信
・各分野の専門家が地域に根を張って
[対馬市島おこし協働隊]の活動 長崎県対馬市 16

・自然と地域の中で輝いて学ぶ[島留学]
島根県立隠岐島前高校 島根県海士町 20

・島まるごと図書館プロジェクト
身近に本があり、会話が弾む町に 島根県海士町 24

・学生の提案をビジネスに生かす
十日町市ビジネスコンテスト[トオコン] 新潟県十日町市 25

■暮らしの知恵を次世代に
・風土に合った「小さな農業」の創出
[チャレンジ農業実践塾]
山形県舟形町 28

・山里の暮らしの知恵と資源を活用して 
[もくもく市場][栃尾里人塾]
岐阜県郡上市明宝 32

■交通体制の整備
・地域の見守り役も担って
予約型乗合タクシー 福岡県八女市 36

・農業体験・ボランテイア活動に無料バス
緑の直行便[グリーンライナー] 新潟県十日町市 38

●表紙写真
上 /「チャレンジ農業実践塾」。お
かひじき倶楽部の三浦さんと山川
指導員（山形県船形町）　
下左 / 東北から移住してきた大井
さん一家の子供たちと愛犬（長野県
伊那市高遠町）
下右上 / 夕方になると街は高校生
や指導の先生らで賑わう（島根県
海士町）
右下 / 自然エネルギーを活用、ふ
るさと栃尾里山倶楽部の民家（岐阜
県郡上市明宝）■ INFORMATION 39

過疎対策事業債（ソフト分）の主な事業と活用状況等
全国過疎問題シンポジウム「2015 in かがわ」のお知らせ
編集後記　奧付け



4

森
の
中
の
桃
源
郷
・
大
宮
地
区

　
愛
媛
県
境
に
あ
る
旧
西
土
佐
村
大
宮
地
区
は
、
愛

媛
県
宇
和
島
市
ま
で
約
32
㎞
だ
が
、
四
万
十
市
の
中

心
街
・
中
村
へ
は
約
50
㎞
あ
る
。
高
知
空
港
か
ら
は

一
度
宇
和
島
方
面
へ
出
て
、
愛
媛
県
松
野
町
か
ら
南

下
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
住
民
の
買
い
物
や
医
療

等
の
生
活
圏
も
宇
和
島
地
域
の
利
用
が
多
い
。

　
松
野
町
か
ら
大
宮
集
落
に
入
る
ま
で
は
深
い
森
の

中
を
車
一
台
が
や
っ
と
通
行
で
き
る
道
路
が
Ｓ
状
に

続
く
が
、
大
宮
集
落
に
入
る
と
、
道
路
沿
い
や
斜
面

愛
媛
県
と
接
す
る
高
知
県
の
県
境
の
集
落
に
株
式
会
社

大
宮
産
業
が
あ
る
。
住
民
が
出
資
し
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
と
店
舗
を
運
営
、
稲
作
の
受
託
や
森
林
保
全
活
動

等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。Ｊ
Ａ
出
張
所
の
撤
去
に
伴
い
、

自
分
た
ち
で
何
と
か
し
な
く
て
は
と
住
民
が
知
恵
を
出

し
合
っ
て
、
給
油
所
と
店
舗
施
設
を
買
い
取
り
、
修
繕

し
た
。
会
社
は
地
域
住
民
が
利
用
す
る
こ
と
で
何
と
か

維
持
運
営
し
て
き
た
が
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
は
避

け
が
た
く
、
売
り
上
げ
も
頭
打
ち
。
そ
の
た
め
平
成
24

年
よ
り
高
知
県
や
総
務
省
の
制
度
を
活
用
し
て
、
新
た

な
地
域
振
興
事
業
に
取
り
組
み
始
め
た
。

▶竹藪の伐採作業をする
大宮地区の住人たち

▲四万十川の支流・目黒川沿いに広がる森と田畑
◀㈱大宮産業経営のガソリンスタンドと売店

集
落
再
生
を
め
ざ
す

小
さ
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
郷

集
落
再
生
を
め
ざ
す

小
さ
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
郷

[

㈱
大
宮
産
業][

み
や
の
里]

●
高
知
県
四し

万ま
ん

十と

市し

西に
し

土と

さ佐

集落の
　活性化
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の
森
は
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
て
、
晩
秋
の
山
林
風

景
を
満
喫
し
な
が
ら
快
適
に
走
行
で
き
た
。
間
も
な

く
四
万
十
川
の
支
流
の
一
つ
、
目
黒
川
沿
い
に
水
田

が
広
が
る
美
し
い
里
山
風
景
が
現
れ
、
コ
ス
モ
石
油

の
看
板
や
売
店
の
あ
る
堅
牢
な
建
物
が
見
え
て
き
た
。

元
Ｊ
Ａ
が
使
用
し
て
い
た
古
い
建
物
に
㈱
大
宮
産
業
と

い
う
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
裏
手
は
新
し
い
建
物

に
改
装
さ
れ
、
玄
関
脇
に
「
大
宮
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
・
み
や
の
里
」
と
い
う
看
板
も
立
っ
て
い
る
。

　
奥
の
部
屋
で
、
㈱
大
宮
産
業
代
表
取
締
役
竹
葉
傳

社
長（
70
）と
西
土
佐
支
所
地
域
企
画
課
地
域
振
興
係

長
上
岡
史
卓
さ
ん
が
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

「
平
成
16
年
末
に
Ｊ
Ａ
大
宮
出
張
所
が
廃
止
に
な
る

と
い
う
話
が
出
た
時
は
大
変
で
し
た
。
廃
止
反
対
の

委
員
会
を
作
り
、
利
用
を
促
進
す
る
、
一
日
１
０
０

円
を
貯
金
す
る
、
署
名
や
カ
ン
パ
等
々
を
し
て
Ｊ
Ａ

存
続
活
動
を
全
住
民
で
続
け
た
の
で
す
が
、
翌
17
年

10
月
に
は
廃
止
が
決
ま
り
ま
し
て
ね
。
そ
れ
な
れ
ば

農
協
事
業
を
地
区
が
継
承
し
て
い
き
た
い
と
検
討
し
、

大
宮
地
区
の
大
半
の
住
民
１
０
８
人
が
株
主
と
し
て

７
０
０
万
円
出
資
し
て
、
18
年
5
月
に
株
式
会
社
大

宮
産
業
を
発
足
し
ま
し
た
」
と
竹
葉
社
長
は
当
時
の

こ
と
を
淡
々
と
語
る
。

　
四
万
十
市
は
平
成
17
年
に
旧
中
村
市
と
旧
西
土
佐

村
が
合
併
し
て
誕
生
。
四
万
十
市
の
人
口
は
約

３
５
０
０
０
人
だ
が
、
旧
西
土
佐
地
区
は
そ
の
約
10

分
の
１
、
大
宮
集
落
は
さ
ら
に
そ
の
10
分
の
１
の

１
３
３
世
帯
２
９
４
人
が
住
む
。
昭
和
50
年
の

５
２
８
人
に
比
べ
る
と
半
減
し
、
高
齢
化
率
も
49
％

に
達
し
て
い
る
。

　
若
い
時
は
農
協
に
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
る
と
い

う
竹
葉
傳
社
長
は
、
大
宮
集
落
の
活
性
化
の
た
め
に

働
い
た
。
そ
の
実
績
が
買
わ
れ
て
㈱
大
宮
産
業
の
代

表
取
締
役
に
就
任
し
た
。

「
家
は
農
家
で
す
。
露
地
栽
培
で
ミ
ョ
ウ
ガ
を
作
り
、

当
初
は
良
か
っ
た
が
一
パ
ッ
ク
60
円
で
は
採
算
が
合

わ
な
い
。
続
い
て
シ
シ
ト
ウ
栽
培
を
手
が
け
た
が
、

こ
れ
も
採
算
が
合
わ
な
い
。
今
は
米
だ
け
で
す
。
大

宮
米
は
こ
の
山
間
部
の
寒
暖
の
差
を
生
か
し
て
栽
培

す
る
た
め
う
ま
い
米
と
し
て
人
気
。
ブ
ラ
ン
ド
米
と

し
て
生
産
の
復
活
に
力
を
入
れ
、
販
路
も
広
げ
て
い

ま
す
。
水
田
を
維
持
す
る
た
め
、
高
齢
農
家
か
ら
委

託
を
受
け
て
現
在
2
町
4
反
を
耕
作
し
て
い
ま
す
」

と
竹
葉
社
長
は
語
る
。

　
売
店
は
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
食
品
か
ら
生
活
日
用
品
、

農
機
具
ま
で
一
通
り
豊
富
に
取
り
揃
え
ら
れ
、
一
般

ス
ー
パ
ー
並
み
料
金
で
売
ら
れ
て
い
る
が
、
肉
・
魚

介
類
等
の
生
鮮
食
品
は
従
来
か
ら
の
業
者
が
週
２
、

３
回
地
区
を
巡
回
販
売
す
る
た
め
売
店
で
は
扱
っ
て

い
な
い
。ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、
軽
油
、

灯
油
共
に
市
街
地
と
ほ
ぼ
同
じ
料
金
だ
。「
石
油
価

格
に
合
わ
せ
て
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
、
ほ
か
よ
り

安
い
こ
と
が
多
く
、
他
所
か
ら
も
や
っ
て
き
ま
す
」

と
、
職
員
の
岡
山
礼
子
さ
ん
は
言
う
。
岡
山
さ
ん
は

元
Ｊ
Ａ
職
員
、
大
宮
産
業
に
入
社
し
て
竹
葉
社
長
の

片
腕
と
し
て
事
務
経
理
を
担
っ
て
き
た
。

　
売
店
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も
絶
え
ず
客
が
来
て
、

よ
く
賑
わ
っ
て
い
る
。「
地
域
の
人
が
自
分
た
ち
の

店
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
利
用
し
て
く
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
何
と
か
赤
字
に
な
ら
ず
運
営
し
て
い
ま
す
」

と
竹
葉
社
長
は
言
う
が
、
販
売
量
は
集
落
の
人
に
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
役
員
の
報
酬
を
カ
ッ
ト
す
る
等

し
て
運
営
し
て
き
た
。

　
売
上
額
は
会
社
設
立
時
の
平
成
18
年
が
年
間
約

３
６
０
０
万
円
だ
っ
た
の
に
対
し
、
お
米
の
販
路
拡

大
や
農
業
資
材
の
販
売
、
ガ
ソ
リ
ン
給
油
者
を
増
や

す
等
の
努
力
で
利
用
拡
大
を
図
り
、
20
年
に
は

６
３
０
０
万
円
を
超
え
た
。
し
か
し
地
域
人
口
の
減

少
は
避
け
が
た
く
、
現
在
一
日
当
た
り
の
利
用
者
は

▲岡山さん（右）と
買い物客との話が
弾む
◀大宮産業の職員
左から、竹葉社長、
刈谷さん、岡山さ
ん、矢間さん

▲開店と同時に毎朝珈琲を飲みに来る近所の男性
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１
０
０
人
で
、
売
上
額
は
６

２
０
０
万
円
に
な
っ
て
い
る
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー「
み
や
の
里
」が
開
所

　
大
宮
地
区
の
過
疎
状
況
と
大
宮
産
業
の
5
年
間
の

経
営
努
力
に
注
目
、
支
援
に
乗
り
出
し
た
の
が
高
知

県
と
四
万
十
市
だ
っ
た
。
大
宮
地
区
に
あ
る
3
集
落

全
体
で
地
域
の
課
題
や
住
民
の
不
安
を
も
う
一
度
整

理
し
「
支
え
あ
い
の
仕
組
み
」
を
再
構
築
す
る
、
事

業
の
効
率
化
や
交
流
活
動
の
充
実
、
地
産
外
商
の
推

進
等
を
図
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
助
成
を
行
っ
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
。
そ
こ
で
平
成
25
年
5
月
に
新

た
に
設
立
さ
れ
た
の
が
大
宮
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

「
み
や
の
里
」
だ
っ
た
。

　
西
土
佐
総
合
支
所
地
域
振
興
係
長
上
岡
史
卓
さ
ん

が
こ
れ
ら
に
関
す
る
資
料
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
た
。

「
大
宮
地
区
に
は
上
中
下
と
3
集
落
が
あ
り
ま
す
。

23
年
か
ら
大
宮
産
業
の
役
員
、
全
地
区
の
役
員
、
各

団
体
の
方
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
協
議
を
何
度
か
行

い
、
大
宮
地
域
振
興
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
同

時
に
総
務
省
の
過
疎
集
落
等
自
立
再
生
対
策
事
業
も

活
用
し
て
大
宮
産
業
施
設
に
隣
接
し
て
交
流
施
設
を

開
所
し
ま
し
た
。
大
宮
地
区
は
住
民
の
参
加
意
識
が

高
く
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。
過
疎
が
進
行
す
る

高
知
県
各
地
の
モ
デ
ル
集
落
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

と
上
岡
さ
ん
は
言
う
。

　
当
日
は
24
年
に
四
万
十
市
が
導
入
し
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
6
名
の
一
人
、
竹
本
圭
吾
さ
ん（
32
）も

同
席
し
た
。
大
阪
か
ら
昨
年
春
に
移
住
し
て
き
た
そ

う
で
、「
ま
だ
農
家
や
林
業
を
実
際
に
手
伝
っ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、
各
所
に
出
か
け
て
報
告
書
を
ま
と
め
る

な
ど
、
大
宮
地
区
の
担
当
と
し
て
忙
し
い
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
」
と
言
う
。

　
大
宮
産
業
の
建
物
と
隣
接
し
て
開
設
さ
れ
た
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
多
目
的
に
使
え
る
部
屋
が
2
室

と
、
設
備
が
完
備
し
た
広
い
厨
房
、
研
修
室
が
あ
る
。

集
落
の
中
心
街
に
で
き
た
交
流
施
設
と
し
て
、
毎
週

の
よ
う
に
高
齢
者
や
婦
人
グ
ル
ー
プ
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。
大
宮
産
業
が
開
設
さ
れ
て
以
来
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
「
感
謝
祭
」
も
8
回
目
と
な
り
、
地
域
の

お
母
さ
ん
が
総
出
で
惣
菜
や
弁
当
、
菓
子
・
ケ
ー
キ

等
を
作
っ
て
振
舞
う
。
交
流
施
設
が
出
来
た
こ
と
か

ら
、
高
知
県
内
に
住
む
若
者
や
家
族
た
ち
に
大
宮
の

自
然
が
育
ん
だ
お
米
・
野
菜
等
の
美
味
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
田
植
え
体
験
、
薪
で
炊
い
た
ご
飯

の
食
事
会
等
も
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
昨
年
か
ら
、
農
家
が
栽
培
・
販
売
す
る
野
菜

は
セ
ン
タ
ー
に
朝
持
参
し
て
も
ら
い
、
活
動
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
西
土
佐
江
川
崎
に
あ
る
道
の
駅
へ
出
荷

す
る
体
制
を
作
っ
た
。
中
堅
農
家
は
個
人
で
出
荷
し

て
い
る
が
、
小
規
模
農
家
が
数
個
の
野
菜
を
持
っ
て

狭
い
山
道
を
経
て
江
川
崎
へ
20
分
以
上
か
け
て
届
け

る
の
は
大
変
な
こ
と
。
い
ま
一
部
で
道
路
の
拡
張
工

事
を
し
て
い
る
が
、
支
所
ま
で
は
20
㎞
も
あ
る
。

　
朝
8
時
半
、
大
宮
産
業
職
員
の
岡
山
さ
ん
と
野
菜

出
荷
運
搬
を
担
当
す
る
刈
谷
智
恵
美
さ
ん
が
出
勤
し

て
き
て
店
を
開
け
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
日
は
持
ち

込
ま
れ
た
野
菜
が
な
く
、「
昨
日
ま
で
は
朝
も
ぎ
の
白

菜
な
ど
が
沢
山
届
い
た
の
で
す
が

｜
撮
影
で
き
な

く
て
す
み
ま
せ
ん
ね
。〝
み
や
の
里
〟
の
名
札
を
つ

け
た
野
菜
は
美
味
し
い
と
人
気
で
よ
く
売
れ
る
ん
で

す
」
と
刈
谷
さ
ん
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
。
一
昨
年
大

工
さ
ん
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
ご
主
人
を
病
気
で
亡

く
し
、
義
母
と
二
人
暮
ら
し
。「
シ
ョ
ッ
ク
で
寂
し

い
日
々
で
し
た
が
、
こ
こ
で
働
け
る
こ
と
に
な
り
、

皆
か
ら
励
ま
さ
れ
、
自
分
も
地
域
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
と
充
実
し
た
日
々
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
上
が
る
と
、
早
速
年
配
の
男

性
が
や
っ
て
き
て
、
熱
い
缶
珈
琲
を
手
に
ソ
フ
ァ
ー

に
座
る
。
毎
朝
来
て
こ
こ
で
お
喋
り
す
る
の
が
日
課

だ
と
い
う
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も
出
勤
前
に
立
ち

寄
る
住
民
が
多
く
、岡
山
さ
ん
が
対
応
し
な
が
ら「
今

日
は
ち
ょ
っ
と
冷ひ
や

い
ね
」
と
客
の
女
性
と
話
し
て
い

る
。
大
宮
産
業
で
は
活
動
セ
ン
タ
ー
の
開
所
に
伴
い

矢
間
栄
三
さ
ん（
30
）を
社
員
に
採
用
、
矢
間
さ
ん
は

主
に
宅
配
サ
ー
ビ
ス
係
と
し
て
集
落
を
巡
回
し
て
い

る
。森

林
作
業
も
地
域
住
民
で

　
午
前
9
時
か
ら
地
区
内
の
竹
林
整
備
作
業
が
行
わ

れ
る
場
所
へ
竹
葉
社
長
が
案
内
し
て
く
れ
た
。
集
落

の
90
％
は
山
林
。
森
林
の
整
備
は
森
林
組
合
が
行
っ

て
い
る
が
、
個
人
の
雑
木
林
の
整
備
は
行
わ
れ
ず
、

家
屋
敷
に
竹
や
樹
木
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
補
助
金
制
度
を
利
用
し
て

大
宮
地
区
の
男
性
群
か
ら
な
る
「
お
助
け
レ
ン
ジ
ャ

ー
、
み
や
の
里
戦
隊
」
が
山
林
整
備
や
草
刈
り
、
道

路
普
請
等
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

▶「大宮のお米は美味しい」と語る刈谷さん
右／地域おこし協力隊で大阪からきた竹本
さん。危険な屋敷林がないかと調査してい
る（眼下に大宮産業を望む）
下／増築された「みやの里」事務所で、竹葉
社長と西土佐総合支所地域振興課上岡さん
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そ
の
日
は
川
上
幸
子
さ
ん
宅
。
石
垣
の
上
に
広
い

家
屋
と
庭
が
あ
り
、
裏
手
は
木
々
が
密
集
す
る
山
林

に
な
っ
て
い
る
。
特
に
竹
林
が
広
が
っ
て
、
そ
の
枝

が
家
の
屋
根
ま
で
達
し
て
い
る
。

「
昔
は
竹
も
竹
の
子
も
農
協
へ
出
荷
し
て
小
遣
い
に

な
っ
た
も
ん
だ
が
ね
、
今
は
引
き
取
り
手
は
ど
こ
も

な
い
。
主
人
が
死
ん
で
か
ら
は
山
へ
も
入
ら
ん
か
っ

た
か
ら
、
木
も
枝
も
伸
び
放
題
だ
や
。
何
と
か
し
な

け
れ
ば
と
竹
葉
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

活
動
セ
ン
タ
ー
が
間
伐
を
無
料
で
引
き
受
け

て
く
れ
た
。
ほ
ん
ま
優
し
く
て
頼
り
に
な
る

人
で
す
わ
」
と
川
上
さ
ん
は
言
う
。

間
伐
作
業
に
は
10
数
人
が
参
加
、
竹
葉
社

長
の
挨
拶
に
続
い
て
二
班
に
分
か
れ
て
早
速

山
へ
入
っ
た
。
も
う
長
い
こ
と
手
が
入
っ
て

い
な
い
た
め
、
斜
面
は
竹
が
茂
っ
て
日
陰
を

作
り
、
カ
シ
や
シ
イ
、
杉
、
椿
等
も
競
っ
て

伸
び
て
い
る
。
作
業
員
た
ち
は
木
の
幹
に
ロ

ー
プ
を
張
っ
て
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
で
切
断
、
そ
れ
を
さ
ら
に
細
か
く

切
っ
て
き
ち
ん
と
一
か
所
に
積
み
上
げ
て
い

く
。
豪
雨
等
で
土
砂
や
間
伐
し
た
木
が

流
出
し
な
い
よ
う
に
間
引
き
と
整
備
に

は
細
心
の
注
意
を
払
う
と
い
う
。
山
林

と
屋
敷
の
堺
に
は
鉄
の
柵
が
張
り
め
ぐ

ら
さ
れ
、
鹿
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
侵
入
を

防
ぐ
処
理
も
な
さ
れ
て
い
た
。

　
道
路
沿
い
で
は
別
の
グ
ル
ー
プ
が
枝

打
ち
を
行
っ
て
い
る
。
切
っ
た
枝
は
細

か
く
切
断
し
て
山
の
中
に
運
び
込
ん
で

堆
肥
に
す
る
そ
う
で
、
ト
ラ
ッ
ク
に
運

び
上
げ
る
。
山
の
作
業
は
高
齢
世
帯
で
は
無
理
で
、

ベ
テ
ラ
ン
集
団
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
重
労
働
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
作
業
状
況
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
て
メ
モ

を
取
っ
て
い
る
の
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
竹
本
さ

ん
。「
作
業
員
に
は
70
歳
以
上
の
方
も
お
ら
れ
る
の
に
、

皆
元
気
で
凄
い
腕
前
で
す
ね
。
僕
な
ど
よ
う
や
く
山

の
斜
面
を
早
く
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
汗

び
っ
し
ょ
り
で
語
っ
た
。

高
齢
者
を
独
り
に
し
な
い

　
宿
泊
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
農
家
民
宿
「
や
ま
び

こ
」
を
営
む
岡
崎
恵
司
・
早
智
さ
ん
夫
妻
の
家
。
ご

主
人
の
恵
司
さ
ん
は
奈
良
の
墨
彩
彫
刻
を
担
う
老
舗

の
出
身
だ
が
、
そ
れ
を
嫌
っ
て
大
阪
の
鉄
工
所
で
働

き
、
早
智
さ
ん
と
知
り
合
っ
て
結
婚
。
定
年
後
に
早

智
さ
ん
の
両
親
が
住
む
大
宮
へ
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
。
客

が
宿
泊
す
る
離
れ
は
両
親
用
に
建
て
た
本
格
的
木
造

住
宅
で
、
近
代
的
な
台
所
や
洗
面
所
も
完
備
し
て
い

る
。
両
親
の
死
去
後
は
、
観
光
客
を
増
や
し
た
い
と

民
宿
施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　
恵
司
さ
ん
は
世
話
好
き
で
温
和
な
人
柄
か
ら
、
頼

ま
れ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
い
ち
い
の
郷
」
の
理
事
長
を

し
、
料
理
の
得

意
な
早
智
さ
ん

は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
来
る
高
齢
者
に
昼
食
を
毎
日
20
食
ほ
ど
作
っ

て
届
け
て
い
る
。
頂
い
た
料
理
は
絶
品
で
あ
っ
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
い
の
郷
が
運
営
す
る
「
あ
っ
た

か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
は
か
つ
て
縫
製
工
場
が
あ

っ
た
場
所
を
改
装
し
て
作
ら
れ
た
大
宮
地
区
の
高
齢

者
の
交
流
施
設
で
、
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
生

活
支
援
を
す
る
ほ
か
、
一
般
の
人
を
対
象
に
し
た
趣

味
教
室
も
開
か
れ
て
い
る
。
壁
に
は
絵
や
書
の
作
品

が
並
び
、
各
所
に
恵
司
さ
ん
手
創
り
の
木
製
椅
子
や

テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
て
い
た
。
隣
接
し
て
昨
年
オ
ー

プ
ン
し
た
の
が
民
間
企
業
が
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
「
紡
ぎ
の
家
」。
田
園
の
中
に
建
つ
明
る
く
モ

ダ
ン
な
建
物
で
、
８
人
の
介
護
士
が
市
内
の
認
知
症

の
9
人
を
24
時
間
体
制
で
ケ
ア
し
て
い
る
。
目
の
前

は
水
田
、
緑
の
風
が
心
地
よ
さ
そ
う
な
施
設
で
、
入

居
者
の
顔
は
と
て
も
明
る
い
。

　
皆
が
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
支
え
あ

い
、
生
涯
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
大
宮
集
落
の
人
々
。

こ
こ
は
、
四
万
十
川
源
流
の
森
の
中
の
小
さ
な
理
想

郷
で
あ
っ
た
。�

文
／
浅
井
登
美
子

　写
真
／
小
林
恵

●㈱大宮産業/大宮集落活動センター「みやの里」
　☎0880-53-2100

◀これから屋敷林の整備活動。山仕事の
プロたち8名が集合、竹葉社長の挨拶の
あと各地へ散って行った。左／道路わき
の樹木を間伐するグループ。小さく切断
した木は森の奥へ運び堆肥にする

農家民泊を始めた岡崎さん夫妻。広いモダン
な離れと美味しい手料理がおすすめの宿
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伊
那
市
は
平
成
18
年
3
月
に
東
部
地
区
の
高
遠
町
、

長
谷
村
と
合
併
。
中
央
を
天
竜
川
が
流
れ
、
西
に
中

央
ア
ル
プ
ス
（
木
曽
山
脈
）、
東
に
南
ア
ル
プ
ス
（
赤

石
山
脈
）
の
３
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
に
抱
か
れ
た
景

観
抜
群
の
自
然
郷
。
東
京
と
名
古
屋
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
て
い
る
た
め
商
工
業
、
電
気
、
精
密
機
械
産

業
等
、
高
度
な
加
工
技
術
産
業
が
盛
ん
な
小
都
市
と

し
て
発
展
し
て
き
た
。

そ
ん
な
中
で
、
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
に
あ
る
高
遠
町

は
城
下
町
と
し
て
発
展
、
歴
史
や
文
化
財
が
多
く
、

信
州
そ
ば
の
発
祥
の
地
、
天
下
第
一
の
桜
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
る
。
城
下
町
風
情
を
再
現
し
た
瀟
洒
な

街
並
み
や
田
園
の
景
観
が
魅
力
的
な
観
光
地
で
あ
る
。

し
か
し
他
地
区
と
同
様
に
、
農
林
業
を
生
業
と
し
て

き
た
農
村
部
は
若
年
人
口
が
流
出
し
続
け
、
過
疎
化

と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
た
め
伊
那
市
は
、
高
遠
町
・
長
谷
地
域
へ
の

若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
「
過
疎
地
域
定
住
促

進
事
業
」
を
平
成
22
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ

の
制
度
は
、
若
者
（
15
〜
45
歳
）
に
対
し
、
住
宅
新

築
又
は
増
改
築
、
空
き
家
を
取
得
す
る
場
合
、
空
き

家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
家
屋
を
改
修
す
る
場
合
は
上

限
１
５
０
万
円
、
廃
屋
取
り
壊
し
に
は
10
万
円
を
上

限
に
補
助
金
を
支
給
す
る
も
の
。
ほ
か
に
Ｕ
・
Ⅰ
タ

ー
ン
し
た
若
者
や
若
者
を
含
む
世
帯
に
は
定
住
助
成

金
、
通
勤
手
当
（
一
部
地
域
）、
出
産
祝
金
制
度
も

あ
り
、
平
成
32
年
ま
で
補
助
金
等
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
高
遠
町
総
合
支

所
と
長
谷
総
合
支
所
の
各
総
務
課
地
域
振
興
係
。
高

遠
町
総
務
課
地
域
振
興
係
堀
川
稔
子
係
長
か
ら
お
話

を
伺
い
、
高
遠
町
に
移
住
し
て
き
た
3
家
族
を
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

桜
の
名
所
「
高
遠
城
址
公
園
の
桜
」
に
代
表
さ
れ
る
美

し
い
自
然
と
歴
史
を
持
つ
城
下
町
・
伊
那
市
高
遠
町
。

茅
野
か
ら
杖
突
峠
を
越
え
て
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
を
南
下

し
て
高
遠
町
の
市
街
地
に
至
る
国
道
１
５
２
号
は
秋
葉

街
道
ま
た
は
塩
の
道
と
言
わ
れ
て
講
に
通
う
人
や
物
資

を
運
ぶ
人
で
賑
わ
っ
た
。
街
道
沿
い
に
流
れ
る
藤
沢
川

周
辺
は
水
田
地
帯
、
広
葉
樹
の
山
々
に
沿
っ
て
畑
が
広

が
る
。
典
型
的
な
里
山
で
、
こ
の
地
域
は
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
人
た
ち
に
人
気
の
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。

移
住
し
て
く
る
家
族
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

[

定
住
促
進
事
業][

空
き
家
バ
ン
ク
制
度]

　
●
長
野
県
伊い

な

し
那
市
高た
か
と
お
ま
ち

遠
町

▶「日々茶寮　連」の古民家を
生かしたレストラン

▲秋葉街道沿いにある高遠町の田園地帯

▲薪ストーブが明々と燃える吉田さん宅居間

▲大井さん夫妻が収穫したユニークな野菜たち

集落の
　活性化
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古
民
家
で
旬
の
料
理
を
味
わ
う
、極
上
の
ひ
と
時

国
道
１
５
２
号
か
ら
一
歩
入
っ
た
路
地
に
「
日
々

茶
寮
　
連
」
と
小
さ
な
看
板
を
出
す
店
が
あ
っ
た
。

大
き
な
二
階
建
て
の
家
で
、
入
口
に
小
さ
め
な
暖
簾

が
か
か
っ
て
い
る
。
注
意
し
て
み
な
い
と
通
り
過
ぎ

て
し
ま
い
そ
う
な
控
え
め
な
看
板
が
あ
っ
た
。

玄
関
の
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
る
と
古
い
民
家
ら
し
い

小
さ
な
土
間
に
な
っ
て
い
る
。
靴
を
脱
い
で
ス
リ
ッ

パ
に
履
き
替
え
、
黒
光
り
す
る
木
戸
を
開
け
て
驚
い

た
。
広
々
と
し
た
古
民
家
の
佇
ま
い
、
そ
こ
は
お
洒

落
な
テ
ー
ブ
ル
や
調
度
品
を
配
し
た
粋
な
空
間
。
昼

食
で
訪
れ
た
客
が
、
静
か
に
食
事
を
楽
し
ん
で
い
る
。

予
約
な
し
に
訪
ね
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
だ
が
、
食

事
を
し
た
い
と
お
願
い
し
て
奥
の
和
室
に
案
内
し
て

い
た
だ
い
た
。
民
家
に
よ
く
あ
る
伝
統
的
な
奥
座
敷

で
、
床
の
間
や
欄
間
、
ふ
す
ま
が
美
し
く
保
存
・
再

生
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
部
屋
の
一
角
に
置
か
れ

た
陶
芸
品
や
生
花
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
等
が
、
趣
味

人
ら
し
い
店
主
の
粋
な
演
出
と
気
配
り
を
伺
わ
せ
る
。

出
さ
れ
た
食
事
が
ま
た
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
地
元

産
の
野
菜
た
ち
が
見
事
に
共
鳴
し
て
美
し
く
美
味
し

い
創
作
料
理
に
変
身
し
て
い
る
。

樋
田
猛
さ
ん（
60
）と
牧
子
さ
ん（
39
）は
、
昨
年
６

月
に
長
年
営
ん
で
い
た
鎌
倉
の
割
烹
料
理
店
を
た
た

ん
で
高
遠
町
に
移
住
し
て
き
た
。

「
鎌
倉
で
は
と
て
も
忙
し
く
て
主
人
が
身
体
を
壊
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
田
舎
で
長
閑
に
暮
ら

し
な
が
ら
お
店
を
や
り
た
い
と
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

地
元
の
明
和
不
動
産
の
民
家
売
り
出
し
の
写
真
を
ブ

ロ
グ
で
見
た
ん
で
す
。
天
井
が
高
く
て
よ
く
整
備
さ

れ
た
広
い
居
間
。
内
部
写
真
を
見
て
ひ
と
目
で
気
に

入
っ
て
、
す
ぐ
購
入
を
決
め
ま
し
た
。
高
遠
が
桜
で

有
名
な
城
下
町
で
あ
る
こ
と
は
来
る
ま
で
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
猛
さ
ん
と
牧
子
さ
ん
は
苦
笑
し
な
が

ら
、
移
住
し
て
き
た
経
緯
を
語
る
。

元
は
郵
便
局
長
の
住
ま
い
だ
っ
た
そ
う
で
、
太
い

柱
や
障
子
、
欄
間
等
の
日
本
家
屋
だ
が
、
天
井
を
高

く
し
て
ガ
ラ
ス
張
り
の
洋
風
な
居
間
に
改
装
す
る
等
、

快
適
に
住
む
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
空
き
家

を
地
元
大
工
さ
ん
が
手
を
入
れ
て
丁
寧
に
磨
き
上
げ

た
。
洗
面
所
等
は
新
た
に
木
の
香
を
生
か
し
て
全
面

改
装
、
樋
田
さ
ん
の
指
示
で
オ
ー
プ
ン
式
の
厨
房
を

作
り
、
上
下
水
道
設
備
を
新
た
に
設
置
し
た
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン
は
ほ
と
ん
ど
手
を
入
れ
な
い
で
使
用

で
き
、
鎌
倉
で
使
っ
て
い
た
調
度
品
も
マ
ッ
チ
し
て

い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
水
道
管
が
玄
関
脇
に
露
出
し

て
し
ま
っ
た
た
め
、
と
り
あ
え
ず
葦よ
し

簀ず

を
並
べ
て
隠

し
て
い
ま
す
。
外
側
は
こ
れ
か
ら
若
干
の
手
直
し
が

必
要
で
す
ね
」
と
ご
主
人
は
言
う
。

地
元
の
人
の
紹
介
で
、
箕
輪
町
で
有
機
野
菜
を
栽

培
す
る
「
草
間
舎
」
の
滝
沢
さ
ん
と
も
知
り
合
い
、

野
菜
の
大
半
を
そ
こ
か
ら
仕
入
れ
る
と
共
に
、
新
し

い
野
菜
栽
培
を
提
案
し
た
り
、
地
元
農
家
が
作
っ
た

梅
や
果
実
液
等
を
活
用
し
て
、
独
自
の
創
作
和
風
料

理
を
生
み
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
鯛
や
マ
グ
ロ
等
の

魚
介
類
は
鎌
倉
時
代
か
ら
親
し
か
っ
た
専
門
店
か
ら

直
送
し
て
お
り
、
野
菜
と
絶
妙
に
調
和
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
昼
メ
ニ
ュ
ー
は
「
蕎
麦
と
ミ
ニ
丼
」「
蕎

麦
御
膳
」「
彩
り
御
膳
」
の
3
品
で
、
夜
は
予
約
客
の

み
に
会
席
料
理
を
提
供
し
て
い
る
。
鎌
倉
か
ら
樋
田

さ
ん
の
料
理
が
食
べ
た
い
と
訪
れ
る
人
も
い
ま
だ
多

く
、野
菜
や
蕎
麦
が
一
段
と
美
味
し
く
な
っ
た
と
褒

め
て
く
れ
る
と
い
う
。

「
転
居
し
て
き
て
、
近
所
の
方
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
開
店
二
日
間
は
皆
さ
ん
を
ご

招
待
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
来
近
所
の
方
も

よ
く
訪
れ
て
く
れ
ま
す
」

鎌
倉
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
住
宅
地
の
中
に
あ
っ
た

が
、
家
賃
と
光
熱
費
で
月
40
万
円
か
か
っ
た
。「
田

舎
暮
ら
し
の
夢
が
か
な
い
ま
し
た
が
、
高
遠
の
冬
は

寒
い
の
で
2
月
は
休
業
し
て
、
自
然
と
親
し
み
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
ま
す
」
と
牧
子
さ
ん
は
言
う
。

町
か
ら
の
定
住
促
進
補
助
費
１
３
２
万
円
は
、
玄

関
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
充
て
る
の
に
役
立
っ
た
。

第
二
の
ふ
る
さ
と
。 

地
域
の
た
め
に
働
き
た
い

２
年
前
に
長
藤
地
区
に
新
居
を
建
て
た
と
い
う
吉

田
康
二
さ
ん
一
家
を
訪
ね
た
。
長
藤
地
区
は
目
の
前

右上/座敷はゆっくりくつろげる食事処として人気
右下/購入した民家の外観
左上/魚介類と季節の野菜の創作料理「彩り御膳」
左下/樋田猛・牧子さん夫妻
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は
水
田
地
帯
、
後
手
は
な
だ
ら
か
な
広
葉
樹
林
が
広

が
る
比
較
的
大
き
い
集
落
で
、
50
戸
ほ
ど
の
民
家
が

軒
を
連
ね
て
い
る
。
そ
の
中
ほ
ど
に
建
つ
瀟
洒
で
モ

ダ
ン
な
二
階
建
て
の
家
が
吉
田
さ
ん
一
家
の
新
居
。

ゆ
る
や
か
な
斜
面
を
活
用
し
て
、
道
路
際
に
車
の
駐

車
場
を
設
け
、
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
家
、
裏
手
は
森

へ
と
続
き
、
大
き
な
栗
の
木
が
た
わ
わ
に
実
を
付
け

て
い
た
。
家
の
北
側
に
は
焚
き
木
用
の
薪
が
美
し
く

塀
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
、
庭
で
は
愛
犬
が
飛
び
回
っ

て
い
る
。
冬
や
雪
に
備
え
て
、
中
庭
や
物
置
、
薪
置

場
等
は
、
透
明
な
カ
ー
ボ
ン
の
屋
根
を
施
す
等
、
ア

イ
テ
ム
に
富
ん
だ
家
で
あ
る
。

吉
田
さ
ん
一
家
は
上
伊
那
森
林
組
合
で
働
く
康
二

さ
ん（
47
）、
妻
で
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
を
す
る
江
里
加

さ
ん（
46
）と
二
人
の
女
の
子
を
持
つ
4
人
家
族
。

東
京
柴
又
の
出
身
。
田
舎
暮
ら
し
を
漠
然
と
考
え

て
い
た
時
、
信
州
高
遠
町
が
新
築
の
町
営
一
戸
建
住

宅
に
入
居
す
る
移
住
者
を
募
集
し
て
い
る
雑
誌
の
記

事
を
見
た
。
小
さ
な
庭
付
き
で
家
賃
は
月
3
万
円
、

長
年
暮
ら
せ
ば
そ
の
家
が
分
譲
さ
れ
る
と
聞
い
て
、

Ｉ
タ
ー
ン
に
踏
み
切
っ
た
。
8
年
前
の
こ
と
。

自
然
環
境
が
素
晴
ら
し
く
、
地
域
の
人
は
親
切
。

康
二
さ
ん
は
東
京
で
は
コ
ー
ヒ
ー
の
通
販
会
社
に
勤

務
、
信
州
高
遠
町
に
移
住
し
て
き
て
地
域
に
役
立
つ

仕
事
が
し
た
い
と
、
森
林
組
合
に
勤
め
る
こ
と
に
し

た
。
江
里
加
さ
ん
も
同
様
で
、
子
供
が
学
校
へ
上
が

る
の
を
機
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
ヘ
ル
パ
ー

の
資
格
を
取
っ
て
介
護
施
設
で
働
き
始
め
た
。
い
ま

で
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
高
齢
者
の
介
護
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
二
人
を
支
え
た
の
が
二
人
の
娘
た
ち
だ
っ

た
。
田
園
の
中
で
の
び
の
び
と
た
く
ま
し
く
育
ち
、

高
遠
が
大
好
き
に
な
っ
た
。
長
女
の
か
な
た
さ
ん

（
17
）は
、
農
業
に
関
心
を
持
ち
、
農
業
高
校
を
志
願
、

毎
朝
７
時
頃
に
母
親
が
車
で
送
っ
て
上
伊
那
農
業
高

校
へ
通
い
、
土
曜
日
も
部
活
で
忙
し
い
。
次
女
の
ひ

な
た
ち
ゃ
ん
は
高
遠
北
小
学
校
の
5
年
生
。「
一
学

年
10
人
だ
け
ど
、
と
て
も
楽
し
い
」
と
語
る
。

移
住
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
お
気
に
入
り
の
町
営

住
宅
は
分
譲
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
を
知

っ
た
地
域
の
人
た
ち
が
「
こ
の
ま
ま
こ
こ
で
暮
ら
し

て
欲
し
い
か
ら
」
と
土
地
の
世
話
を
し
て
く
れ
、
家

の
建
築
で
は
地
元
の
大
工
さ
ん
が
親
身
に
な
っ
て
対

応
し
て
く
れ
た
。

「
土
地
は
格
安
で
１
２
０
坪
を
購
入
、
新
築
す
る
家

は
大
工
さ
ん
に
こ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
と
予
算
を
言

っ
た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
の
要
望
を
よ
く
聞
い
て
く
れ

る
自
由
設
計
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
窓
は
す
べ
て
二

重
窓
、
天
井
も
高
く
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
も
た
っ
ぷ
り

で
、
と
て
も
お
気
に
入
り
の
家
に
な
り
ま
し
た
」
と

江
里
加
さ
ん
が
各
所
を
案
内
し
て
く
れ
た
。

康
二
さ
ん
が
居
間
で
ス
ト
ー
ブ
に
薪
を
入
れ
た
。

「
ス
ト
ー
ブ
一
つ
あ
れ
ば
、
真
冬
で
も
家
じ
ゅ
う
が

温
か
い
。
い
ま
県
や
森
林
組
合
で
は
間
伐
材
で
ペ
レ

ッ
ト
を
作
っ
て
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
割
高
で

あ
る
の
が
課
題
で
す
ね
」

森
林
組
合
で
は
康
二
さ
ん
ら
若
い
職
員
の
提
案
で
、

11
月
中
旬
に
間
伐
材
の
有
効
利
用
と
木
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
「
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
市
」
を
開
催
し
て
い

る
。
木
材
に
ふ
れ
る
機
会
が
減
っ
て
き
た
田
舎
の
人

た
ち
が
、
価
格
の
安
さ
も
あ
っ
て
組
合
が
用
意
す
る

木
材
や
各
種
板
、
木
製
品
を
買
い
求
め
て
い
く
。

「
山
村
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
山
に
入
っ
た
こ
と
が
な

い
人
が
多
く
、
私
た
ち
の
よ
う
に
都
市
か
ら
来
て
森

林
作
業
に
従
事
す
る
者
が
増
え
て
い
る
。
地
元
の
人

が
も
っ
と
故
郷
の
自
然
や
森
に
目
を
向
け
て
欲
し

い
」
と
願
う
吉
田
さ
ん
は
、
毎
朝
片
道
約
1
時
間
か

け
て
駒
ヶ
根
市
の
組
合
事
務
所
へ
行
き
、
そ
こ
か
ら

仲
間
た
ち
と
山
林
へ
入
り
、
間
伐
や
枝
打
ち
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

農
業
を
め
ざ
し
て
東
北
か
ら
移
住

吉
田
さ
ん
の
住
む
集
落
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ

て
ひ
と
山
越
え
る
と
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
小
さ
い

集
落
が
あ
っ
た
。
森
と
川
と
畑
の
中
に
大
き
な
農
家

20
戸
ほ
ど
が
軒
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
建
ち
、
雨
で
け

ぶ
っ
て
い
る
。
眼
下
に
見
る
山
室
川
辺
地
区
は
お
と

ぎ
話
に
出
て
く
る
里
山
風
景
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。

訪
ね
た
の
は
こ
こ
に
昨
年
の
春
移
住
し
て
き
た
と

い
う
大
井
友
継
さ
ん（
58
）、
美
穂
さ
ん（
35
）夫
妻
と

4
人
の
子
供
た
ち
。

集
落
の
中
央
の
道
を
進
ん
で
い
く
と
、
庭
先
に
チ

ャ
ボ
の
鶏
舎
が
あ
り
、
犬
小
屋
に
傘
を
さ
し
て
も
ら

っ
て
い
る
子
犬
が
愛
想
よ
く
迎
え
て
く
れ
る
大
き
な

農
家
が
あ
っ
た
。
広
い
玄
関
と
土
間
に
は
野
菜
や
農

具
、
子
供
用
自
転
車
等
が
並
ん
で
い
る
。

大
井
さ
ん
の
家
と
わ
か
り
、
玄
関
に
立
っ
て
声
を

か
け
る
と
「
い
ら
っ
し
ゃ
～
い
」
と
元
気
な
子
供
た

▶新居の前で、吉田康二・江里
加さん夫妻。下は次女のひなた
ちゃんと居間で
左／カーボン屋根のある庭で、
愛犬忠君
◀森林組合主催の「アウトレッ
ト市」で安く販売される板
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ち
が
3
人
飛
び
出
し
て
き
た
。
部
屋
が
７
、８
室
は

あ
る
大
き
な
農
家
で
、
食
堂
に
は
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
、

廊
下
に
は
雨
で
取
り
込
ん
だ
洗
濯
物
が
沢
山
並
ん
で

い
る
。
休
日
で
ご
主
人
も
家
に
お
り
、
早
速
玄
関
脇

の
15
畳
ほ
ど
あ
る
居
間
に
通
さ
れ
た
。

「
春
夏
は
家
中
の
ド
ア
を
開
け
放
し
て
風
と
太
陽
を

取
り
込
む
の
で
す
が
、
寒
く
な
る
と
こ
こ
で
過
ご
し

ま
す
」と
大
井
さ
ん
は
言
う
。大
き
な
薪
ス
ト
ー
ブ
が

用
意
さ
れ
、
隅
に
は
子
供
が
勉
強
す
る
机
も
あ
る
。

農
業
に
関
心
を
持
つ
大
井
さ
ん
夫
妻
は
、
福
島
県

川
俣
町
で
の
農
業
研
修
で
知
り
合
い
、
結
婚
し
た
。

そ
し
て
有
機
農
業
の
先
進
地
、
宮
城
県
丸
森
町
で
農

業
を
始
め
た
が
、
そ
ん
な
と
き
３
・
11
東
日
本
大
震

災
に
遭
遇
し
た
。
地
震
の
被
害
は
何
と
か
免
れ
た
が
、

丸
森
町
は
宮
城
県
内
で
は
放
射
線
量
が
多
い
地
区
で

あ
っ
た
た
め
、
二
人
の
幼
児
を
抱
え
て
い
た
夫
妻
は

移
住
を
決
意
し
た
。

移
住
し
た
の
は
美
穂
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
実
家
が

あ
る
伊
那
市
に
隣
接
し
た
南
箕
輪
村
。
幼
い
時
か
ら

よ
く
来
て
い
た
農
家
だ
っ
た
の
で
、
快
く
同
居
さ
せ

て
く
れ
て
農
地
を
借
り
て
野
菜
作
り
も
出
来
た
が
、

い
つ
ま
で
も
好
意
に
甘
え
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
そ
ん
な
時
、
伊
那
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
空
き

家
バ
ン
ク
」
で
見
つ
け
た
の
が
、
現
在
住
ん
で
い
る

農
家
だ
っ
た
。
家
主
の
夫
妻
は
高
齢
化
し
た
た
め
子

供
の
住
む
市
街
地
に
移
住
し
、
時
々
野
良
作
業
を
す

る
た
め
に
出
か
け
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
庭
先
に
は

家
主
の
蔵
や
農
具
の
収
納
場
所
も
あ
る
が
、
家
は
空

き
家
に
す
る
と
劣
化
し
や
す
い
。
伊
那
市
か
ら
の
熱

心
な
要
請
も
あ
っ
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
大

井
さ
ん
に
貸
し
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

大
井
さ
ん
家
族
は
月
１
・
５
万
円
で
借
り
て
い
る
。

農
地
は
借
り
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
周
辺
に
あ
る
休
耕

地
を
い
く
つ
か
借
り
、
ま
た
実
家
の
農
地
も
引
き
続

き
耕
作
し
て
野
菜
栽
培
を
し
て
い
る
。「
今
年
は
私

が
妊
娠
中
だ
っ
た
た
め
、
ま
と
も
に
農
業
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
自
然
農
法
を
す
る
の
が
夢
、
こ

こ
に
は
沢
山
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」
と
美
穂
さ
ん
。

友
継
さ
ん
は
障
害
者
施
設
で
働
い
て
い
る
。「
い

ま
は
ま
だ
農
業
収
入
だ
け
で
は
暮
ら
せ
な
い
た
め
、

平
日
は
勤
め
、
土
日
は
野
良
仕
事
や
子
供
の
相
手
、

大
変
で
す
よ
」
と
苦
笑
。

玄
関
の
土
間
に
は
種
類
が
異
な
る
大
小
の
カ
ボ
チ

ャ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
が
沢
山
並
ん
で
い
て
、
食
用
だ

と
い
う
ホ
オ
ズ
キ
も
あ
っ
た
。「
い
ま
は
農
産
物
が

あ
ま
り
出
荷
で
き
ず
、
東
京
の
方
数
人
と
千
葉
県
の

産
直
を
手
が
け
る
グ
ル
ー
プ
に
定
期
的
に
送
っ
て
い

る
だ
け
で
す
が
、
農
業
一
筋
、
新
野
菜
に
も
挑
戦
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
美
穂
さ
ん
は
言
う
。

大
井
家
の
前
に
は
大
き
な
屋
敷
が
あ
る
が
、
普
段

は
無
人
で
お
盆
の
時
だ
け
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
と

い
う
。
隣
家
も
無
人
で
、
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る
人

は
10
軒
ほ
ど
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
大
井
さ
ん
一

家
が
来
て
子
供
た
ち
の
声
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

喜
ば
れ
て
い
る
。

野
山
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
と
い
う
元
気
な
子
供
た

ち
、
犬
や
鶏
た
ち
、
そ
し
て
農
業
に
夢
を
持
ち
続
け

て
い
る
夫
妻
の
姿
は
、
ひ
と
昔
前
の
農
村
風
景
に
出

会
っ
た
よ
う
で
感
動
的
で
あ
っ
た
。

難
し
い
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
活
性
化

伊
那
市
で
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制
度
に
も
力
を

入
れ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
詳
し
い
情
報
や
写
真
、

間
取
り
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
現
在
市
が
登
録
し
て

い
る
空
き
家
は
５
軒
。「
新
た
な
動
き
が
あ
る
と
す

ぐ
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
ほ
ど
人
気
な
の
で
す
が
、
空

い
て
い
て
も
貸
さ
な
い
、
売
ら
な
い
と
い
う
人
が
多

い
の
が
実
情
で
す
」
と
堀
川
さ
ん
は
言
う
。

空
き
家
が
多
い
は
ず
の
過
疎
地
で
〝
住
宅
貸
し
渋

り
〟
傾
向
が
あ
る
の
は
関
東
地
方
が
顕
著
で
、
一
般

社
団
法
人
「
移
住
・
交
流
推
進
機
構
」
が
今
年
１
月

に
中
山
間
地
に
空
き
家
情
報
を
提
供
す
る
「
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
」
を
活
用
し
て
い
る
約
７
０
０
の
自
治

体
に
登
録
物
件
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
9
件
以
下
」
が

過
半
数
を
占
め
て
い
た
。

伊
那
市
の
場
合
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
総
数
は

28
件
で
、
契
約
数
は
23
件
。
そ
の
結
果
12
家
族
26
人

が
移
住
し
て
き
た
。
市
で
は
不
動
産
組
合
と
連
携
し

て
交
渉
や
契
約
に
当
た
っ
て
い
る
が
、「
空
き
家
に
な

っ
て
い
て
も
、
盆
暮
れ
に
は
家
族
が
集
ま
る
、
仏
壇

や
荷
物
が
あ
る
な
ど
を
理
由
に
貸
す
の
を
た
め
ら
う

人
が
多
い
」
と
関
係
者
は
言
う
。

「
空
き
家
が
増
え
る
と
集
落
の
活
力
あ
る
維
持
が
難

し
く
な
り
防
犯
上
も
問
題
で
す
。
空
き
家
の
活
用
が

地
域
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
か
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
我
々
も
物
件
の
堀
り
起
こ

し
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
」
と
堀
川
さ
ん
は
語
っ
て

い
た
。
　�

文
／
横
田
塔
美

　写
真
／
小
林
恵

●伊那市総務部企画情報課 ☎0265-78-4111
●高遠町総合支所総務課 ☎0265-94-2551

▶大井友継・美穂さん夫妻と蒼楽（そら）君（2）、
亜美（あみ）ちゃん（小学2年）毬歌（まりか）ちゃん

（5）。左／居間の子供机の前ではしゃぐ子供たち
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炭
鉱
の
面
影
を
残
す
豊
か
な
自
然
郷

夕
張
市
へ
は
新
千
歳
空
港
か
ら
46
㎞
、
道
東
自
動

車
道
で
1
時
間
で
到
着
す
る
。
夕
張
川
と
Ｊ
Ｒ
夕
張

線
に
並
行
し
て
走
る
国
道
４
５
２
号
沿
い
に
は
変
化

に
富
ん
だ
自
然
景
観
が
次
々
と
展
開
し
、
初
冬
の
小

春
日
和
の
中
で
穏
や
か
に
輝
い
て
い
る
。
ま
ず
出
迎

え
て
く
れ
る
の
が
夕
張
川
の
浸
食
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
渓
谷
美
と
大
正
14
年
に
「
北
炭
」
が
建
設
し
た
と

い
う
小
規
模
水
力
発
電
所
の
あ
る
「
滝
ノ
上
公
園
」。

樹
木
は
葉
を
落
と
し
た
が
、
地
面
を
ド
ン
グ
リ
や

木
の
実
が
覆
う
ほ
ど
の
豊
か
な
自
然
郷
だ
。

国
道
を
東
北
に
行
く
と
、
や
が
て
森
が
切
れ
て
市

街
地
が
現
れ
た
。
民
家
や
企
業
が
立
ち
並
ぶ
中
に
新

旧
の
市
営
住
宅
建
物
群
が
目
立
つ
。
夕
張
市
の
南
の

炭
鉱
抗
口
の
周
辺
に
集
落
が
点
在
す
る
夕
張
市
に
は
、

炭
産
時
代
の
不
用
な
施
設
や
崩
壊
の
危
険
性
が
あ
る
民

家
、
老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
が
点
在
し
て
い
る
。
ピ
ー

ク
時
に
12
万
人
近
か
っ
た
人
口
も
1
万
人
を
切
り
少
子

高
齢
化
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
こ
れ
ら

の
危
険
施
設
を
解
体
撤
去
し
て
、
集
落
単
位
に
住
処
を

あ
る
程
度
ま
と
め
て
住
民
が
安
心
し
快
適
に
暮
ら
せ
る

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」
の
実
施
に
着
手
し
た
。
債

務
を
抱
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
制
限
が
あ
る
中
で
の
再

生
事
業
だ
が
、
10
年
20
年
を
見
据
え
た
長
期
的
な
都
市

構
想
は
、
過
疎
化
が
急
速
に
進
む
日
本
各
地
の
モ
デ
ル

事
業
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
鈴
木
新
市
政
の
挑
戦
が
始

ま
っ
て
い
る
。

地
域
で
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す

[

ゆ
う
ば
り
コ
ン
パ
ク
ト
シ
ティ
構
想] �

●
北
海
道
夕ゆ
う
ば
り張
市し

▲かつて夕張線と呼ばれて石炭輸送で活躍した石勝線支線は、現在JR新夕張駅と夕張駅を片道30分で走り、
観光客や鉄道ファンに人気。ズリ山は木々の茂る森になってきたが、民家には空き家が増えている

地
域
で
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す

[

ゆ
う
ば
り
コ
ン
パ
ク
ト
シ
ティ
構
想] �

●
北
海
道
夕ゆ
う
ば
り張
市し

集落の
　活性化
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中
心
街
で
、
道
の
駅
が
賑
わ
っ
て
い
る
。
周
辺
に
は

夕
張
メ
ロ
ン
栽
培
農
家
が
多
く
、
春
夏
は
車
が
渋
滞

し
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
が
、
こ
の
時
期
は
農
協
も
メ
ロ

ン
ド
ー
ム
も
閉
店
し
て
休
息
中
。

や
が
て
夕
張
市
の
中
心
部
・
清
水
沢
地
区
へ
。
炭

鉱
事
務
所
や
住
宅
、
ズ
リ
山
等
、
炭
鉱
時
代
の
遺
産

が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
60
カ
所
あ
る
と
い
う
ズ
リ

山
も
今
で
は
木
々
が
茂
る
穏
や
か
な
森
へ
と
変
身
し

て
い
る
。
そ
の
先
を
右
手
に
上
が
っ
て
い
く
と
、
炭

鉱
住
宅
を
ロ
ケ
地
に
し
た
映

画
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
」
思
い
出
広
場
が
あ
る
。

11
月
か
ら
休
館
し
て
い
た
が
、

後
日
高
倉
健
の
死
去
に
伴
っ

て
開
館
し
た
。
我
々
が
訪
ね

た
翌
日
か
ら
北
海
道
は
吹
雪

と
な
っ
た
よ
う
で
、
雪
が
積

も
る
広
場
に
黄
色
い
旗
が
た

な
び
く
さ
ま
を
テ
レ
ビ
で
拝

見
し
た
。

Ｊ
Ｒ
夕
張
線
の
終
点
・
夕

張
駅
に
は
木
造
の
観
光
セ
ン
タ
ー
を
兼
ね
た
お
洒
落

な
駅
舎
が
あ
り
、
そ
の
広
場
に
オ
ー
プ
ン
し
た
飲
食

施
設
「
ゆ
う
ば
り
屋
台
村
」
が
大
賑
わ
い
し
て
い
る
。

一
部
に
炭
鉱
の
古
い
材
を
使
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
建

物
で
、
小
さ
な
店
が
8
軒
あ
り
中
央
に
テ
ー
ブ
ル
。

つ
る
ち
ゃ
ん
こ
と
橋
場
村
長
が
人
気
者
ら
し
く
、
こ

こ
で
大
勢
の
元
気
な
人
た
ち
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
昨
年
来
市
し
た
高
橋
さ

ん
、
原
さ
ん
等
に
も
出
会
え
た
。
一
時
間
に
一
本
や

っ
て
く
る
電
車
も
観
光
客
に
人
気
の
よ
う
だ
。

そ
の
先
に
あ
る
の
が
市
役
所
や
鉱
山
時
代
に
賑
わ

っ
た
飲
食
街
、
病
院
（
い
ま
は
診
療
所
と
名
称
を
変

更
）、
そ
し
て
そ
の
北
部
に
は
日
本
最
大
級
の
石
炭
・

鉱
山
博
物
館
が
あ
る
。
国
内
有
数
の
産
炭
地
で
、
昭

和
35
年
頃
の
最
盛
期
に
は
12
万
人
が
暮
ら
す
道
内
7

番
目
の
都
市
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
原
油
輸
入

自
由
化
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
石
炭
か
ら
石
油
に
変
わ
り
、

56
年
に
発
生
し
た
ガ
ス
爆
発
事
故
で
、
夕
張
の
ヤ
マ

は
相
次
い
で
閉
山
に
追
い
込
ま
れ
た
。
平
成
元
年
に

は
人
口
２
４
０
０
０
人
と
な
り
、
さ
ら
に
「
炭
鉱
か

ら
観
光
へ
」
の
過
大
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
放
漫
経
営

が
た
た
り
、
夕
張
市
は
財
政
破
た
ん
、
全
国
で
唯
一

の
「
財
政
再
生
団
体
」
に
な
っ
た
。
多
く
の
関
係
者

が
ま
ち
を
去
り
、
現
在
人
口
は
５
４
８
１
世
帯
、

９
７
１
９
人
に
な
っ
て
い
る
。

街
を
歩
く
と
往
時
の
繁
栄
の
面
影
が
忍
ば
れ
る
一

方
で
、
30
年
以
上
の
時
を
経
て
崩
壊
寸
前
の
施
設
や

廃
屋
も
目
に
つ
く
。

不
要
で
危
険
な
施
設
や
廃
屋
を 

解
体
撤
去
す
る

夕
張
市
で
は
、
劣
化
し
風
雪
等
で
崩
壊
の
危
険
性

が
あ
る
建
物
や
廃
屋
を
解
体
撤
去
し
て
、
地
域
ご
と

に
安
全
で
便
利
な
街
に
再
生
す
る
「
ゆ
う
ば
り
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
構
想
を
、
平
成
24
年
か
ら
実
施
し

は
じ
め
た
。
過
疎
対
策
事
業
債
（
ソ
フ
ト
分
）
を
活

用
し
て
不
用
施
設
の
解
体
・
撤
去
費
を
行
っ
た
事
例

で
も
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
企
画
室
主
幹
佐
藤
学
さ
ん
か
ら
、
解

体
撤
去
と
そ
の
跡
地
の
再
編
事
業
に
つ
い
て
お
話
を

伺
っ
た
。

「
夕
張
に
は
炭
鉱
時
代
の
不
用
施
設
や
古
い
住
宅

が
ま
だ
各
地
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
鈴
木
新
市
長
が

ま
ず
手
掛
け
た
の
が
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
進
め
る
『
夕

張
市
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
で
し
た
。
財

政
破
た
ん
で
市
職
員
は
半
数
以
下
に
な
り
5
ヵ
所
あ

っ
た
市
の
出
先
機
関
も
閉
鎖
、
小
中
学
校
も
そ
れ
ぞ

れ
一
校
に
統
廃
合
さ
れ
ま
し
た
。
廃
校
校
舎
は
建
物

が
堅
牢
で
十
分
活
用
で
き
る
た
め
民
間
機
関
な
ど
に

活
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
市
営
住
宅
の
再
編

が
重
要
課
題
で
し
た
。
道
営
と
市
営
住
宅
の
戸
数
は

３
７
０
６
戸
あ
り
、
中
に
は
風
呂
が
な
い
住
居
も
あ

り
ま
す
。
す
で
に
古
い
建
物
を
撤
去
、
住
民
が
新
築

し
た
住
宅
へ
入
居
し
た
歩
団
地
や
萌
団
地
も
あ
り
ま

す
。
解
体
が
必
要
な
い
団
地
で
も
、
高
齢
者
が
ポ
ツ

リ
ポ
ツ
リ
と
住
ん
で
い
る
状
況
で
は
管
理
が
し
に
く

く
安
全
上
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
集
約
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
」と
佐
藤
主
幹
は
言
う
。

し
か
し
住
民
か
ら
は
、
い
ま
さ
ら
引
っ
越
し
は
面

倒
だ
、
空
き
家
で
も
昔
高
額
で
購
入
し
た
の
で
手
放

せ
な
い
等
の
声
も
あ
り
、話
し
合
い
を
続
け
る
。家
主

に
連
絡
が
取
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
事
業
を
推
進

す
る
た
め
に
は
か
な
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

24
年
度
は
旧
夕
張
青
年
婦
人
会
館
な
ど
市
の
施
設

52
棟
、
市
に
寄
付
さ
れ
た
廃
屋
や
空
き
家
な
ど
9
棟

を
解
体
撤
去
し
、事
業
費
は
1
億
８
９
０
０
万
円（
う

◀食事処・交流の場として人気の「ゆうばり屋台村」。
８軒の店があり各店が自慢のメニューで競う。村長のつるちゃん(左)と
夕張市地域おこし協力隊のメンバーたち
▼11月から休館して静かな時を過ごす「幸福の黄色いハンカチ」思い出広場
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ち
1
億
２
３
５
０
万
円

を
過
疎
対
策
事
業
債
で

充
当
）。他
に
民
間
・
個

人
が
解
体
撤
去
し
た
3

棟
を
除
却
費
の
30
％

（
上
限
20
万
円
）
を
補

助
し
た
。

佐
藤
主
幹
が
、
市
役

所
近
く
に
あ
る
解
体
予

定
の
施
設
と
解
体
跡
地
へ
案
内
し
て
く
れ
た
。

ま
ず
市
役
所
す
ぐ
近
く
に
あ
る
3
階
建
て
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
図
書
館
へ
。
川
っ
ぷ
ち
に
建
っ
て
お

り
、
湿
気
の
た
め
劣
化
が
著
し
い
。
平
成
27
年
に
解

体
を
予
定
し
て
い
る
が
、
地
下
室
に
は
ま
だ
資
料
等

が
あ
る
よ
う
で
、
解
体
撤
去
代
は
２
０
０
０
万
円
に

な
る
と
い
う
。
向
か
い
に
建
つ
警
察
署
も
古
い
が
、

耐
震
用
の
杭
等
を
施
し
て
維
持
。
ま
た
そ
の
北
部
に

あ
る
大
き
な
3
階
建
ビ
ル
・
旧
夕
張
病
院
は
、
診
療

所
に
な
っ
た
の
を
機
に
建
直
し
の
要
望
が
住
民
や
医

療
関
係
者
か
ら
出
た
が
、
施
設
改
装
の
前
に
医
療
体

制
の
充
実
が
必
要
だ
と
事
業
を
見
送
っ
た
。
内
部
は

古
め
か
し
い
が
、
医
療
機
器
も
充
実
、
広
い
ス
ペ
ー

ス
を
生
か
し
て
高
齢
者
の
短
期
入
院
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

炭
鉱
で
栄
え
た
頃
に
料
亭
や
飲
食
店
が
軒
を
連
ね

て
い
た
繁
華
街
。
夜
の
客
で
溢
れ
た
で
あ
ろ
う
一
角

は
寂
れ
て
、
崩
壊
寸
前
の
木
造
建
造
物
も
あ
る
。
一

昨
年
に
大
き
な
料
亭
一
棟
を
市
に
寄
付
し
て
も
ら
い

解
体
撤
去
、
今
は
広
い
空
地
に
な
っ
て
い
る
。「
お

か
げ
で
、
雪
が
積
も
っ
た
時
に
除
雪
置
き
場
と
し
て

活
用
で
き
て
い
ま
す
」
と
佐
藤
主
幹
。
雪
は
一
晩
で

腰
の
辺
ま
で
積
も
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

こ
の
繁
華
街
を
生
か
そ
う
と
若
者
た
ち
の
ア
イ
デ

ア
で
映
画
の
看
板
が
設
置
さ
れ
て
、毎
年
夏
に
は「
夕

張
国
際
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
廃
鉱
し
た
頃
に
リ
ゾ
ー
ト
開
発
す
る
よ

り
も
、
映
画
館
や
老
舗
料
亭
等
の
建
造
物
保
存
に
力

を
入
れ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
に
と
残
念
で
あ
る
。

夕
張
を
〝
課
題
先
進
地
〟
の
モ
デ
ル
に

「
で
ぽ
ら
」
で
は
5
年
前
に
、
財
政
破
た
ん
し
て

間
も
な
い
夕
張
市
を
訪
ね
、
東
京
都
か
ら
派
遣
さ
れ

て
臨
時
職
員
と
し
て
働
く
鈴
木
直
道
さ
ん
と
、
公
園

で
草
刈
り
を
す
る
若
い
都
職
員
た
ち
を
取
材
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

当
時
鈴
木
さ
ん
は
、
市
に
残
っ
て
何
と
か
し
た
い

と
地
域
お
こ
し
を
め
ざ
す
市
民
グ
ル
ー
プ
や
若
者
た

ち
が
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
連
日
会
合
に
参
加
し
て

ア
ド
バ
イ
ス
等
を
し
、
役
所
の
仕
事
は
夜
帰
庁
し
て

か
ら
一
人
黙
々
と
行
っ
て
い
た
。
都
庁
へ
帰
っ
て
も

売
店
で
メ
ロ
ン
を
売
っ
て
夕
張
を
ア
ピ
ー
ル
、派
遣
任

期
が
終
了
し
て
も
夕
張
に
残
っ
て
再
生
を
支
援
し
た
。

そ
ん
な
鈴
木
さ
ん
の
豊
か
な
発
想
や
行
動
力
等
が

評
価
さ
れ
、
住
民
が
市
長
に
な
っ
て
く
れ
と
懇
願
、

石
原
都
知
事（
当
時
）に
も
肩
を
押
さ
れ
て
立
候
補
す

る
こ
と
に
な
り
、
見
事
当
選
し
た
。
30
歳
、
国
内
で

最
年
少
の
市
長
と
し
て
話
題
に
も
な
っ
た
が
、
給
与

は
都
職
員
時
代
よ
り
は
る
か
に
少
な
く
、
埼
玉
か
ら

連
れ
て
き
た
新
婚
の
奥
さ
ん
も
共
働
き
し
な
が
ら
、

相
変
わ
ら
ず
超
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

市
長
室
で
お
会
い
し
た
鈴
木
市
長
は
、
夕
張
再
生

の
企
画
や
実
務
の
中
で
、現
場
を
見
る
、人
と
語
る
姿

勢
を
貫
き
、
一
段
と
逞
し
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
は
他
の
自
治
体
で
も
策

定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
中
心
市
街
地

を
活
性
化
す
る
た
め
の
も
の
で
、
人
口
減
少
に
対
応

し
た
プ
ラ
ン
は
夕
張
が
初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
。
夕

張
は
東
京
23
区
が
す
っ
ぽ
り
入
る
ほ
ど
の
広
い
面
積

の
中
に
6
地
区
の
集
落
や
市
街
地
が
広
範
に
点
在
し

て
い
ま
す
。
今
後
10
年
か
け
て
集
落
ご
と
に
コ
ン
パ

ク
ト
化
す
る
、
つ
ま
り
中
心
部
に
あ
る
程
度
ま
と
ま

っ
て
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
10
年
か
け

て
鉄
道
や
交
通
網
の
整
備
さ
れ
て
い
る
市
の
中
心
部

に
移
っ
て
医
療
機
関
や
商
業
施
設
も
充
実
す
る
と
い

う
構
想
で
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
響
き
は
良
く
、

市
民
も
基
本
的
に
は
賛
成
し
て
く
れ
ま
す
が
、
将
来

は
人
が
住
め
な
く
な
る
地
域
も
出
て
く
る
わ
け
で
、

住
民
の
理
解
と
合
意
を
得
る
の
は
大
変
で
す
。
夕
張

は
少
子
高
齢
化
、
現
在
ま
だ
２
９
１
億
円
の
債
務
を

か
か
え
る
等
、
世
界
も
注
目
す
る〝
課
題
先
進
地
〟で

▲解体予定の図書館について説明
する佐藤企画室主幹
▼料亭や飲食街で賑わった一角は
危険木造家屋の解体撤去が進む

▶豪雪のために破損した空き家。持ち主の
了解を得て撤去するまでの手続きが大変だ

▲「コンパクトシティ構想」を語る鈴木直道市長
「絆」と書かれた書画の前で
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す
が
、
似
た
よ
う
な
自
治
体
は
沢
山
あ
る
。
そ
れ
ら

の
課
題
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
、
そ
の
モ
デ
ル
と

し
て
取
り
組
む
覚
悟
で
す
」
と
鈴
木
市
長
は
語
っ
た
。

鈴
木
直
道
市
長
に
は
最
近
講
談
社
か
ら
出
版
さ
れ

た
『
夕
張
再
生
市
長
』
と
い
う
著
書
が
あ
り
、
そ
の

中
で
鈴
木
市
長
は
、
夕
張
で
は
他
地
区
の
よ
う
に
手

厚
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
が
、
多
く
の
市
民

が
理
解
し
て
く
れ
る
こ
と
。
子
供
た
ち
は
遠
方
か
ら

通
学
し
新
し
い
図
書
も
購
入
で
き
ず
最
も
財
政
破
た

ん
の
し
わ
寄
せ
を
受
け
て
い
る
が
、
夕
張
の
未
来
を

担
う
子
供
た
ち
に
は
「
夕
張
に
住
み
た
い
」
と
思
っ

て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
た
め
の
施
策
が
大
切
な
こ
と
。

月
一
度
市
長
と
高
齢
者
が
昼
食
を
共
に
す
る
席
を
設

け
て
い
る
が
、
夕
張
の
高
齢
者
は
「
こ
れ
こ
れ
を
し

て
く
れ
」
と
言
わ
ず
、「
我
々
に
手
伝
え
る
こ
と
は
な

い
か
」
と
言
う
、
等
々
と
書
い
て
い
る
。
市
民
へ
の

想
い
が
印
象
的
で
、
市
長
室
に
は
「
絆
」
と
書
か
れ

た
書
画
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

快
適
、安
心

｜
注
目
の
ニ
ュ
ー
団
地

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
実
現
し

た
実
例
で
あ
る
歩
団
地
を
訪
ね
て
み
た
。

近
く
に
は
道
の
駅
を
兼
ね
た
大
き
な
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
便
利
な

市
街
地
で
、
２
５
０
戸
あ
っ
た
古
い
団
地
は
撤
去
さ

れ
て
、
広
い
平
地
に
55
戸
（
道
営
27
戸
含
む
）
の
モ

ダ
ン
な
平
屋
木
造
住
宅
が
建
っ
て
い
る
。

中
央
に
集
会
所
が
あ
り
、
各
戸
に
小
さ
な
菜
園
も

あ
る
。
一
棟
に
6
世
帯
が
住
み
、
外
廊
下
は
屋
根
と

間
仕
切
り
が
施
さ
れ
た
広
い
回
廊
式
で
、
風
雪
時
で

も
散
歩
や
交
流
が
で
き
る
。

自
治
会
長
の
柳
原
清
さ
ん
宅
へ
伺
っ
た
。95
歳
、奥

さ
ん
を
数
年
前
に
亡
く
し
て
一
人
暮
ら
し
だ
が
、
書

道
や
詩
吟
教
室
の
講
師
を
し
、
マ
イ
カ
ー
で
皆
の
買

物
も
引
き
受
け
る
な
ど
生
涯
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
。

北
海
道
産
の
カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
用
し
た
新
住
宅
は

明
る
く
て
温
か
く
木
の
香
が
漂
う
。
３
Ｄ
Ｋ
の
広
い

間
取
り
で
、
居
間
は
南
に
大
き
な
二
重
窓
が
あ
る
た

め
一
日
中
日
差
し
を
受
け
て
暖
か
い
と
い
う
。

「
私
ら
は
当
初
、
団
地
の
移
住
に
反
対
で
し
た
。
40

年
前
の
ブ
ロ
ッ
ク
住
宅
は
風
呂
も
な
か
っ
た
け
ど
、

住
め
ば
都
、
い
ま
さ
ら
引
っ
越
し
は
ご
免
だ
と
老
人

た
ち
は
反
対
で
し
た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
新
居
は
い
い

ね
え
。
私
の
人
生
で
今
年
の
冬
は
一
番
暖
か
く
て
快

適
で
し
た
」
と
言
う
。
入
居
者
の
3
分
の
2
が
独
居

老
人
だ
が
、
皆
元
気
が
出
た
。
近
く
の
道
営
住
宅
に

は
若
い
家
族
が
住
ん
で
い
る
の
で
、
子
供
た
ち
に
も

よ
く
会
う
。

家
賃
は
収
入
に
応
じ
て
月
１
万
円
か
ら
4
万
円
ま

で
の
ス
ラ
イ
ド
式
。「
私
は
今
２
７
０
０
０
円
で
す

が
5
年
後
に
は
4
万
円
に
な
る
。
他
に
各
自
の
物
置

や
駐
車
場
も
あ
る
か
ら
安
い
で
す
よ
。
釧
路
に
住
む

娘
や
孫
も
よ
く
訪
ね
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

平
成
22
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
市
の
市
営
住
宅
再
編

事
業
は
、
他
に
萌
団
地
が
１
０
２
戸
か
ら
32
戸
の
新

住
宅
へ
、
真
谷
地
地
区
が
２
５
２
戸
か
ら
72
戸
へ
集

約
さ
れ
、
別
の
団
地
で
も
再
編
を
予
定
し
て
い
る
。

廃
校
し
た
小
中
学
校
の
活
用
状
況
を
見
学
す
る
た

め
、
旧
緑
陽
中
学
校
を
訪
ね
た
。
そ
の
日
は
年
数
回

研
修
に
く
る
東
京
都
の
若
手
職
員
10
数
人
が
3
泊
4

日
で
来
て
い
て
、
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
体
験
教

室
を
一
日
研
修
す
る
と
い
う
。
昨
夜
同
じ
ホ
テ
ル
に

宿
泊
し
て
い
た
が
、
実
に
折
り
目
正
し
く
意
欲
的
に

学
ぶ
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

障
害
者
の
自
立
支
援
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
普
及
活
動

は
札
幌
市
に
本
部
が
あ
る
北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

振
興
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
あ
・
り
ー
さ
だ
」が
市

内
の
3
つ
の
廃
校
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
。
校

舎
は
以
前
の
ま
ま
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、
子
供

た
ち
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
。
広
い
校
庭
は
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
最
適
で
、
土
日
に
は
市
民
が
大
勢

活
用
し
て
い
る
。
隣
接
す
る
旧
緑
小
学
校
1
階
は
、

郵
便
局
が
開
業
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
は
い
な
く
な
っ
た
が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
施
設
内
農
業
、
老
人
福
祉
施
設
、
地

域
カ
フ
ェ
等
、
官
民
連
携
で
活
用
す
る
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
夕
張
市

に
は
目
が
は
な
せ
な
い
、

毎
年
来
な
く
て
は
と
実

感
す
る
旅
だ
っ
た
。

文
／
浅
井
登
美
子

写
真
／
小
林
恵

●夕張市まちづくり企画課�☎0123-52-3141
　http://www.city.yubari.lg.jp

▲明るくて暖かい住まいに大
満足だと語る柳原さん
下は冬も往来が楽しい外廊下

▲手入れが行き届いて活用さ
れている旧緑陽中学校。東京
都の若手職員の研修会場に

◀古い団地を撤去して平屋木造
住宅55戸が新設された歩団地
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少
子
高
齢
化
で
悩
む
市
町
村
に
と
っ
て
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
」
の
導
入
は
必
至
。
地
域
活
性
化
の
た
め
の

企
画
や
提
案
、
集
落
の
見
回
り
や
高
齢
者
の
支
援
等
々
、

若
者
が
減
っ
た
地
域
に
と
っ
て
隊
員
の
存
在
は
大
き
く
、

そ
の
ま
ま
集
落
に
定
住
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
「
生
物
多
様
性
・
森
林
・
民
間
伝
承
保
全
」

等
を
め
ざ
す
対
馬
市
で
は
、
自
然
環
境
問
題
等
に
専
門

的
知
識
と
経
験
を
有
し
、
地
域
づ
く
り
や
島
暮
ら
し
に

関
心
を
持
つ
人
材
を
「
島
お
こ
し
協
働
隊
」
と
し
て
受

け
入
れ
て
い
る
。
平
成
23
年
に
来
島
し
た
１
期
生
５
名

の
う
ち
４
名
が
定
住
し
て
活
動
を
続
け
、
現
在
2
期
生

の
女
性
隊
員
3
名
、
3
期
生
の
男
性
隊
員
3
名
が
専
門

性
を
生
か
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
や
職

場
に
お
邪
魔
し
、
あ
る
日
の
一
コ
マ
を
取
材
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

隊
員
は
各
部
署
に
所
属
し
て
活
動

そ
の
日
は
市
民
協
働
・
自
然
共
生
課
が
2
カ
月
に

一
回
行
う「
島
お
こ
し
協
働
隊（
以
下
協
働
隊
と
略
）」

の
定
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
隊
員
と
、
隊
員
が
所
属
す

る
農
林
水
産
部
、
総
合
政
策
部
観
光
交
流
商
工
課
、

上
対
馬
振
興
部
地
域
振
興
課
の
関
係
者
を
集
め
て
開

催
さ
れ
た
。
各
隊
員
か
ら
の
報
告
と
連
絡
の
あ
と
フ

リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
も
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
市
民
協
働
・
自
然
共
生
課
の
糸
瀬
亜
寿
香
主
事
が

用
意
し
て
お
い
て
く
れ
た
資
料
と
照
合
し
な
が
ら
、

各
人
の
報
告
や
今
後
の
予
定
に
耳
を
傾
け
た
。

資
料
か
ら
隊
員
の
活
動
内
容
を
概
要
す
る
と
、
①

生
物
多
様
性
保
全
・
南
部
担
当
／
伊
藤
麻
子
さ
ん（
鳥

取
大
学
大
学
院
卒
）、
②
有
害
鳥
獣
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
谷
川
も
も
こ
さ
ん（
日
本
大
学
卒
・

各
分
野
の
専
門
家
が
地
域
に
根
を
張
っ
て

[

対
馬
市
島
お
こ
し
協
働
隊]

の
活
動
　
長
崎
県
対つ
し
ま馬
市し

▲隊員や関係者が一堂に会してミーテイング会議
隊員は画像に示して説明する

▲島のいたるところに設置してある日本ミツバチの巣

▲烏帽子岳から望む日本有数のリアス式海岸・浅茅湾

▶内山分校跡地で五右衛門風呂を製作する内山さんと
伊藤隊員

◀細貝隊員と内山美津子さん
庭には捕獲処理したイノシシの皮が…

教育文化の
発信
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獣
医
師
）、
③
民
間
伝
承
保
全
担
当
／
細
貝
瑞
季
さ

ん
（
京
都
大
学
大
学
院
卒
）、
④
島
の
食
材
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
／
佐
藤
雄
二
さ
ん
（
中
央
大
学
卒
）、

⑤
島
の
森
林
再
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
／
吉
冨
諒
さ
ん

（
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
卒
）、
⑥
島
の
タ
ウ
ン
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
／
濱
口
義
典
さ
ん（
追
手
門
学
院
大
学
卒
）。

ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
着
任
以
前
に
対
馬
市
に
は
何

度
か
来
島
し
て
お
り
、
例
え
ば
伊
藤
さ
ん
は
ツ
シ
マ

ヤ
マ
ネ
コ
の
生
態
調
査
で
33
回
来
島
、
細
貝
さ
ん
は

「
土
着
ミ
ツ
バ
チ
」
を
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
に
し
て

2
度
来
島
、
谷
川
さ
ん
も
ヤ
マ
ネ
コ
保
全
と
鳥
獣
被

害
調
査
等
で
14
回
対
馬
通
い
を
続
け
て
き
た
。
ユ
ニ

ー
ク
な
の
は
61
歳
の
濱
口
隊
員
。
ホ
テ
ル
や
大
型
商

業
施
設
の
開
発
等
の
仕
事
を
経
て
長
野
県
豊
丘
村
他

で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
活
動
、
家
族
を
大
阪
に
残

し
て
、
対
馬
市
中
心
街
の
商
業
発
展
に
尽
く
し
た
い

と
隊
員
を
志
願
し
た
。

ち
な
み
に
市
民
協
働
・
自
然
共
生
課
の
糸
瀬
主
事

も
平
成
25
年
10
月
よ
り
大
阪
市
の
企
業
を
辞
め
て
対

馬
市
に
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
個
性
豊
か
な
協

働
隊
メ
ン
バ
ー
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
当
し
て

お
り
、「
彼
女
た
ち
の
人
生
の
大
事
な
3
年
間
を
対
馬

市
の
た
め
に
費
や
し
て
も
ら
う
の
で
、
市
と
し
て
も

精
一
杯
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
た
い
」
と
語
る
。

そ
れ
に
し
て
も
対
馬
市
は
と
て
つ
も
な
く
広
く
て

地
域
性
も
異
な
る
。
平
成
16
年
に
６
町
が
合
併
し
て

誕
生
、
そ
の
面
積
は
７
０
９
㎢
で
、
山
林
が
89
％
を

占
め
、
原
生
林
や
、
島
々
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
リ

ア
ス
式
海
岸
、
勇
壮
な
断
崖
絶
壁
等
が
あ
り
、
壱
岐

対
馬
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
国
の
天
然
記

念
物
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
を
は
じ
め
対
馬
固
有
の
生
物

や
大
陸
系
の
動
植
物
が
生
息
、
渡
り
鳥
の
一
大
中
継

地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
朝
鮮
半
島
に
最
も
近
い
地

理
的
条
件
か
ら
大
陸
と
の
貿
易
や
交
流
も
古
く
、
今

は
韓
国
釜
山
と
の
間
に
定
期
航
路
が
運
行
さ
れ
、
年

間
18
万
人
の
旅
行
者
が
訪
れ
て
い
る
。

山
里
伝
統
の
暮
ら
し
が
息
つ
く
内
山
地
区

翌
朝
、
市
民
協
働
・
自
然
共
生
課
の
小
島
繁
樹
主

任
の
案
内
で
、
細
貝
瑞
季
隊
員
が
懇
意
に
し
て
い
る

と
い
う
内
山
地
区
の
内
山
美
津
子
さ
ん
を
訪
ね
た
。

田
畑
も
多
く
林
業
も
盛
ん
な
豊
か
な
農
村
部
だ
が
、

今
は
１
０
０
人
ほ
ど
に
な
り
、
周
辺
が
山
林
で
あ
る

た
め
に
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
被
害
も
多
い
そ
う
で
、

内
山
さ
ん
の
家
の
軒
下
に
は
昨
日
ご
主
人
が
狩
猟
し

て
き
た
イ
ノ
シ
シ
が
処
理
さ
れ
て
ぶ
ら
下
げ
て
あ
っ

た
。
血
を
抜
い
て
肉
は
保
存
、
い
ず
れ
皮
も
な
め
し

て
活
用
す
る
の
だ
と
い
う
。

「
美
津
子
さ
ん
は
地
元
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
る

先
生
で
、
皆
の
お
母
さ
ん
み
た
い
な
存
在
で
す
」
と

細
貝
さ
ん
は
言
う
。
文
化
人
類
学
を
専
攻
し
、
対
馬

の
伝
統
的
な
知
恵
や
技
術
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行

っ
て
い
る
細
貝
さ
ん
に
と
っ
て
、
様
々
な
農
作
物
を

栽
培
し
て
自
給
自
足
的
生
活
を
貫
い
て
い
る
内
山
さ

ん
か
ら
学
ぶ
も
の
は
大
き
い
よ
う
だ
。
古
い
民
家
の

居
間
に
は
伝
統
的
な
手
製
人
形
や
武
芸
品
等
が
沢
山

並
ん
で
い
る
。
内
山
さ
ん
は
「
若
い
人
が
訪
ね
て
く

れ
る
と
、
自
分
も
前
向
き
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
に

な
り
ま
す
。
知
ら
な
い
間
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
暮

ら
し
を
見
直
す
機
会
に
も
な
る
の
で
大
歓
迎
で
す
」

と
語
る
。

家
の
前
に
は
自
家
製
の
農
作
物
や
加
工
品
、
保
存

食
品
を
保
管
す
る
物
置
や
倉
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

内
山
さ
ん
は
伝
統
保
存
食
品
「
せ
ん
だ
ん
ご
」
の
材

料
を
見
せ
て
く
れ
た
。「
せ
ん
だ
ん
ご
」
は
、
サ
ツ

マ
イ
モ
を
細
か
く
砕
き
、
発
酵
、
浸
積
、
乾
燥
等
を

繰
り
返
し
て
デ
ン
プ
ン
質
を
取
り
出
し
た
も
の
を
、

さ
ら
に
「
鼻
高
団
子
」
と
呼
ば
れ
る
形
に
丸
め
天
日

乾
燥
さ
せ
た
対
馬
独
自
の
保
存
食
で
あ
る
。「
千
の

手
間
が
か
か
る
の
で
『
セ
ン
』
と
呼
ば
れ
る
」
と
い

う
説
も
あ
る
。
小
麦
粉
に
な
い
独
特
の
食
感
が
あ
る
。

続
い
て
訪
ね
た
の
が
近
く
の
丘
の
上
に
あ
る
旧
内

山
小
学
校
分
校
。
こ
こ
は
伊
藤
麻
子
さ
ん
の
活
動
フ

ィ
ー
ル
ド
で
、
廃
校
を
地
域
住
民
や
子
ど
も
た
ち
の

交
流
の
場
に
し
た
い
と
草
木
染
教
室
等
を
開
い
て
き

た
。い
ま
完
成
間
近
な
作
品
が
、地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
農
業
を
し
て
い
る
内
山
副
武
さ
ん（
70
）の
指
導
で

製
作
し
て
き
た
五
右
衛
門
風
呂
。
石
の
目
が
読
め
る

と
い
う
副
武
さ
ん
は
、
周
り
に
あ
る
石
を
切
断
し
、

積
み
上
げ
て
風
呂
を
作
り
、
火
入
れ
を
す
る
段
階
に

至
る
ま
で
指
導
し
て
く
れ
た
。
佐
賀
県
の
大
手
工
務

店
で
働
い
て
き
た
大
工
の
達
人
で
、
野
外
活
動
用
の

窯
や
廃
校
の
水
回
り
、
排
水
施
設
も
手
作
り
し
て
く

れ
る
あ
り
が
た
い
存
在
だ
。

「
こ
の
学
校
は
昭
和
27

年
に
地
元
の
人
が
総
出
で

校
庭
や
校
舎
前
に
石
垣
を

築
い
た
ん
で
す
。
私
の
学

ん
だ
頃
は
在
校
生
が
85
名

は
い
た
。
校
舎
も
手
入
れ

す
れ
ば
十
分
使
え
る
の
で
、

何
と
か
残
し
て
活
用
し
た

い
」
と
副
武
さ
ん
。
伊
藤

さ
ん
は
「
こ
こ
に
は
可
能

性
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、

青
少
年
や
都
市
か
ら
来
る

人
の
体
験
宿
泊
施
設
に
し

た
い
、
私
も
結
婚
し
て
生

涯
住
み
た
い
場
所
で
す
」

◀廃校となった内山分校の校庭で。「住民
総出で石垣を積んだ」と語る内山副武さん
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と
語
っ
て
い
た
。

伊
藤
さ
ん
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
夢
物
語
で
終
わ

ら
せ
ず
、
校
舎
を
魅
力
あ
る
交
流
施
設
に
再
生
・
活

用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
元
住
民
の
熱
意
を
結
集

し
て
市
や
民
間
機
関
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
も
必

要
と
思
わ
れ
る
。
と
り
あ
え
ず
は
、
五
右
衛
門
風
呂

に
入
っ
て
満
天
の
星
を
眺
め
る
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

対
馬
の
商
工
業
を
発
展
す
る
た
め
に

対
馬
市
の
メ
イ
ン
繁
華
街
は
、
博
多
や
釜
山
を
往

来
す
る
船
の
玄
関
口
で
あ
る
厳
原
港
や
対
馬
市
役
所
、

対
馬
物
産
館
が
あ
る
厳
原
町
の
市
街
地
。
県
道
沿
い

に
は
公
共
施
設
や
商
業
施
設
、
山
沿
い
に
は
歴
史
の

あ
る
神
社
や
寺
が
建
ち
並
び
、
韓
国
か
ら
の
観
光
客

が
必
ず
参
拝
す
る
万
松
院
、
八
幡
宮
、
国
分
寺
等
も

あ
る
。
県
道
を
一
歩
入
る
と
国
道
３
８
２
号
線
沿
い

の
川
沿
い
に
木
々
が
茂
る
お
洒
落
な
遊
歩
道
が
あ
り
、

物
産
や
貴
金
属
を
扱
う
専
門
店
や
飲
食
店
、
ホ
テ
ル

等
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
し
か
し
利
用
客
が
多
い
と

は
言
え
ず
、
一
歩
路
地
に
入
る
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下

ろ
し
た
店
舗
が
目
に
つ
く
。
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
9
月
に
移
住
し
て
き
た
濱
口
義
典
さ
ん
に
と

っ
て
、
こ
の
繁
華
街
の
活
性
化
と
再
生
を
ど
う
提
案

し
て
い
く
か
が
重
要
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

「
ま
ち
が
整
備
に
力
を
入
れ
て
き
た
川
端
通
り
が
、

今
は
韓
国
か
ら
の
観
光
客
で
よ
う
や
く
維
持
し
て
い

る
。
し
か
し
、
彼
ら
旅
行
者
が
地
元
の
方
と
気
軽
に

交
流
で
き
る
よ
う
な
場
所
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
韓
国
か
ら
の
観
光
客
18
万
人
こ
そ
が
、
他
所
に

な
い
対
馬
の
魅
力
、
プ
ラ
ス
材
料
と
考
え
て
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
の
や
街
作
り
を
提
案
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
濱
口
さ
ん
は
言
う
。

川
端
通
り
を
入
っ
た
路
地
は
店
を
畳
ん
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
下
ろ
し
た
家
々
が
目
に
つ
く
。「
商
売
は
し

な
く
て
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
上
げ
て
、
こ
こ
に
は
暮
ら

し
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
た
い
。
私
ひ

と
り
の
力
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
日
散
歩
を
し

て
住
民
と
親
し
く
な
り
、
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の

方
策
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
若

者
や
旅
行
者
が
利
用
で
き
る
娯
楽
施
設
や
気
軽
に
入

れ
る
店
、
対
馬
な
ら
で
は
の
伝
統
品
や
農
産
物
を
売

る
店
舗
も
少
な
い
」
と
濱
口
さ
ん
。
県
道
沿
い
に
大

規
模
な
商
業
施
設
が
出
来
た
影
響
も
あ
り
そ
う
だ
が
、

「
全
体
と
し
て
お
も
て
な
し
の
心
が
足
り
な
い
の
で

は
」
と
指
摘
し
て
い
た
。

対
馬
の
食
材
に
関
す
る
調
査
や
取
材
、
情
報
発
信
、

商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
島
の
食
材
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
佐
藤
雄
二
隊
員
。
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
活
動
の
報
告
や
今
後
の
予
定
等
を
写
真
入
り

で
ま
と
め
て
プ
リ
ン
ト
し
て
き
た
。
そ
の
日
は（
一

社
）対
馬
観
光
物
産
協
会
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て

い
た
が
、
地
酒
や
せ
ん
だ
ん
ご
製
造
の
現
場
訪
問
や
、

郷
土
料
理
家
へ
の
聞
き
取
り
等
、
製
造
現
場
を
訪
ね

て
職
人
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
ろ
く
べ
え
や
赤
米
等
、
対
馬
独
自
の
食
文
化
に
関

心
が
あ
り
ま
す
。
商
品
開
発
の
ほ
か
に
、
販
路
拡
大

や
観
光
誘
客
増
加
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
い
う
。

な
お
、
島
の
森
林
再
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て

7
月
よ
り
協
働
隊
で
働
く

吉
冨
さ
ん
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
等
の
役

職
も
あ
り
、
会
議
の
席
で

は
神
奈
川
県
川
崎
市
や
藤

沢
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
人

気
の
店
舗
（
書
籍
や
食
品

を
扱
う
ブ
ー
ス
や
カ
フ
ェ

等
を
併
設
し
た
店
舗
）
を

▶厳原市街地、川端通りを歩いて語るタウンマ
ネージャーの濱口隊員。▼その日も韓国からの
ツアー客が来て市内の神社見学に出かける

◀観光物産協会に所属して、商品開
発や販売拡大等を研究する佐藤隊員
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紹
介
、
そ
の
日
も
東
京
へ
食
材
Ｐ
Ｒ
に
出
か
け
て
不

在
だ
っ
た
。
長
崎
県
の
地
域
力
向
上
支
援
事
業
で
対

馬
に
は
何
度
も
足
を
運
ん
で
お
り
、
森
林
の
育
成
や

活
用
へ
の
提
案
が
期
待
さ
れ
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
と
資
源
活
用
に
向
き
合
う

最
後
に
紹
介
し
た
い
協
働
隊
員
は
、
獣
医
師
の
資

格
を
持
ち
、
学
生
時
代
に
取
得
し
た
罠
の
狩
猟
免
許

に
加
え
、
対
馬
に
来
て
銃
の
免
許
も
取
得
し
た
谷
川

も
も
こ
さ
ん
。
野
生
動
物
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
学

生
時
代
は
丹
沢
や
対
馬
の
山
林
に
通
っ
て
調
査
や
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
ん
な
と
き
、

彼
女
の
や
り
た
い
仕
事
と
一
致
す
る
よ
う
な
対
馬
市

の
協
働
隊
募
集
（
有
害
鳥
獣
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
）
が
あ
り
、
応
募
を
決
意
。
今
期
、
着
任
2

年
目
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
効
果
的
な
捕
獲
方
法
や

肉
や
皮
の
資
源
活
用
化
に
む
け
た
実
践
活
動
を
続
け

て
い
る
。

島
で
は
鳥
獣
対
策
と
し
て
防
護
柵
を
耕
作
地
に
設

置
、
そ
の
面
積
は
約
９
０
０
㎞
に
及
ぶ
。
猟
友
会
が

年
間
１
万
頭
の
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
捕
獲
し
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
農
作
物
の
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
と

い
う
。
猟
友
会
の
活
動
と
捕
獲
方
法
を
学
ぶ
た
め
、

谷
川
さ
ん
は
狩
猟
免
許
を

取
得
、
猟
銃
も
所
持
し
て
、

猟
友
会
員
た
ち
と
山
に
も

入
っ
た
。
自
ら
現
場
を
よ

く
把
握
し
て
具
体
的
な
対

応
策
を
講
じ
る
と
い
う
行

動
派
で
あ
る
。

農
林
水
産
部
で
谷
川
さ

ん
が
試
作
品
と
し
て
制
作

し
た
皮
革
製
品
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
。「
イ
ノ
シ
シ
の
皮
は
厚
く
て
丈
夫
な
の
で

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
な
ど
に
適
し
て
お
り
、
シ
カ
皮
は
柔

軟
で
肌
触
り
が
よ
く
加
工
し
や
す
い
。
地
域
の
問
題

を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
し
て
、
学
校
の
生
徒
た
ち
が
ペ

ン
ケ
ー
ス
や
財
布
等
を
作
る
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
資
源
に
な
る
こ

と
で
多
く
の
市
民
が
有
害
鳥
獣
対
策
に
関
わ
っ
て
く

れ
た
ら
」
と
谷
川
さ
ん
は
言
う
。

午
後
か
ら
鳥
獣
肉
を
食
用
に
活
用
す
る
た
め
の
解

体
処
理
加
工
施
設
を
特
別
に
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

加
志
地
区
は
昔
か
ら
畜
産
が
盛
ん
で
、
か
つ
て
は
シ

カ
を
飼
育
し
て
角
を
漢
方
と
し
て
販
売
す
る
た
め
の

施
設
が
あ
っ
た
が
、
平
成
7
年
か
ら
平
成
10
年
の
3

年
で
廃
業
と
な
っ
た
。
そ
の
施
設
を
今
年
の
秋
に
市

が
改
装
し
、
肉
の
運
搬
に
必
要
な
冷
凍
・
冷
蔵
車
も

購
入
し
た
。
谷
川
さ
ん
は
来
島
以
来
、
鳥
獣
肉
の
加

工
を
研
究
し
、
日
本
各
地
へ
視
察
に
出
か
け
、
今
年

よ
う
や
く
商
品
と
な
る
も
の
が
で
き
そ
う
な
と
こ
ろ

ま
で
き
た
。

そ
の
商
品
の
ひ
と
つ
が
生
ソ
ー
セ
ー
ジ
だ
。
イ
ノ

シ
シ
や
シ
カ
肉
を
ミ
ン
チ
状
と
し
、
脂
身
を
加
え
て

入
念
に
練
り
あ
げ
、
そ
れ
を
機
器
を
使
っ
て
腸
詰
め

に
し
て
い
く
。
た
ち
ま
ち
見
事
な
生
ウ
イ
ン
ナ
ー
ソ

●�対馬市総合政策部市民協働・自然共生課�☎0920-53-6111

ー
セ
ー
ジ
が
出
来
上
が
っ
た
。
マ
ス
ク
越
し
に
三
人

は
微
笑
み
、
形
よ
く
で
き
た
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
手
に
取

っ
て
完
成
を
確
か
め
合
っ
た
。
マ
ス
ク
を
外
し
た
谷

川
さ
ん
も
「
こ
れ
を
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
届

け
ま
す
」
と
嬉
し
そ
う
だ
。

見
学
に
来
た
農
林
水
産

部
の
梅
野
加
寿
人
さ
ん
は

「
さ
す
が
努
力
を
惜
し
ま

な
い
谷
川
さ
ん
。
頼
も
し

い
助
っ
人
で
す
」
と
言
っ

て
い
た
。文

／
浅
井
登
美
子

　

写
真
／
小
林
恵

▼ウインナーソーセージを製造する谷川隊員（左）と仲間の女性たち

◀シカ肉等の加工を支援す
る農林水産部の梅野さん。後
ろが改装した加工所の建物

▲有害鳥獣対策用に、イノシシやシカ皮を
使ってレザークラフトの開発に取り組む谷
川隊員と試作品
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海
士
町
に
あ
る
島
根
県
立
隠

岐
島
前
高
校
が
い
ま
全
国
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
数

の
減
少
で
廃
校
の
危
機
に
あ

っ
た
が
、「
島
留
学
」
が
次
第
に

人
気
を
呼
び
、
平
成
20
年
に
86

名
だ
っ
た
生
徒
数
は
26
年
に

は
１
５
６
名
に
な
っ
た
。
そ
の

４
割
強
が
関
東
や
関
西
な
ど

各
地
か
ら
留
学
し
て
き
た
生

徒
た
ち
。
学
力
の
向
上
で
、
卒

業
生
39
名
中
13
名
が
国
公
立

大
学
に
合
格
、
早
慶
な
ど
の
難

関
私
学
大
学
へ
も
進
学
し
て

い
る
（
平
成
25
年
度
）。
海
や

自
然
と
親
し
み
、
地
域
活
性
化

の
一
翼
を
担
い
な
が
ら
、
充
実

し
た
学
習
生
活
を
送
っ
て
い

る
生
徒
た
ち
を
取
材
し
た
。

高
校
は
隠
岐
の
若
者

教
育
の
シ
ン
ボ
ル

松
江
市
七
類
港
か
ら
３
時

間
半
、
フ
ェ
リ
ー
は
ほ
ぼ
満

員
の
乗
客
を
乗
せ
て
海
士
町

菱
浦
港
へ
午
後
1
時
近
く
に

到
着
し
た
。
あ
い
に
く
の
風

雨
で
海
上
は
荒
れ
た
が
、
知
夫
島
を
西
側
に
、
海
士

町
東
部
先
端
の
木
路
ケ
埼
灯
台
を
東
側
に
見
な
が
ら

湾
に
入
る
頃
に
は
、
海
は
穏
や
か
に
な
り
雨
も
上
が

っ
た
。
フ
ェ
リ
ー
が
菱
浦
港
に
近
付
く
に
つ
れ
て
、

丘
の
上
に
大
き
な
建
物
群
が
見
え
て
き
た
。
島
根
県

立
隠
岐
島
前
高
校
の
校
舎
、
体
育
館
、
寮
等
で
あ
る
。

港
か
ら
徒
歩
10
分
程
度
と
い
う
便
利
な
高
台
に
あ
り
、

そ
の
堂
々
た
る
存
在
感
は
、
隠
岐
の
島
3
町
村（
海

士
町
、
西
ノ
島
町
、
知
夫
村
）が
、
こ
こ
に
若
者
た
ち

の
教
育
の
拠
点
を
開
設
し
運
営
し
て
き
た
と
い
う
強

い
意
志
と
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
。

菱
浦
港
は
近
代
的
に
整
備
さ
れ
、
海
士
町
の
窓
口

や
観
光
協
会
が
あ
る
。
港
前
の
主
要
な
建
物
は
環
境

を
配
慮
し
て
落
ち
着
い
た
建
造
物
に
統
一
さ
れ
、
集

落
の
家
々
も
手
入
れ
が
行
き
届
き
、
漁
港
の
イ
メ
ー

ジ
は
な
い
。
月
曜
日
ら
し
く
、
港
広
場
は
海
士
町
へ

仕
事
に
き
た
人
々
で
賑
わ
い
、
昨
日
は
県
内
高
校
の

体
育
行
事
に
参
加
し
て
き
た
と
い
う
女
子
高
校
生
ら

が
、
足
早
に
学
校
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
。

港
前
の
路
地
か
ら
木
々
が
鬱
蒼
と
茂
る
道
を
上
っ

て
い
く
と
丘
の
上
に
島
前

高
校
の
3
階
建
て
校
舎
が

現
れ
た
。
手
前
に
レ
ス
リ

ン
グ
部
専
用
の
体
育
館
が

あ
り
、
そ
の
先
に
は
広
大

な
校
庭
と
瀟
洒
な
寮
が
あ

る
。
事
務
室
側
の
玄
関
に

自
然
と
地
域
の
中
で
輝
い
て
学
ぶ

[

島
留
学] 

島
根
県
立
隠お

き岐
島ど

う
ぜ
ん前
高
校

島
根
県
海あ

ま士
町ち
ょ
う

▲菱浦港の山の上に建つ島前高校の校舎や体育館

▶夕方には町は高校生でにぎわう。
　学習センターの先生と語る生徒たち

▲昼休みの2年生の教室

◀常松校長先生

教育文化の
発信
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入
る
と
、
昼
休
み
が
終
わ
っ
て
午
後
の
授
業
が
始
ま

る
前
の
よ
う
で
、
生
徒
や
先
生
が
あ
わ
た
だ
し
く
廊

下
を
行
き
交
っ
て
い
る
。

ま
ず
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
我
々
を
見
る
と
生
徒
が

「
こ
ん
に
ち
は
」と
元
気
に
挨
拶
を
し
て
い
く
こ
と
。
職

員
室
を
出
入
り
す
る
先
生
方
も
て
い
ね
い
に
挨
拶
を

し
て
通
り
過
ぎ
て
い
く
。
み
な
若
い
。
間
も
な
く
事

務
局
の
男
性
が
来
て
、
校
長
室
へ
案
内
し
て
く
れ
た
。

「
今
年
4
月
に
大
社
高
校
か
ら
赴
任
し
て
き
ま
し

た
」
と
言
っ
て
常
松
徹
校
長
は
、
学
校
案
内
と
概
要

を
記
し
た
資
料
を
手
渡
し
て
く
れ
た
。

常
松
校
長
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
15
年
度
ま
で
の

三
年
間
島
前
高
校
で
日
本
史
の
教
師
と
し
て
教
鞭
を

と
っ
て
い
た
そ
う
で
、
当
時
は
ま
だ
１
８
０
名
を
超

え
る
生
徒
が
い
た
が
、
そ
の
後
年
々
島
の
少
子
過
疎

化
で
生
徒
数
も
減
少
し
、
平
成
20
年
に
は
89
名
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

隠
岐
島
前
高
校
は
昭
和
30
年
に
島
根
県
立
隠
岐
高

校
島
前
分
校
（
定
時
制
）
と
し
て
開
校
し
た
が
、
33

年
に
全
国
初
の
全
日
制
分
校
に
改
組
、
さ
ら
に
昭
和

40
年
に
普
通
科
各
学
年
2
ク
ラ
ス
を
有
す
る
隠
岐
島

前
高
校
に
な
っ
た
。
平
成
に
入
る
と
寄
宿
舎
の
新
築

移
転
、
格
技
（
レ
ス
リ
ン
グ
）
場
や
屋
内
運
動
場
を

竣
工
す
る
等
、
設
備
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
き
た

が
、
平
成
20
年
に
は
生
徒
数
の
減
少
で
各
学
年
と
も

1
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
廃
校
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
危
機
感
か
ら
、
島
前
高
校
を
何
と
か
し
よ
う

と
、
22
年
に
始
ま
っ
た
の
が
「
島
前
高
校
魅
力
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
っ
た
。
地
球
的
視
野
を
持
ち
な
が

ら
足
元
か
ら
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
作
る
グ
ロ
ー

カ
ル
人
材
の
育
成
、
生
徒
が
地
域
課
題
等
に
取
り
組

む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
た

公
立
塾
「
隠
岐
國
学
習
セ
ン
タ
ー
」
の
創
設
、
全
国

か
ら
多
彩
な
生
徒
を
受
け
入
れ
学
校
に
異
文
化
や
多

様
性
を
取
り
入
れ
る
「
島
留
学
」
な
ど
の
施
策
を
3

町
村
、
学
校
、
地
域
住
民
、
各
種
団
体
が
一
丸
と
な

っ
て
総
力
を
あ
げ
て
開
始
し
た
。

そ
の
成
果
は
直
ち
に
反
映
さ
れ
、
24
年
に
は
島
留

学
し
て
く
る
生
徒
が
21
名
加
わ
り
、
1
年
生
は
2
ク

ラ
ス
に
な
り
、
26
年
に
は
全
学
年
2
ク
ラ
ス
化
が
実

現
し
た
。

な
ぜ
隠
岐
島
前
高
校
が
魅
力
あ
る
の
か
、
都
市
か

ら
わ
ざ
わ
ざ
留
学
し
て
く
る
の
か
。［
ど
き
ど
き
　

き
ら
き
ら
　
島
留
学
］
と
い
う
学
校
紹
介
書
の
巻
頭

に
書
か
れ
た
一
文
。

「
隠
岐
島
前
に
は
都
市
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
自
然
が
、

６
０
０
０
人
の
島
民
の
人
情
と
心
温
か
い
支
え
が
、

画
期
的
な
地
域
お
こ
し
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
み
ん

な
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す
。
海
と
山
を
楽
し
み
、

地
域
で
学
び
、
汗
を
流
し
、
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
の
も

と
で
、
大
学
進
学
の
た
め
の
勉
強
に
も
励
み
ま
す
。

自
立
し
た
高
校
生
活
を
あ
な
た
に
。『
島
留
学
』
に

よ
う
こ
そ
！
」

常
松
校
長
は
、「
今
年
5
月
現
在
、
全
校
生
徒
は

１
５
６
名
。
71
名
が
島
外
か
ら
、
59
名
が
県
外
か
ら

の
留
学
生
で
す
。
県
外
で
は
東
京
、
大
阪
、
兵
庫
等

の
大
都
市
か
ら
来
た
生
徒
が
多
く
、
遠
く
は
北
が
岩

手
県
、
南
は
大
分
県
か
ら
も
留
学
し
て
き
て
い
ま
す
。

皆
、
意
欲
を
持
ち
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
来
て
い
る
。

自
分
の
し
た
い
こ
と
を
探
す
た
め
に
来
た
と
い
う
子

も
い
ま
す
。
島
留
学
を
し
て
き
た
生
徒
は
特
に
島
の

自
然
や
暮
ら
し
に
関
心
を
持
つ
よ
う
で
す
」
と
語
る
。

「
私
は
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
と
言
っ
て
い
ま
す
。

島
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や
財
政
難
と
い
っ
た

課
題
を
持
つ
社
会
の
縮
図
で
す
。
島
で
そ
の
課
題
解

決
型
の
学
習
を
し
て
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
持
続
発
展

を
推
進
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
学
ぶ
こ
と
で

す
。
若
者
た
ち
が
世
界
的
視
野
を
持
つ
こ
と
、
夢
を

持
つ
こ
と
。
そ
の
た
め
の
独
自
科
目
や
企
業
や
大
学

等
と
の
交
流
等
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

今
年
か
ら
修
学
旅
行
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
出
か
け
、

そ
の
プ
レ
ゼ
ン
を
生
徒
は
英
語
で
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
」

マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
全
国
か
ら
の
見

学
希
望
が
増
え
、
そ
の
対
応
に
多
忙
な
の
が
若
林
牧

彦
教
頭
先
生
。
そ
の
日
も
島
外
か
ら
留
学
を
希
望
し

て
見
学
に
来
た
親
子
3
人
に
校
内
を
案
内
し
て
い
た
。

壁
に
25
年
度
卒
業
生
の
大
学
進
学
状
況
が
張
り
出
し

て
あ
る
。
島
根
大
学
、
広
島
大
学
、
金
沢
大
学
等
の

国
公
立
大
学
へ
の
合
格
者
は
13
名
、
ほ
か
に
慶
応
義

塾
、
早
稲
田
、
法
政
大
等
の
有
名
私
立
大
学
へ
の
合

格
者
が
10
数
名
。「
卒
業
生
39
名
中
こ
れ
だ
け
大
学

◀部員手創りの
「ヒトツナギ部」
のポスター

▲▶数々の実績を持つレスリング部と格技体育館
昼休みに体育館に集合してもらい記念撮影した
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進
学
を
達
成
し
て
い
る
、
凄
い
こ
と
で
す
。
進
学
後

も
海
外
経
験
を
す
る
、
被
災
地
や
僻
地
へ
行
っ
て
活

動
す
る
な
ど
、
各
地
で
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

当
校
は
い
わ
ゆ
る
受
験
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
生
徒

が
自
主
的
に
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
習
慣
づ
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
」と
若
松
先
生
は
両
親
に
説
明
す
る
。

島
前
高
校
へ
の
問
い
合
わ
せ
や
入
学
希
望
者
が
増

え
て
い
る
が
、
島
留
学
は
入
学
定
員
の
3
割
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
最
近
は
親
子
で
移
住
し
て

く
る
教
育
移
住
も
あ
り
、
偏
差
値
が
か
な
り
高
く
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

教
職
員
数
は
29
名
、
事
務
職
員
が
3
名
、
芸
術
科

非
常
職
員
が
3
名
で
、
首
都
圏
か
ら
希
望
し
て
赴
任

し
て
き
た
先
生
も
い
る
。
そ
の
他
に
県
派
遣
の
社
会

教
育
主
事
と
5
名
の
魅
力
化
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
も
。

部
活
動
も
一
生
懸
命

翌
々
日
か
ら
期
末
試
験
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
昼
休
み
に
お
願
い
し
て
レ
ス
リ
ン
グ
部
の

生
徒
た
ち
に
格
技
体
育
館
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
。

同
校
の
レ
ス
リ
ン
グ
部
は
県
総
体
で
常
に
優
勝
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
毎
年
連
続
出
場
す
る
強
豪
。
レ
ス

リ
ン
グ
は
隠
岐
の
島
の
子
供
た
ち
が
昔
か
ら
親
し
ん

で
き
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
島
前
高
校
が
誇
る
ク
ラ
ブ
活

動
の
一
つ
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
6
年
に
専
用

道
場
を
開
設
し
た
。
体
操
機
器
も
整
っ
て
お
り
、
夜

間
に
来
て
利
用
す
る
一
般
人
も
い
る
。

高
校
生
は
入
学
し
て
き
て
か
ら
始
め
る
生
徒
が
大

半
だ
と
い
う
が
、
男
女
共
毎
日
厳
し
い
練
習
を
重
ね

て
、
全
国
大
会
出
場
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
他
に
も

各
ス
ポ
ー
ツ
部
が
あ
り
、
軟
式
野
球
同
好
会
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
が
県
大
会
等
で
活
躍
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ク
ラ
ブ
に「
ヒ
ト
ツ
ナ
ギ
部
」

と
い
う
部
が
あ
る
。
島
の
中
高
校
生
と
島
外
の
中
高

校
生
が
10
人
ず
つ
参
加
し
て
4
泊
5
日
で
島
前
3
島

の
各
地
を
見
学
し
た
り
島
の
生
活
を
体
験
す
る
も
の

で
、
5
年
前
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。「
人
の
優
し
さ
や

繋
が
り
の
大
切
さ
を
提
案
し
た
い
」
と
企
画
し
た
女

子
生
徒
は
島
外
か
ら
の
留
学
生
。
第
一
回
観
光
甲
子

園
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。
以
来
部
活
動
と
し

て
継
続
的
に
実
施
し
、
そ
れ
が
縁
で
島
前
高
校
に
入

学
し
て
き
た
と
い
う
生
徒
も
い
る
。

隠
岐
は
移
住
者
受
け
入
れ
の
先
進
地

島
留
学
が
短
期
間
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
そ
の
背

景
に
は
、
隠
岐
島
に
は
移
住
者
受
け
入
れ
を
10
数
年

前
か
ら
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
先
進
地
と
し
て
の
実

績
が
あ
る
。
漁
業
を
担
う
若
者
た
ち
を
島
外
か
ら
受

け
入
れ
て
、
島
で
豊
か
に
生
活
し
て
も
ら
お
う
と
体

験
移
住
を
呼
び
か
け
た
。
島
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
公
営

住
宅
や
改
装
し
た
空
き
家
等
に
住
み
、
月
給
制
で
漁

業
や
農
商
工
関
係
に
従
事
す
る
と
い
う
若
い
家
族
、

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
島
で
楽
し
み
た
い
と
い
う
定
年

世
帯
等
が
増
え
て
き
た
。

住
民
た
ち
の
島
外
の
人
を
歓
迎
す
る
風
土
と
行
政

の
き
め
細
か
い
対
応
。
そ
の
結
果
、
島
へ
Ｉ
タ
ー
ン

し
た
人
た
ち
に
よ
る
新
事
業
や
新
企
画
の
提
案
が
、

地
域
発
展
の
起
爆
剤
に
な
っ
て
い
る
。

島
前
高
校
の
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ

で
は
岩
本
悠
さ
ん
の
存
在
が
大
き
い
。
ソ
ニ
ー
で
人

材
育
成
を
し
て
い
た
岩
本
悠
さ
ん（
35
）は
7
年
前
に

東
京
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
、「
こ
れ
ま
で
志
こ
こ
ろ
ざ
し

を
果
た
す
場
所

は
常
に
都
会
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
若
者
が
地
方

の
課
題
に
挑
戦
す
る
時
代
だ
」
と
若
者
教
育
の
大
切

さ
を
語
り
、
島
前
高
校
の
Ｐ
Ｒ
を
手
が
け
て
い
る
。

海
士
町
で
企
画
会
社
「
巡
り
の
輪
」
を
起
業
し
た

阿
部
裕
志
さ
ん（
36
）は
町
の
農
漁
業

者
ら
を
講
師
に
大
手
企
業
の
社
員
ら

を
島
に
呼
ん
で
研
修
会
を
開
き
、
地

場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
手
が
け
た
。

種
苗
生
産
か
ら
養
殖
、
販
売
ま
で
を

一
元
管
理
す
る
漁
業
の
取
り
組
み
等

で
、
こ
の
10
年
で
４
０
０
人
を
超
す

若
者
た
ち
が
移
住
、
現
在
人
口

２
３
５
３
人
、
１
１
６
３
世
帯
が
暮

ら
す
町
に
な
っ
て
い
る
。

島
前
高
校
に
関
し
て
町
で
は
、
学

習
セ
ン
タ
ー
の
教
科
指
導
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
、
入
寮

生
の
寮
費
助
成
、
生
徒
が
里
帰
り
す
る
費
用
の
半
額

（
上
限
3
万
円
）を
町
が
負
担
す
る
等
を
行
っ
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
給
与
を
カ
ッ
ト
し
、
国
県
等
か
ら

の
助
成
制
度
を
最
大
限
活
用
し
て
い
る
凄
腕
リ
ー
ダ

ー
が
海
士
町
山
内
道
雄
町
長
。
島
前
高
校
関
連
の
事

業
費
に
も
過
疎
対
策
事
業
債
を
充
当
す
る
等
の
工
夫

を
し
て
い
る
。

夜
は
ほ
ぼ
全
員
の
生
徒
が
街
の「
寺
小
屋
」へ

夕
方
島
留
学
す
る
生
徒
が
住
む
鏡
浦
寮
へ
伺
っ
た
。

校
庭
の
先
、
校
舎
ま
で
徒
歩
3
分
の
安
全
安
心
な
場

所
に
あ
る
木
造
2
階
建
て
の
施
設
で
、
現
在
64
名
が

▶夕食を終えると街の学習
センターへ出かける

寮の本日のメニューはカレーとメンチカツ等
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在
寮
。
寮
生
は
最
大
4
人
一
部
屋
で
集
団
生
活
を
送

っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
玄
関
を
入
る
と
廊
下
脇

に
自
習
室
が
10
数
室
あ
り
、
主
と
し
て
3
年
生
が
受

験
勉
強
に
使
っ
て
い
る
ら
し
い
。
寮
の
手
前
に
は
間

も
な
く
オ
ー
プ
ン
予
定
の
交
流
セ
ン
タ
ー
が
最
後
の

仕
上
げ
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
訪
ね
て
き
た
保
護
者

や
学
校
関
係
者
が
宿
泊
・
交
流
す
る
施
設
だ
と
い
う
。

厨
房
で
は
3
人
の
炊
事
員
が
夕
食
の
調
理
を
終
え

て
後
片
付
け
に
追
わ
れ
て
い
た
。
広
い
食
堂
の
テ
ー

ブ
ル
に
は
特
大
鍋
に
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
カ
レ
ー
が
置

か
れ
、
隣
に
は
大
量
の
メ
ン
チ
カ
ツ
や
野
菜
サ
ラ
ダ

が
並
ぶ
。
食
器
や
茶
を
い
れ
た
ヤ
カ
ン
等
を
点
検
し

な
が
ら
、「
本
当
は
出
来
た
て
の
熱
々
を
食
べ
て
も
ら

い
た
い
の
で
す
が
、
生
徒
の
食
事
時
間
は
ま
ち
ま
ち
。

早
い
子
は
5
時
、
遅
い
子
は
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
帰

っ
て
10
時
頃
食
事
し
て
い
ま
す
」
と
炊
事
員
の
女
性

が
語
る
。

厨
房
で
は
朝
食
に
加
え
て
、
昼
食
用
の
弁
当
も
70

食
分
を
用
意
す
る
そ
う
で
、
お
弁
当
は
学
校
か
ら
先

生
が
取
り
に
来
る
と
い
う
。
さ
ら
に
土
日
は
、
以
前

は
生
徒
が
厨
房
に
入
っ
て
調
理
し
て
い
た
が
、
食
中

毒
等
が
発
生
し
て
は
心
配
だ
と
、
炊
事
員
が
平
日
通

り
3
食
分
を
用
意
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

厨
房
で
働
く
女
性
た
ち
の
大
変
さ
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
生
徒
た
ち

は
「
寮
の
食
事
は
メ
ニ
ュ
ー
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
美

味
し
い
」
と
い
い
な
が
ら
、
元
気
で
お
代
わ
り
し
て

食
べ
て
い
た
。

話
が
弾
む
一
年
生
女
子
の
グ
ル
ー
プ
。
一
人
は
東

京
都
青
ヶ
島
か
ら
、
も
う
一
人
は
宇
都
宮
市
か
ら
来

た
と
言
い
「
毎
日
が
楽
し
い
」「
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
は
全

然
な
い
」
と
言
う
。
別
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
三
年
生
の

男
子
た
ち
が
食
事
中
。
群
馬
県
草
津
市
か
ら
留
学
し

て
き
た
と
い
う
生
徒
は
「
ヒ
ト
ツ
ナ
ギ
に
参
加
し
て

隠
岐
が
気
に
入
り
留
学
し
た
」
と
言
っ
て
い
た
。
一

年
生
か
ら
島
留
学
し
て
き
た
彼
ら
は
大
学
受
験
を
控

え
て
勉
強
中
で
、「
期
末
試
験
も
あ
る
の
で
、
今
日
は

学
習
セ
ン
タ
ー
へ
は
行
か
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。

夕
食
が
終
わ
る
と
女
子
生
徒
た
ち
は
三
々
五
々
に

街
へ
降
り
て
い
っ
た
。
3
カ
所
あ
る
寺
小
屋
「
隠
岐

國
学
習
セ
ン
タ
ー
」
へ
向
か
う
。
街
中
で
は
地
域
の

お
年
寄
り
と
生
徒
た
ち
が
、
孫
と
祖
父
母
の
よ
う
に

楽
し
そ
う
に
語
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
島
に
学
習
塾
が
な
い
こ
と
か

ら
、
学
校
と
連
携
し
て
補
習
授
業
を
し
た
り
、
生
徒

が
自
立
学
習
す
る
公
営
塾
と
し
て
町
が
平
成
22
年
に

開
設
し
た
。
約
１
１
０
名
が
登
録
し
て
お
り
、
指
導

員
は
10
名
ほ
ど
い
る
。
一
年
生
は
地
区
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
る
が
、
二
、三
年
生
は
一
般

の
民
家
を
借
り
て
い
る
。
二
年
生
の
学
ぶ
民
家
を
訪

ね
る
と
、
二
部
屋
に
テ
ー
ブ
ル
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並

べ
ら
れ
、
6
時
前
な
の
に
席
は
い
っ
ぱ
い
で
、
ノ
ー

ト
を
開
い
て
い
る
生
徒
、
パ
ソ
コ
ン
を
や
っ
て
い
る

生
徒
と
さ
ま
ざ
ま
。
二
人
の
若
い
指
導
員
が
忙
し
そ

う
に
飛
び
回
っ
て
い
た
。
三
年
生
が
学
ぶ
教
室
も
民

家
を
活
用
、
襖
を
外
し
た
広
い
和
室
に
は
ク
ロ
ス
を

張
っ
て
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
て
い
る
。
的
場
陽
子
指

導
員
が
部
屋
を
温
め
て
準
備
し
て
い
た
。
指
導
員
に

な
っ
た
経
由
を
聞
く
と
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
高
校
生
を
対

象
に
し
た
教
材
作
り
を
し
て
い
た
が
、
現
場
で
生
徒

た
ち
に
直
に
触
れ
た
い
と
2
年
前
に
兵
庫
か
ら
Ｉ
タ

ー
ン
し
て
き
た
と
い
う
。
島
根
県
が
募
集
し
た
「
島

根
暮
ら
し
」
の
職
員
で
も
あ
る
。
生
徒
た
ち
の
印
象

は
、「
み
ん
な
素
直
で
、
よ
く
勉
強
し
、
何
か
し
た
い

と
意
欲
的
な
生
徒
が
多
い
で
す
ね
。
す
で
に
大
学
へ

推
薦
入
学
が
決
ま
っ
た
子
も
多
く
、
就
職
で
も
企
業

か
ら
沢
山
声
が
か
か
っ
て

い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
。

午
後
10
時
、
学
習
セ
ン

タ
ー
の
終
了
時
間
で
あ
る
。

生
徒
た
ち
は
仲
間
や
指
導

員
ら
と
別
れ
を
惜
し
む
よ

う
に
教
室
か
ら
出
て
き
た
。

船
に
乗
っ
て
西
ノ
島
へ
帰

る
た
め
に
港
へ
駆
け
出
し

て
い
く
生
徒
た
ち
も
い
る
。
夜
も
更
け
て
冷
え
て
き

た
が
、
寮
生
た
ち
は
元
気
に
お
喋
り
し
な
が
ら
丘
を

登
っ
て
い
っ
た
。
家
々
の
灯
は
消
え
た
が
、
港
や
路

地
の
ラ
イ
ト
は
灯
っ
て
帰
路
を
急
ぐ
生
徒
た
ち
を
見

送
っ
て
い
る
。
波
に
揺
ら
め
く
灯
は
美
し
く
涙
ぐ
む

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
た
。

文
／
浅
井
登
美
子

　写
真
／
小
林
恵

●�島根県立隠岐島前高校
　☎08514-2-0731
●�隠岐國学習センター
　☎08514-2-0310

▲3年生用に借りた民家の一階▼夕方から満員、2年生の学習センター▼午後10時、塾を終えて帰路へ急ぐ生徒たち
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〝
図
書
館
の
な
い
島
”と
い
う
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
逆
に
生
か
し
て
島
の

保
育
園
か
ら
高
校
、
地
区
公
民
館
・

港
等
の
人
の
集
ま
る
場
所
12
カ
所
に

図
書
分
館
を
設
け
て
、
島
全
体
を
一
つ
の
図
書
館
と
し

て
文
化
教
育
の
振
興
に
当
た
っ
て
き
た
海
士
町
。
平
成

22
年
10
月
に
は
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
学
校

図
書
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
海
士
町
中
央
図
書
館
が

開
館
。
人
が
い
る
場
所
に
は
本
が
あ
る
「
島
ま
る
ご
と

図
書
館
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
持
続
し
て
お
り
、
本
好
き

に
は
た
ま
ら
な
い
町
で
あ
る
。

海
士
町
の
「
島
ま
る
ご
と
図
書
館
構
想
」
は
平
成

19
年
に
始
ま
り
、
町
内
の
保
育
園
、
小
中
学
校
、
高

校
へ
ミ
ニ
図
書
館
を
設
置
、
学
校
司
書
を
配
置
し
た
。

身
近
に
い
つ
も
沢
山
の
本
が
あ
る

こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
読
書
が
増

え
、
平
成
21
年
に
は
海
士
小
学
校

が
、
23
年
に
は
福
井
小
学
校
が
、

「
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践

校
」
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
。

子
ど
も
の
読
書
風
景
を
見
た
い

と
海
士
町
教
育
委
員
会
中
央
図
書

館
主
任
の
磯
谷
奈
緒
子
さ
ん
に
お

願
い
し
て
社
団
法
人
の
保
育
園
へ

お
邪
魔
し
た
。

美
し
い
自
然
公
園
の
中
に
建
つ

保
育
園
に
は
何
と
幼
児
か
ら
小
学

校
就
学
前
の
５
、６
歳
児
ま
で
80

名
が
在
園
し
て
い
て
、
島
に
な
ぜ

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
元
気
な
子

ど
も
た
ち
が
い
る
の
か
と
驚
か
さ
れ
た
。

各
教
室
に
は
年
齢
に
応
じ
た
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
特
に
上
級
生
た
ち
の
教
室
廊
下
に
は
絵
本
が
ぎ

っ
し
り
並
ぶ
。
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
た
様
子
で
、
昼

食
前
の
自
由
時
間
に
読
書
を
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
と
は
別
に
、
玄
関
前
に
も
中
央
図
書
館
か
ら
配
本

さ
れ
た
新
刊
の
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
さ
ら
に

子
供
を
迎
え
に
来
た
お
母
さ
ん
が
気
軽
に
子
供
と
読

む
本
や
主
婦
向
け
図
書
を
手
に
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
図
書
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
工
夫
が
随
所

に
感
じ
ら
れ
た
。

島
ま
る
ご
と
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

身
近
に
本
が
あ
り
、会
話
が
弾
む
町
に
　島
根
県
海あ

ま士
町ち
ょ
う

平
成
22
年
に
中
央
公
民
館
に
増
築
さ
れ
た
中
央
図

書
館
は
、
広
さ
２
０
０
㎡
に
蔵
書
2
万
５
０
０
０
冊

を
も
つ
本
格
的
な
図
書
館
で
、
3
名
の
専
任
職
員
、

2
名
の
非
常
勤
ら
が
勤
務
。
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
や
テ

ラ
ス
席
の
ほ
か
に
、
子
供
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
は
炬
燵

の
あ
る
読
書
室
も
あ
り
、
老
人
が
孫
と
絵
本
を
読
ん

で
い
た
。
読
書
の
ほ
か
に
、
交
流
、
寛
ぎ
の
場
に
も

な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
年
間
入
館
者
は
７
３
７
０
人

で
貸
出
し
冊
数
は
1
万
４
０
３
冊（
25
年
度
）。
平
成

15
年
に
比
べ
る
と
８
・
７
倍
だ
と
い
う
。「
た
だ
利
用

者
は
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
人
に
多
く
、地
元
住
民
の
方
に

も
っ
と
利
用
し
て
も
ら
う
の
が

課
題
で
す
」
と
磯
谷
さ
ん
。
入

口
に
は
若
者
が
読
ん
で
ほ
し
い

本
や
話
題
の
図
書
が
お
洒
落
に

何
気
な
く
置
か
れ
て
い
て
、
高

校
生
や
若
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が

感
じ
ら
れ
た
。

文
／
浅
井
登
美
子

　写
真
／
小
林
恵

絵本を夢中で読む保育園児たち

上/磯谷図書館主任（左）と常連の母子さん
下/木の香と田園の風が流れる中央図書館内部

▲玄関先にある新刊書を中心にした児童図書
コーナー

▲下駄箱の上にもお持ち帰り
自由な雑誌や本がある

●�海士町教育委員会中央図書館
　�☎08514-2-1221

教育文化の
発信
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産
官
学
連
携
推
進
事
業
と
し
て
、
県
内
お
よ
び
全
国
の

大
学
生
が
十
日
町
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
新
し
い
地
域
作
り
を

提
案
す
る
十
日
町
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
「
ト
オ

コ
ン
」
は
、
平
成
22
年
か
ら
始
ま
り
、
採
用
さ
れ
た
企

画
の
い
く
つ
か
が
市
内
の
企
業
で
商
品
化
さ
れ
て
き
た
。

第
5
回
を
迎
え
た
「
ト
オ
コ
ン
」
本
選
会
に
は
予
選
会

を
勝
ち
抜
い
て
き
た
6
校
に
地
元
の
高
校
1
校
が
ゲ
ス

ト
参
加
し
て
、
12
月
20
日
十
日
町
市
ク
ロ
ス
テ
ン
で
開

催
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
25
大
学
、１
１
８
チ
ー
ム
が
応
募

大
学
の
な
い
十
日
町
市
で
は
、
産
官
学
連
携
で
地

域
の
新
し
い
可
能
性
や
産
業
の
創
出
を
模
索
し
た
い

と
、
平
成
22
年
度
よ
り
大
学
生
を
対
象
に
し
た
「
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
は
じ
め
た
。「
よ
そ
者
」

で
「
若
者
」
で
あ
る
大
学
生
が
、
十
日
町
の
資
源
や

良
さ
、
魅
力
を
再
発
掘
し
、
そ
れ
を
生
か
し
て
新
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
造
と
経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
す
た
め
の

提
案
を
す
る
の
が
目
的
。
毎
年
7
月
に
募
集
テ
ー
マ

を
決
め
て
募
集
を
開
始
、
8
月
に
現
地
視
察
会
を
実

施
す
る
。
以
後
は
大
学
生
が
独
自
に
現
地
調
査
や
見

学
を
行
っ
て
、
企
画
と
商
品
制
作
を
手
掛
け
る
。

今
ま
で
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
選
、
事
業
化
し
た
も
の

に
は
、
十
菓
町
ス
イ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ（
新
潟
産
業

大
学
）、着
物
ド
レ
ス
の
リ
メ
イ
ク
販
売（
長
岡
大
学
）、

首
都
圏
大
学
情
報
拡
散
事
業（
早
稲
田
大
学
）、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
事
業（
東
京
家
政
大
学
他
）、
十

日
町
市
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
事
業（
東
京
農
工
大
学
）、

十
日
町
の
着
物
生
地
を
使
っ
た
ス
マ
ホ
カ
バ
ー
「
ス

和
ホ
」（
十
日
町
高
校
）
が
あ
る
。「
ト
オ
コ
ン
」
最

優
秀
賞
に
は
賞
金
７
万
円
を
送
り
、
ま
た
市
内
の
企

業
が
事
業
化
し
た
場
合
は
、
最
大
で
経
費
の
４
分
の

３
・
上
限
１
５
０
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

今
年
の
募
集
テ
ー
マ
は
「
わ
た
し
が
や
り
た
い
！

十
日
町
ビ
ジ
ネ
ス
」。
9
月
下
旬
に

募
集
を
締
め
切
り
、
10
月
中
旬
に
15

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
新
潟
と
東
京
で

予
選
会
を
開
催
、
予
選
会

を
ク
リ
ア
し
た
6
チ
ー
ム

が
12
月
20
日
十
日
町
市
ク

ロ
ス
テ
ン
で
の
本
選
会
に

望
ん
だ
。

商
品
を
試
作
し
て

望
む
チ
ー
ム
も

今
冬
は
全
国
的
に
寒
波

が
早
く
訪
れ
、
12
月
半
ば

な
の
に
十
日
町
に
も
２
ｍ

近
い
雪
が
降
っ
た
。
本
選

会
の
日
は
比
較
的
暖
か
く

小
雨
模
様
で
、
積
雪
も
１

ｍ
30
㎝
ほ
ど
に
な
り
、
会

場
ま
で
は
除
雪
も
行
き
届

き
、
ク
ロ
ス
テ
ン
ホ
ー
ル

の
あ
る
「
道
の
駅
」
は
買

い
物
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
会
場
の
2
階
に
は
、
中

央
に
舞
台
が
あ
り
、
そ
の
前
に
市
商
工
関
係
者
、
学

識
者
ら
７
名
の
審
査
委
員
、
そ
の
後
ろ
に
会
場
審
査

委
員
が
列
席
、
参
加
大
学
関
係
者
や
報
道
関
係
者
も

一
堂
に
会
し
て
、
午
後
1
時
に
開
会
し
た
。

同
会
の
主
催
者
で
審
査
委
員
長
の
関
口
芳
史
市
長

が
、
会
の
趣
旨
や
今
ま
で
の
成
果
を
述
べ
た
後
、
早

速
6
大
学
の
グ
ル
ー
プ
が
各
15
分
の
時
間
で
発
表
を

▲挨拶をする関口芳史市長

▲「トオコン」会場のクロステン。
▼審査員席の並ぶ会場

▶1階には十日町特産の織物
展示室と和菓子や蕎麦等の特
産品販売コーナーがある

学
生
の
提
案
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か
す

十
日
町
市
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト[

ト
オ
コ
ン]  

新
潟
県
十と
お
か日
町ま
ち

市し

教育文化の
発信
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意
な
の
で
、
今
後
の
課
題
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語

り
、
十
日
町
と
し
て
の
特
殊
性
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、
高
く
評
価
し
た
。

3
番
目
は
、
東
洋
大
学
と
法
政
大
学
に
学
ぶ
二
人

の
同
級
生
に
よ
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
．ｗ
ｅ
ｂ
」。
外
国

人
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
制
作
す
る
、
旅
行
者
の
仲
介
・
送
迎
、
外
国
人

向
け
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
カ
フ
ェ
の
設
置
、
海
外
の
訪

日
旅
行
社
と
の
提
携
等
5
つ
の
方
法
で
外
国
人
を
受

け
入
れ
よ
う
と
提
案
し
た
。「
旅
行
者
が
多
い
の
は

韓
国
、
中
国
、
台
湾
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
個
人
客
を
ど

う
呼
べ
る
か
」「
語
学
を
ど
う
す
る
か
」「
ビ
ジ
ネ
ス
に

結
び
つ
く
か
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

休
憩
を
い
れ
て
4
番
目
は
新
潟
産
業
大
学
経
済
学

部
金
ゼ
ミ
に
よ
る
「
十
日
町
を
聖
火
の
町
へ

｜
あ

い
あ
い
ハ
ン
カ
チ
付
き
縄
文
ク
ッ
キ
ー
」。
モ
ン
ゴ

ル
か
ら
留
学
す
る
男
子
学
生
１
名
も
参
加
し
た
グ
ル

ー
プ
で
、
十
日
町
か
ら
出
土
し
た
国
宝
火
焔
型
土
器

（
縄
文
土
器
）
を
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
台
の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
し
よ
う
と
い
う
動

き
に
賛
同
、
縄
文
ク
ッ
キ
ー
と
縄
文
土
器
ハ
ン
カ
チ

を
組
み
合
わ
せ
た
商
品
を
提
案
し
た
。
ク
ッ
キ
ー
は

豆
入
り
、
オ
ー
ツ
麦
入
り
等
を
㈱
ブ
ル
ボ
ン
の
協
力

を
得
て
制
作
し
た
。「
実
現
性
の
あ
る
商
品
な
の
で
、

市
内
の
企
業
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
好
評
だ
っ
た
。

5
番
目
は
法
政
大
学R

evaiz

と
い
う
男
性
2
名
の

「
赤
ち
ゃ
ん
服
×
着
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
市
内
の
神

社
と
提
携
し
て
着
物
生
地
を
使
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
服
に

成
長
を
祈
る
願
掛
け
を
し
て
販
売
す
る
と
い
う
、
十

日
町
の
着
物
生
地
を
ベ
ビ
ー
用
品
化
す
る
ア
イ
デ
ア
。

十
日
町
服
飾
専
門
学
校
の
協
力
を
得
て
、
着
物
生
地

で
ロ
ン
パ
ー
ス
を
制
作
し
て
き
た
。
ロ
ン
パ
ー
ス
と

▲千葉工業大学「TKG〜十日町ご飯〜」。
缶に入ったご飯とおかずが発熱パッチ
等であつあつになると説明する
▼東洋大と法政大の同級生が十日町に
外国人旅行者を呼ぶための提案をする

▲「米粉めんが被災・アレ
ルギー人を救う」を提案す
る長岡大学松本ゼミの学
生。米粉で作ったラーメン
も配られた

▲新潟産業大学金ゼミの「十日
町を聖火の町へ〜あいあいハ
ンカチ付き縄文クッキー」
◀美味しそうなクッキーを用
意してきた

行
っ
た
。

ト
ッ
プ
は
千
葉
工
業
大
学
遠
山
研
究
室
の
「
Ｔ
Ｋ

Ｇ
〜
十
日
町
ご
飯
〜
」。
ご
飯
と
お
か
ず
の
入
っ
た

缶
詰
を
発
熱
キ
ッ
ト
等
で
加
熱
し
て
温
か
い
ご
飯
が

食
べ
ら
れ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
。
夜
中
も
研
究
室
で

仕
事
す
る
理
工
学
部
の
学
生
に
こ
ん
な
缶
詰
の
自
動

販
売
機
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
開
発
し
た
と

い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
審
査
委
員
か
ら
「
非
常
食
は

ど
の
市
町
村
で
も
必
ず
持
た
ね
ば
な
ら
ず
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
必
ず
あ
る
。
そ
こ
に
十
日
町
色
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
」「
食
材
を
そ
の
ま
ま
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

出
来
上
が
っ
た
も
の
を
入
れ
る
方
が
よ
い
」
等
の
意

見
が
出
た
。

続
い
て
長
岡
大
学
松
本
ゼ
ミ
の
「
米
粉
め
ん
が
被

災
・
ア
レ
ル
ギ
ー
人
を
救
う
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
の
分
析
と
、
十
日
町
の
米

粉
１
０
０
％
を
使
っ
た
食
品
の
提
案
。
米
粉
は
パ
ン

や
饅
頭
、
う
ど
ん
等
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
ラ
ー
メ

ン
に
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
と
試
作
品
を
用
意
し
た
。

審
査
員
は
「
農
家
は
米
を
作
っ
て
も
売
る
方
は
不
得
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▲長岡造形大学チーム冬生まれの「十日町フォトタクシー
ビジネス」提案。イラストと図面で説明

▲十日町高校の「火焔型土器発信プロジェクト」の発表と制
作した火焔型饅頭（左）

神
社
の
願
掛
け
証
明
書
を
桐
箱
に
納
め
て
６
５
０
０

円
ほ
ど
で
販
売
し
た
い
そ
う
で
、
会
場
は
笑
い
に
あ

ふ
れ
た
。

ラ
ス
ト
は
長
岡
造
形
大
学
冬
生
ま
れ
と
い
う
女
子

大
生
5
人
の
提
案
す
る
「
十
日
町
フ
ォ
ト
タ
ク
シ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
」。
十
日
町
に
は
美
し
い
景
観
や
「
大
地

の
芸
術
祭
」
を
見
に
県
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
や
ア

マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
や
っ
て
く
る
。
田
舎
の
不

慣
れ
な
道
や
観
光
地
を
タ
ク
シ
ー
利
用
で
ま
わ
り
、

タ
ク
シ
ー
に
は
レ
ン
タ
ル
の
カ
メ
ラ
機
材
を
用
意
す

る
等
を
提
案
。
女
子
大
生
ら
の
計
画
で
は
一
回

1
万
８
０
０
０
円
と
か
な
り
高
額
な
タ
ク
シ
ー
代
が

算
出
さ
れ
た
が
、
観
光
客
が
何
人
か
で
利
用
し
た
り
、

予
約
制
で
宿
泊
施
設
等
と
提
携
す
る
等
の
工
夫
を
す

れ
ば
、
利
用
者
は
増
え
そ
う
だ
。

さ
ら
に
番
外
で
、
昨
年
着
物
生
地
で
ス
マ
ホ
カ
バ

ー
を
作
る
提
案
で
話
題
に
な
っ
た
十
日
町
高
校
。
今

年
は
2
年
1
組
が
「
火
焔
型
土
器
の
饅
頭
を
販
売
す

る
」
提
案
を
行
っ
た
。
同
高
校
で
は
「
ト
オ
コ
ン
」

へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

ト
オ
コ
ン
」

と
い
う
授
業
も
あ
る
。
今

回
は
火
焔
型
土
器
の
饅
頭

の
模
型
を
制
作
し
て
、
美

し
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
入
り
で

持
参
し
た
。「
若
い
人
が
ク

ッ
キ
ー
で
な
く
饅
頭
を
作

っ
た
の
が
嬉
し
い
」
と
審

査
員
の
一
人
が
語
っ
た
。

午
後
4
時
半
を
回
っ
て

26
年
度
の
ト
オ
コ
ン
発
表

会
は
終
了
。
別
席
で
審
査

委
員
が
審
議
し
た
結
果
、

最
優
秀
賞
に
法
政
大
学
の

「
赤
ち
ゃ
ん
服
」
と
長
岡

造
形
大
学
「
フ
ォ
ト
タ
ク

シ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
２
つ

の
提
案
が
選
ば
れ
た
。

総
評
で
関
口
市
長
は
、「
十
日
町
の
い
い
と
こ
ろ
や

我
々
が
気
付
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
皆
さ
ん
か
ら
知

る
機
会
と
な
っ
た
。
今
後
の
方
向
性
を
捉
え
た
プ
ラ

ン
は
で
き
る
だ
け
実
現
す
る
よ
う
に
我
々
も
応
援
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

な
お
、
今
回
で
５
回
目
を
数
え
る
「
ト
オ
コ
ン
」

事
業
は
今
年
度
で
一
区
切
り
と
し
、
来
年
度
以
降
は

若
者
ら
の
起
業
支
援
を
目
的
と
し
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
２

と
し
て
開
催
し
て
い
く
そ
う
で
あ
る
。

「
道
の
駅
」
は
十
日
町
市
の
特
産
品
を
展
示
販
売

す
る
お
洒
落
な
物
産
館
で
、
伝
統
を
誇
る
織
物
展
示

室
も
あ
る
。
閉
店
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
織

物
は
見
学
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
急
ぎ
で
念
願
の
十

日
町
蕎
麦
や
蕎
麦
饅
頭
等
を
購
入
し
た
。
年
越
し
蕎

麦
と
し
て
満
足
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

文
／
浅
井
登
美
子

　写
真
／
小
林
恵

▲法政大学Revaiz 「赤ちゃん服×着物プロジ
ェクト」。下は着物生地で制作したロンパース

▶最優秀賞を受賞し、市長より表彰を
受ける法政大学と長岡造形大学の学生

● 十日町市産業観光部産業政策課 ☎025-757-3139
　http://www.toocon.jp
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国
宝
「
縄
文
の
女
神
」
が
出
土
し
た
地
と
し
て
知
ら
れ

る
山
形
県
舟
形
町
。
こ
の
町
で
6
年
前
か
ら
続
け
ら
れ

て
い
る
農
業
の
新
た
な
挑
戦
は
、「
小
さ
な
農
業
」
の
創

出
だ
。
高
齢
化
率
が
県
内
上
位
、
日
照
率
が
低
く
、
県

内
有
数
の
豪
雪
地
帯
と
言
わ
れ
る
舟
形
町
。
そ
の
中
で

ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
大
規
模
で
も
な
く
集
約
化
で
も

な
い
「
知
恵
を
集
め
た
農
業
」。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
実

践
塾
」
に
取
り
組
む
意
欲
的
な
農
家
の
皆
さ
ん
と
指
導

に
当
た
る
山
川
先
生
を
取
材
し
た
。

美
し
く
も
厳
し
い
自
然
の
中
で 

新
た
な
農
業
を

奥
羽
山
脈
と
出
羽
丘
陵
に
抱
か
れ
、山
形
の
母
な
る

川
最
上
川
と
鮎
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
る
清
流
最
上

小
国
川
が
大
地
を
潤
す
。
山
形
県
北
に
位
置
す
る
舟

形
町
は
東
北
ら
し
い
懐
深
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
て
行
わ
れ
る

農
業
の
中
心
は
稲
作
。
町
内
に
は
、
清
ら
か
な
堰
に

囲
ま
れ
た
美
田
が
並
ぶ
。
し
か
し
、
目
に
映
る
ほ
ど

こ
の
地
で
の
農
業
は
楽
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

舟
形
町
で
は
、
稲
作
の
ほ
か
に
ニ
ラ
、
ネ
ギ
、
き

ゅ
う
り
、
ア
ス
パ
ラ
な
ど
の
園
芸
作
物
も
栽
培
さ
れ

て
い
る
が
、
農
用
地
の
多
く
は
中
山
間
地
が
占
め
る

た
め
に
作
業
効
率
は
悪
く
、
作
れ
る
作
物
も
限
ら
れ

て
い
る
の
が
現
状
だ
。

ま
た
、
舟
形
町
か
ら
少
し
南
の
村
山
地
方
で
は
果

樹
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
舟
形
町

の
あ
る
最
上
郡
は
日
照
率
が
低
く
、
果
樹
栽
培
に
は

向
か
な
い
土
地
と
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
雪
の
多
さ

も
こ
の
地
の
特
徴
。
積
雪
は
例
年
１
ｍ
を
超
え
、
多

い
年
に
は
２
ｍ
以
上
と
な
る
県
内
有
数
の
豪
雪
地
帯

で
、
長
い
冬
は
農
閑
期
と
さ
れ
て
き
た
。

加
え
て
担
い
手
不
足
の
問
題
も
抱
え
る
。
町
内
の

人
口
５
８
９
９
人
の
う
ち
65
歳
以
上
の
人
口
は

１
９
９
９
人
と
な
り
、
高
齢
化
率
33
・
９
％
と
な
っ

て
い
る
。
県
内
で
は
高
齢
化
が
進
ん
だ
市
町
村
の
一

つ
で
も
あ
る
（
平
成
26
年
９
月
時
点
）。

当
然
、
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
確
保
は
困
難
と

風
土
に
合
っ
た「
小
さ
な
農
業
」の
創
出

[

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
実
践
塾]

　山
形
県
舟ふ
な
が
た
ま
ち

形
町

▼おかひじきの種。自家採種している

▼おかひじきの跡に栽培している葉もの

▲倶楽部員のハウスを見学する佐藤夫妻と山川先生、産業振興課の皆さん

▼放し飼いで健康に育つやまがた地鶏

▼出荷までに7年かかる行者にんにく

暮らしの知恵を
次世代へ



29

言
え
る
。

こ
う
し
た
い
く
つ
も
の
悪
条
件
が
重
な
っ
た
結
果
、

舟
形
町
の
8
割
以
上
の
農
家
の
年
間
販
売
額
は
、
約

３
０
０
万
円
未
満
。「
農
業
で
食
べ
て
い
く
」
た
め

に
は
、
な
か
な
か
難
し
い
数
字
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
問
題
を
少
し
で
も
改
善
し
よ
う
と
舟
形

町
で
平
成
20
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が
「
活
気
あ

ふ
れ
る
農
業
推
進
機
構
」
だ
。
機
構
の
テ
ー
マ
と
な

っ
た
の
は
、「
安
心
安
全
、
良
質
な
農
産
物
を
提
供
す

る
た
め
に
生
産
か
ら
加
工･

販
売
ま
で
一
貫
し
た
体

制
を
確
立
し
、
潤
い
と
活
気
あ
る
農
村
地
域
を
形
成

す
る
」
と
い
う
も
の
。
こ
の
目
標
を
具
現
化
す
る
た

め
に
機
構
内
に
、
意
欲
的
な
農
業
従
事
者
が
参
加
す

る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
実
践
塾
」
を
設
置
。
各
分
野

に
精
通
し
た
指
導
員
を
置
き
、
こ
れ
ま
で
の
舟
形
町

で
は
実
現
が
難
し
か
っ
た
主
体
的
な
農
業
を
め
ざ
す

こ
と
に
な
っ
た
。

風
土
に
合
っ
た
農
業
の
創
出

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
実
践
塾
（
以
下
、
実
践
塾
）
が

発
足
し
て
6
年
。
こ
の
期
間
を
振
り
返
っ
て
「
試
行

錯
誤
の
連
続
で
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
確
実
に
成
果

が
実
り
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、

舟
形
町
産
業
振
興
課
の
岡
崎
千
恵
子
さ
ん
。
実
践
塾

の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
た
一
人
だ
。

岡
崎
さ
ん
に
よ
る
と
、
実
践
塾
の
具
体
的
な
目
標

と
し
て
、
発
足
当
初
か
ら
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、
農
業

所
得
の
引
き
上
げ
。
そ
の
数
字
を
５
０
０
万
円
以
上

と
定
め
、
こ
の
数
字
に
近
づ
く
た
め
に
舟
形
町
の
気

候
風
土
に
適
し
た
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
の
が
「
お
か
ひ

じ
き
」、「
行
者
に
ん
に
く
」「
や
ま
が
た
地
鶏
」
の
３

種
類
だ
と
い
う
。

「
こ
れ
ら
の
３
種
類
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産

者
グ
ル
ー
プ
も
結
成
さ
れ
、
生
産
だ
け
で
は
な
く
、

独
自
の
販
路
開
拓
も
含
め
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
全
員
が
目
標
額
を
ク
リ
ア

す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
舟
形
町
に

は
な
か
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
岡
崎
さ
ん
は
話
す
。
今
回
は
こ
の
岡
崎
さ
ん

の
案
内
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
現
場
を
訪
ね
る
こ
と

に
な
っ
た
。

規
模
拡
大
よ
り
も 

付
加
価
値
の
高
い
も
の
を

ま
ず
伺
っ
た
の
は
、「
お
か
ひ
じ
き
栽
培
倶
楽
部
」

の
三
浦
さ
ん
。
６
名
の
会
員
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

日
本
の
伝
統
野
菜
の
ひ
と
つ
で
あ
る
お
か
ひ
じ
き
を

栽
培
し
て
い
る
。

三
浦
さ
ん
た
ち
の
お
か
ひ
じ
き
の
特
徴
は
完
全
無

農
薬
で
栽
培
し
て
い
る
点
に
あ
る
が
、
強
み
は
独
自

の
流
通
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
一
般
的
な
流

通
で
は
、
生
産
物
は
市
場
取
引
に
よ
っ
て
価
格
が
上

下
す
る
。
し
か
し
、
三
浦
さ
ん
た
ち
の
お
か
ひ
じ
き

は
、
地
元
の
青
果
卸
売

業
者
が
定
額
料
金
で
全

量
を
買
取
り
、
地
元
を

中
心
と
し
た
ス
ー
パ
ー

で
販
売
す
る
と
い
う
戦

略
で
、
安
定
し
た
収
入

を
確
保
で
き
て
い
る
と

い
う
。

「
ま
た
、
出
荷
に
時
間

と
コ
ス
ト
を
か
け
な
い

点
も
重
要
で
す
。
お
か

ひ
じ
き
の
場
合
、
パ
ッ

ク
で
小
分
け
せ
ず
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
に
そ
の
ま
ま

詰
め
る
こ
と
で
労
力
と

コ
ス
ト
を
削
減
し
て
い

ま
す
」。

そ
う
教
え
て
く
れ
る

の
は
、実
践
塾
で
指
導

員
を
務
め
る
山
川
隆
平

右/有機栽培に必要な堆肥作りの指導もする山川先生
左/左から三浦さん、山川指導員、岡崎さんら舟形町農業振興課の皆さん

▶おかひじき倶楽
部の三浦さんと山
川先生
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先
生
だ
。

実
践
塾
に
お
け
る
山
川
先
生
の
営
農
方
針
は
「
規

模
拡
大
を
し
な
い
。
既
存
の
施
設
を
上
手
に
使
い
、

無
駄
な
労
力
を
省
き
な
が

ら
付
加
価
値
の
高
い
も
の

を
生
産
す
る
」
と
い
う
も

の
。そ

し
て
、
こ
の
方
針
の

な
か
で
も
山
川
先
生
が
特

に
大
切
に
し
て
い
る
の
が

「
農
業
を
大
き
く
し
な
い
」
と
い
う
部
分
だ
。
農
業

の
大
規
模
化
を
進
め
る
今
の
日
本
の
農
業
か
ら
見
る

と
反
対
の
ス
タ
イ
ル
だ
が
、「
舟
形
に
は
後
継
者
が
い

る
農
家
は
少
な
い
う
え
、
中
山
間
地
形
に
よ
り
大
規

模
化
が
難
し
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
施
設
や
圃
場
を
拡
大
す
る
の
は
無
理
が
あ

る
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
育
苗
時
期
以
外
は
使
っ
て

い
な
か
っ
た
ハ
ウ
ス
を
通
年
使
っ
た
り
、
雪
室
を
作

っ
て
冬
の
時
期
で
も
出
荷
し
た
り
と
工
夫
す
る
こ
と

で
こ
そ
、
舟
形
ら
し
い
農
業
が
生
ま
れ
る
は
ず
な
ん

で
す
」
と
力
説
す
る
。

こ
の
方
針
は
お
か
ひ
じ
き
生
産
に
も
活
か
さ
れ
、

栽
培
に
使
っ
て
い
る
ハ
ウ
ス
は
、
水
稲
育
苗
用
に
も

活
用
。「
我
々
、
舟
形
の
農
家
に
と
っ
て
、
冬
は
基

本
的
に
休
む
も
の
で
し
た
。
そ
れ
を
実
践
塾
が
変
え

て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
は
、
お
か
ひ
じ
き
の
収
穫
が

終
わ
れ
ば
、
育
苗
ハ
ウ
ス
に
い
ろ
ん
な
園
芸
作
物
を

植
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
産
直
や
ス
ー
パ
ー
の

売
り
場
が
常
に
地
元
舟
形
の
野
菜
で
並
ぶ
よ
う
に
す

る
。
そ
れ
は
生
産
者
に
と
っ
て
も
消
費
者
に
と
っ
て

も
、
と
て
も
い
い
こ
と
な
ん
だ
と
実
践
塾
の
活
動
に

参
加
し
て
改
め
て
気
づ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

三
浦
さ
ん
は
日
に
焼
け
た
顔
に
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

今
年
の
お
か
ひ
じ
き
栽
培
倶
楽
部
の
「
清
流
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
お
か
ひ
じ
き
」
の
生
産
量
は
４
・
５
ト
ン
。

こ
れ
に
加
え
、
小
松
菜
な
ど
の
寒
さ
に
強
い
秋
冬
作

物
に
よ
り
周
年
栽
培
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

や
ま
が
た
地
鶏
の 

有
名
産
地
を
め
ざ
し
て

次
に
訪
ね
た
の
が
「
や
ま
が
た
地
鶏
」
を
生
産
す

る
庄
司
市
雄
さ
ん
だ
。

現
在
、
や
ま
が
た
地
鶏
の
生
産
者
は
庄
司
さ
ん
を

含
め
て
５
人
。
平
成
21
年
に
60
羽
か
ら
飼
養
を
開
始

し
、
今
年
は
１
８
０
０
羽
に
拡
大
し
た
。

実
践
塾
を
通
し
て
、
肉
質
に
優
れ
た
山
形
由
来
の

赤
笹
シ
ャ
モ
と
名
古
屋
種
の
交
雑
種
に
体
格
の
よ
い

黄
斑
プ
リ
マ
ス
ロ
ッ
ク
種
を
か
け
あ
わ
せ
た
「
や
ま

が
た
地
鶏
」
を
導
入
し
た
理
由
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
高
付
加
価
値
。「
営
農
規
模
が
小
さ
い
か
ら
こ
そ
、

高
品
質
で
高
付
加
価
値
の
特
産
品
を
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
い
う
山
川
先
生
の
戦
略
が
こ
こ
で
も

生
き
て
い
る
。

「
地
鶏
の
飼
育
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
約
３
倍
、
出
荷
ま

で
に
１
２
０
日
ほ
ど
を
要
し
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に

肉
質
の
旨
味
は
最
高
で
す
。
価
値
さ
え
わ
か
っ
て
も

ら
え
れ
ば
高
く
売
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

始
め
た
当
初
は
販
売
面
で
の
難
し
さ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
地
元
の
居
酒
屋
が
毎
日
決
ま
っ
た
数
で

購
入
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
安
定
し
て
出
荷
で

き
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
う
な
る
と
逆
に
羽
数
の
確

保
を
考
え
て
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
」
と
庄
司
さ
ん
。

や
ま
が
た
地
鶏
の
種
鶏
は
県
の
畜
産
試
験
場
が
管

理
し
て
お
り
、
全
体
の
生
産
量
そ
の
も
の
が
決
ま
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で

は
、
舟
形
が
独
自
に
地
鶏
の
生
産
量
を
増
や
せ
な
い

状
況
に
あ
る
と
い
う
。

「
で
も
、
そ
こ
も
取
り
組
み
次
第
で
解
決
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
生
産
者
が
増
え
れ
ば
、
種
鶏
場
を

作
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
そ

う
な
れ
ば
、
舟
形
は
、
や
ま
が
た
地
鶏
の
有
名
産
地

へ
と
育
っ
て
い
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
庄
司
さ

ん
は
や
ま
が
た
地
鶏
の
将
来
に
意
欲
的
だ
。

「
山
形
は
牛
、
豚
は
盛
ん
で
す
が
、
鶏
は
マ
イ
ナ
ー

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
舟
形
が
地
道
に
や
っ
て

い
け
ば
成
功
が
見
え
て
く
る
。
誰
も
や
っ
て
い
な
い

上/地元レストラ
ンで人気の鮎重
下/地元産ラズベ
リーを入れたソ
フトクリーム

▲やまがた地鶏を飼育する庄司さん
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こ
と
を
す
る
と
い
う
の
も
小
さ
な
農
業
で
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
」
と
山
川
先
生
は
庄
司
さ
ん
の
意
欲
を

後
押
し
す
る
。

７
年
間
の
年
月
を
費
や
し
て 

行
者
に
ん
に
く
を

最
後
に
向
か
っ
た
の
が
「
行
者
に
ん
に
く
栽
培
倶

楽
部
」
の
佐
藤
博
さ
ん
宅
だ
。
行
者
に
ん
に
く
は
通

常
で
あ
れ
ば
種
か
ら
育
て
る
と
出
荷
ま
で
約
７
年
も

の
年
月
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
簡
単
に
は
取

り
組
め
な
い
作
物
だ
が
、
実
践
塾
で
は
顧
問
で
あ
る

悪
七
幸
喜
さ
ん
の
情
熱
的
な
指
導
の
下
、
平
成
20
年

よ
り
根
気
よ
く
栽
培
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
苦

労
が
実
り
、
昨
年
の
平
成
25
年
か
ら
念
願
の
出
荷
が

始
ま
っ
た
と
い
う
。

佐
藤
さ
ん
宅
に
伺
う
と
、
ち
ょ
う
ど
来
春
の
出
荷

に
向
け
て
最
終
段
階
と
な
る
促
成
栽
培
の
準
備
に
と

り
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

「
昨
年
か
ら
出
荷
を
始
め
ま
し
た
が
、
来
春
（
平
成

27
年
）
か
ら
が
本
格
的
な
出
荷
に
な
り
ま
す
。
こ
つ

こ
つ
と
育
て
て
き
た
成
果
が
ど
う
出
る
か
今
か
ら
楽

し
み
で
す
」
と
笑
う
佐
藤
さ
ん
は
、
昨
年
、
会
社
員

を
定
年
退
職
し
、
人
生
の
再
ス
タ
ー
ト
と
し
て
奥
様

の
マ
サ
子
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
き
た
行
者
に
ん
に
く

栽
培
を
手
助
け
す
る
こ
と
に
決
め
た
と
い
う
。

「
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
農

業
し
た
い
な
っ
て
考
え
て
い
ま
す
。
実
践
塾
は
ま
さ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
仕
方
を
教
え
て
く
れ
る
か
ら
あ
り

が
た
い
で
す
ね
」
と
実
践
塾
に
参
加
す
る
喜
び
を
語

っ
て
く
れ
た
。

行
者
に
ん
に
く
倶
楽
部
で
は
、
さ
ら
に
種
根
の
栽

培
数
を
増
や
し
、
新
規
で
始
め
た
い
人
に
種
根
を
譲

れ
る
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
い
う
計
画
も
進
め
ら
れ
つ

つ
あ
る
。
仲
間
を
増
や
し
、
舟
形
行
者
に
ん
に
く
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
目
標
だ
。

小
さ
な
農
業
の
大
き
な
挑
戦

　

「
活
気
あ
る
農
業
の
創
出
」
や
「
新
た
な
特
産
品
づ

く
り
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
決
し
て
目
新
し
い
も
の

で
は
な
い
。
農
業
が
基
幹
産
業
と
な
る
自
治
体
で
あ

れ
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
に
近
い
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
舟
形
町
も
そ
う
い
っ
た
市

町
村
の
ひ
と
つ
と
し
て
含
ま
れ
る
わ
け
だ
が
、
実
践

塾
の
詳
細
を
聞
く
と
、
そ
の
活
動
が
実
に
個
性
的
な

こ
と
に
気
づ
く
。

大
規
模
化
、
集
約
化
な
ど
、
現
代
の
農
業
の
流
れ

を
理
解
し
つ
つ
も
「
舟
形
」
と
い
う
風
土
に
適
し
た

農
業
と
は
何
か
を
一
番
に
考
え
る
こ
と
が
は
じ
ま
り

だ
っ
た
。
結
果
、
実
践
塾
が
行
き
着
い
た
の
が
「
小

さ
な
農
業
」
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
小
さ
な
農

業
」
は
決
し
て
小
規
模
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
、
わ
ず
か
一
棟
の
ハ
ウ
ス
で
あ
っ
て

も
、
頭
を
使
い
、
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
で
何
棟
分
も

の
収
穫
を
望
ん
で
い
け
る
。
そ
う
し
た
農
業
を
地
域

で
共
有
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
の
だ
。

そ
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
が
実
践
塾
の
人
の
輪
だ

ろ
う
。
役
人
も
指
導
員
も
農
家
も
流
通
に
携
わ
る
者

も
、
立
場
の
境
界
線
を
引
く
こ
と
な
く
知
恵
を
分
け

合
い
、
笑
顔
を
交
わ
す
。
い
つ
も
そ
れ
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
実
践
塾
の
試
み
が
着
実
に
前
進
し
て
い
る

に
ち
が
い
な
い
。

「
舟
形
が
好
き
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
良
く
な

る
よ
う
に
挑
戦
し
た
い
」。実
践
塾
に
集
う
人
た
ち
は
、

今
日
も
そ
の
情
熱
を
共
有
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
て
い
る
。

文
・
写
真
／
奥
山
淳
志

●舟形町産業振興課 ☎0233-32-2111

行者にんにくを栽培する佐藤さん夫妻
今年からようやく出荷にこぎつけた
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10
月
最
後
の
日
曜
日
、
紅
葉
と
秋
の
味
覚
あ
ふ
れ
る
明

宝
で
は
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
た
。
間

伐
材
を
山
か
ら
降
ろ
し
て
原
木
、
薪
と
し
て
販
売
す
る

「
も
く
も
く
市
場
」、
集
落
の
住
民
と
都
市
の
人
が
里
人

と
し
て
暮
ら
し
の
知
恵
や
技
を
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
栃
尾

里
山
倶
楽
部
」
の
里
人
塾
、
そ
し
て
め
い
ほ
う
高
原
で

は
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
３
０
０
０
人
を
超
え
る
人
々

が
明
宝
名
物
の
「
鶏
ち
ゃ
ん
」
料
理
や
千
人
鍋
を
楽
し

ん
だ
。
人
口
約
１
８
０
０
人
の
地
域
に
18
の
地
区
団
体

と
３
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
あ
る
明
宝
地
区
。
地
域
情
報

の
窓
口
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
な
な
し
ん
ぼ
」
に
と
っ

て
も
超
多
忙
な
一
日
だ
っ
た
。

▲原木を中心に購入、アウトドア派の大屋さん家族

▲トラックで原木を購入する親子と明宝山里研究会員

▲間伐材を原木・薪で販売する
明宝山里研究会の「もくもく市場」

山
里
の
暮
ら
し
の
知
恵
と

資
源
と
生
か
し
て

[

も
く
も
く
市
場][

栃
尾
里
山
倶
楽
部]

岐
阜
県
郡ぐ
じ
ょ
う上

市し

明め
い
ほ
う
ま
ち

宝
町

山
里
の
暮
ら
し
の
知
恵
と

資
源
を
活
用
し
て

[

も
く
も
く
市
場][

栃
尾
里
人
塾]

岐
阜
県
郡ぐ
じ
ょ
う上
市し

明め
い
ほ
う宝

暮らしの知恵を
次世代へ
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間
伐
材
の
再
利
用
を
め
ざ
す
森
人
た
ち

郡
上
八
幡
か
ら
飛
騨
高
山
へ
至
る
国
道
４
７
２
号

は
「
飛
騨
美
濃
せ
せ
ら
ぎ
街
道
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
の
が
郡
上
市
明
宝
地
区
。

東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
郡
上
八
幡
Ｉ
Ｃ

か
ら
車
で
約
20
分
ほ
ど
で
明
宝
の
南
玄
関
口
に
あ
る

道
の
駅
に
到
着
す
る
。
吉
田
川
の
渓
流
に
沿
う
よ
う

に
国
道
が
南
北
に
走
り
、
河
岸
段
丘
の
斜
面
に
７
つ

の
集
落
が
点
在
し
て
い
る
。

明
宝
山
里
研
究
会
が
開
催
す
る「
も
く
も
く
市
場
」

は
明
宝
庁
舎
近
く
の
広
大
な
広
場
で
行
わ
れ
て
い
た
。

も
と
も
と
木
材
置
き
場
だ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
日

は
森
か
ら
搬
出
し
て
き
た
原
木
が
地
面
を
埋
め
尽
く

し
、
長
さ
40
㎝
に
切
断
し
た
玉
切
り
や
カ
ッ
ト
し
た

薪
材
が
う
ず
高
い
壁
を
作
っ
て
並
ん
で
い
る
。
樹
種

は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ナ
ラ
、
ミ
ッ
ク
ス
（
ナ
ラ
以
外

の
広
葉
樹
）
で
、
広
場
は
芳
し
い
木
の
香
に
溢
れ
て

い
る
。

早
速
購
入
を
予
約
し
て
い
た
人
々
が
ト
ラ
ッ
ク
等

で
や
っ
て
き
て
、
木
材
の
積
上
げ
作
業
を
し
て
い
た
。

土
岐
市
か
ら
き
た
大
屋
啓
さ
ん
一
家
は
小
型
ト
ラ

ッ
ク
を
レ
ン
タ
ル
し
て
来
て
、
ヒ
ノ
キ
と
ミ
ッ
ク
ス

を
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
い
っ
ぱ
い
購
入
し
た
。「
切
っ

た
木
は
割
高
に
な
る
の
で
、
丸
太
で
買
っ
て
自
分
で

薪
割
り
を
楽
し
み
ま
す
。
こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
今
年
の

冬
は
暖
か
く
過
ご
せ
ま
す
」
と
帰
っ
て
行
っ
た
。

郡
上
市
か
ら
き
て
ナ
ラ
の
原
木
を
2
セ
ッ
ト
購
入

し
た
親
子
は
「
ナ
ラ
は
木
が
硬
い
の
で
日
持
ち
が
よ

く
薪
材
と
し
て
は
最
高
で
す
」
と
3
万
円
を
支
払
っ

た
が
、〝
お
ま
け
〟
と
し
て
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
も
少
量
購

入
し
た
。

こ
れ
は
間
伐
材
の
有
効
利
用
を
目
的
に
も
く
も
く

市
場
を
開
設
し
た
こ
と
か
ら
、
会
で
は
ナ
ラ
や
ミ
ッ

ク
ス
購
入
者
に
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
も
購
入
し
て
く
れ

る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
た
め
。

同
会
の
会
長
の
松
山
誠
美
さ
ん
は
「
確
か
に
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
は
点
火
し
や
す
い
が
燃
え
尽
き
る
の
も
早

く
て
、
薪
と
し
て
の
人
気
は
い
ま
ひ
と
つ
で
す
。
で

も
軒
下
に
並
べ
て
お
く
だ
け
で
防
虫
機
能
が
あ
る
の

で
、
ア
リ
駆
除
に
役
立
ち
、
さ
び
止
め
の
効
果
も
あ

り
ま
す
。
燃
や
し
て
も
並
べ
て
置
い
て
も
木
の
香
り

が
楽
し
め
ま
す
」
と
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
Ｐ
Ｒ
を
忘
れ

な
い
。

明
宝
地
区
の
山
林
は
48
％
が
針
葉
樹
林
だ
が
、
残

る
50
％
余
が
広
葉
樹
林
で
、
岐
阜
県
の
中
で
は
広
葉

樹
林
が
多
い
方
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
間
伐
材
で
は

ナ
ラ
も
登
場
す
る
が
、
価
格
は
ス
ギ
原
木
４
２
０
０

円
に
対
し
て
ナ
ラ
は
１
５
０
０
０
円
と
か
な
り
高
い
。

炭
と
し
て
昔
か
ら
ウ
バ
メ
ガ
シ
に
並
ん
で
人
気
が
あ

る
木
だ
。

し
か
し
広
場
に
並
ぶ
各
種
の
原
木
を
み
る
と
、
間

伐
材
と
は
い
え
、
数
十
年
と
い
う
年
月
を
厳
し
い
自

然
の
中
で
生
き
抜
い
て
き
た
逞
し
さ
と
尊
厳
さ
を
持

っ
て
堂
々
と
横
た
わ

っ
て
い
る
。
運
搬
費

が
高
く
て
採
算
が
合

わ
な
い
と
い
う
理
由

で
放
置
し
て
し
ま
う

の
で
は
、
木
に
と
っ

て
も
山
仕
事
を
し
て

き
た
人
々
に
と
っ
て

も
不
遇
す
ぎ
る
、
救

わ
れ
な
い
思
い
だ
。

伐
採
し
た
木
々
は
、

そ
れ
を
活
用
す
る
こ

と
で
森
林
の
再
生
、
自
然
環
境
の
保
全
に
繋
い
で
い

き
た
い
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
平
成
23
年
9
月
に
地
区
内
の
自

伐
林
家
、
森
林
組
合
Ｏ
Ｂ
ら
11
名
で
明
宝
山
里
研
究

会
を
設
立
、
山
へ
入
っ
て
間
伐
材
を
搬
出
し
、
原
木

を
薪
用
に
活
用
す
る
活
動
を
は
じ
め
た
。
翌
23
年
秋

▼明宝山里研究会の人たち。元森林組合OBの経験
や林業家としての技術を生かして、間伐材の再利用
を訴えてきた

▼購入した原木をその場でカットしたり焚き木用に割る。左下／「もく
もく市場」の会員たち。下左は会計係の山中さん、中央は松山会長



34

に
「
も
く
も
く
市
場
」
を
開
設
し
て
こ
れ
ら
の
販
売

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
明
宝
は
95
％
が
森
林
で
す
が
、
国
産
材
価
格
の
低

迷
で
森
林
所
有
者
も
山
へ
の
関
心
が
薄
れ
、
間
伐
材

は
放
置
さ
れ
、
そ
れ
が
森
の
保
全
に
も
影
響
が
で
て

き
ま
し
た
。
私
た
ち
会
員
は
山
仕
事
の
プ
ロ
。
ま
だ

現
役
で
働
け
ま
す
。
都
合
が
つ
く
人
が
集
ま
っ
て
週

３
回
は
山
に
入
り
、
間
伐
材
を
搬
出
し
、
木
の
整
備
、

加
工
等
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
森
林
組
合
も
協
力

し
て
く
れ
ま
す
が
、
こ
こ
に
並
ん
で
い
る
木
材
の
80

％
は
自
分
た
ち
で
搬
出
し
て
き
た
も
の
で
す
。
会
の

活
動
に
賛
同
す
る
若
い
人
も
加
わ
り
、
会
員
は
15
名

に
な
り
ま
し
た
」
と
松
山
さ
ん
は
語
る
。

会
で
は
市
場
開
設
に
伴
い
、
販
路
の
拡
充
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
の
チ
ラ
シ
制
作
と
雑
誌
掲
載
料
等
の
費
用

に
過
疎
対
策
事
業
債
を
充
当
し
た
。「
こ
の
費
用
で

チ
ラ
シ
の
制
作
が
出
来
、
販
路
が
広
が
り
ま
し
た
。

僅
か
で
す
が
会
員
に
も
手
当
を
支
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
松
山
さ
ん
は
あ
く
ま
で
も
謙
虚
だ
。

薪
割
り
体
験
や
薪
ス
ト
ー
ブ
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に

し
た
交
流
体
験
イ
ベ
ン
ト
等
も
実
施
し
た
。
事
業
開

始
か
ら
3
年
目
で
、
原
木
と
薪
の
取
扱
量
は
大
幅
に

増
加
し
て
き
た
。
森
の
保
全
・
再
生
を
め
ざ
す
会
の

活
動
へ
の
理
解
に
加
え
て
、
量
販
店
等
に
比
べ
て
優

良
材
が
大
幅
に
安
く
購
入
で
き
る
こ
と
も
人
気
の
よ

う
だ
。
林
業
関
係
者
か
ら
も
副
業
型
林
業
に
向
け
た

仕
組
み
が
で
き
た
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
も
会
員
た
ち
が
交
互
に
現
場
に
立
っ
て
、

購
入
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
積
み
込
み
の
手
伝
い
を

し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
会
員
た
ち
は
、「
山
に
入
っ

た
り
木
に
触
れ
て
い
な
い
と
体
が
鈍
っ
て
し
ま
う
か

ら
ね
」「
仲
間
と
働
い
て
い
る
と
楽
し
い
か
ら
」「
わ
し

ら
が
運
ん
で
き
た
木
の
嫁
ぎ
先
を
見
と
き
た
い
か
ら

ね
」
等
々
と
照
れ
な
が
ら
語
る
。

そ
の
後
も
、
購
入
を
予
約
し
た
人
や
ア
ウ
ト
ド
ア

に
関
心
の
あ
る
人
が
時
々
や
っ
て
き
て
木
の
幹
や
薪

に
触
れ
て
い
く
。
一
家
4
人
で
訪
れ
た
山
下
さ
ん
家

族
は
積
み
上
げ
て
あ
る
薪
を
大
量
に
購
入
、
5
万
円

を
支
払
っ
た
。「
3
年
前
に
新
築
し
た
家
は
オ
ー
ル

電
化
で
ソ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
ま
し
た
が
、
暖

房
は
薪
ス
ト
ー
ブ
一
つ
だ
け
、
家
中
が
温
か
く
な
り

ま
す
。
火
を
炊
く
の
は
楽
し
く
、
皆
が
集
ま
る
場
所

に
な
り
ま
す
」
と
ご
主
人
は
言
う
。

原
木
を
購
入
し
た
後
、
会
が
用
意
し
た
機
器
を
使

っ
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
断
作
業
に
励
む
人
も
い
る
。

皆
が
真
剣
に
楽
し
そ
う
に
木
と
対
話
し
て
い
る
感
じ

が
広
場
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

今
年
の
市
場
の
開
設
は
今
回
で
終
了
す
る
が
、
電

話
注
文
す
れ
ば
い
つ
で
も
購
入
で
き
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

里
山
の
魅
力
を
伝
承
し
発
信
す
る

今
回
の
取
材
で
窓
口
に
な
っ
て
く
れ
た
の
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
な
な
し
ん
ぼ
」。
地
域
の
〝
黒
子
〟
と
し

て
活
動
す
る
団
体
で
、
明
宝
山
里
研
究
会
の
電
話
代

行
を
行
う
ほ
か
、
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
地
域
の
各

施
設
や
グ
ル
ー
プ
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
紹
介
を
担

っ
て
い
る
。

工
場
だ
っ
た
建
物
を
改
装
し
て
誰
も
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
お
喋
り
で
き
る
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ

ェ
を
運
営
し
、
施
設
内
に
は
レ
ン
タ
ル
キ
ッ
チ
ン
や

木
工
旋
盤
工
作
機
等
が
あ
る
モ
ノ
作
り
工
房
も
あ
り
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
利
用
す
る
若
い
グ
ル
ー
プ

が
増
え
て
い
る
。

も
く
も
く
市
場
の
取
材
の
あ
と
、訪
ね
た
の
が「
ふ

る
さ
と
栃
尾
里
山
倶
楽
部
」（
代
表
／
置
田
憲
治
さ
ん
、

▶「栃尾里山倶楽部」の皆さん。森や畑で作業を行い、打ち合
わせ会のあと解散となる。同家は谷水や太陽光等を利用し
たエネルギーシステムを採用しており、畑には案山子も立つ
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受
付
／
ふ
る
さ
と
郡
上
会
）。
市
場
か
ら
ほ
ど
近
い

二
間
手
と
い
う
集
落
の
山
沿
い
に
あ
る
「
下
組
」
の

住
民
が
中
心
に
な
っ
て
、
都
市
の
人
と
一
緒
に
里
山

に
息
づ
く
知
恵
や
農
の
技
を
学
び
伝
承
す
る
「
栃
尾

里
人
塾
」を
開
催
し
て
い
る
。
築
１
０
０
年
の
空
き

家
だ
っ
た
古
民
家
「
源
右
衛
門
」
を
家
主
の
好
意
で

改
修
し
て
、
地
元
と
都
会
か
ら
通
う
塾
生
が
集
う
家

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

そ
の
日
も
約
30
名
の
里
人
が
集
い
、
皆
が
田
植
え

か
ら
手
が
け
て
き
て
収
穫
し
た
お
米
を
配
布
し
て
い

た
。
ス
タ
ー
ト
し
て
3
年
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し

て
田
畑
の
農
仕
事
、
山
で
の
下
草
刈
り
や
間
伐
、
囲

炉
裏
の
製
作
、
農
機
具
の
手
入
れ
等
々
、
里
山
の
暮

ら
し
を
体
験
し
知
恵
や
技
を
学
ん
で
き
た
。
そ
の
中

か
ら
4
組
が
移
住
し
て
き
て
い
る
。

そ
う
い
え
ば
も
く
も
く
市
場
の
会
計
を
手
伝
っ
て

い
た
山
中
佐
代
美
さ
ん
も
明
宝
が
好
き
で
Ｉ
タ
ー
ン

し
て
き
た
人
。
結
婚
し
て
二
間
手
に
住
み
、
ご
主
人

は
個
人
で
山
仕
事
を
請
け
負
い
、
佐
代
美
さ
ん
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
等
を
経
て
現
在
は
市
内
の
病
院
で

週
３
日
働
い
て
い
る
。
夫
妻
の
楽
し
み
は
耕
作
を
や

め
た
農
家
を
引
き
継
い
で
奥
山
で
わ
さ
び
畑
を
栽
培

す
る
こ
と
だ
と
い
う
。

「
明
宝
の
人
た
ち
は
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
暮
ら

し
を
楽
し
み
、
誇
り
に
思
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
移

住
者
に
も
と
て
も
親
切
で
、
お
役
に
立
つ
な
ら
何
で

も
お
手
伝
い
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

め
い
ほ
う
高
原
の
ス
キ
ー
場
で
は
「
め
い
ほ
う
高

原
秋
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
各
地
か
ら
来
た
観
光

客
で
大
賑
わ
い
し
て
い
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
や
ス

ー
パ
ー
カ
ー
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
車
サ
ミ
ッ
ト
、
特
大

鍋
で
煮
た
具
沢
山
と
ん
汁
を
無
料
で
提
供
す
る
「
千

人
鍋
」、
明
宝
名
物
の
鶏
肉
料
理
を
楽
し
む
「
鶏
ち

ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
」。

舞
台
で
は
地
元
太
鼓

保
存
会
や
市
民
吹
奏

楽
団
等
の
演
奏
も
行

わ
れ
て
い
た
。

め
い
ほ
う
高
原
秋

ま
つ
り
は
郡
上
市
を

代
表
す
る
秋
祭
り
と

し
て
人
気
だ
そ
う
で
、

こ
の
日
の
た
め
に
企

画
準
備
し
て
き
た
の

が
明
宝
振
興
事
務
所

の
置
田
優
一
所
長
。

目
の
回
る
よ
う
な
忙

し
さ
の
中
で
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

「
今
回
は
郡
上
市
の
市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
、

沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
ま
し
た
。
明
宝
は
昔
か

ら
土
地
に
適
し
た
農
産
物
の
栽
培
、
畜
産
、
林
業
へ

の
取
り
組
み
と
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
が
熱
心
な
地
区
で
し
た
。
秋
祭
り
は
、
明
宝

の
農
産
物
や
食
文
化
を
一
堂
に
会
そ
う
と
始
め
た
も

の
で
す
が
、『
鶏
ち
ゃ
ん
』
の
よ
う
に
行
列
の
で
き
る

郷
土
料
理
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
８
０
０
人
の
地
区

に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
含
め
た
住
民
の
グ
ル
ー
プ

が
18
、
地
域
お
こ
し
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
3
つ
あ
り
ま

す
。
行
政
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
だ
け
。
今

日
も
市
民
総
出
で
お
手
伝
い
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
た
。

「
鶏
ち
ゃ
ん
」
も
ハ
ム
・
ウ
イ
ン
ナ
ー
等
の
特
産

品
も
食
べ
損
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
後
日
ゆ
っ
く

り
訪
ね
た
い
。�

文
／
横
田
塔
美

　写
真
／
小
林
恵

●明宝山里研究会（「NPO法人ななしんぼ」内）☎0575-87-3799 http://meiho-yamazatoken.jp/
●ふるさと栃尾里山倶楽部（ふるさと郡上会事務局） ☎0575-66-2750

▶左／収穫した新米
右／畑でもみ殻を使って
たき火を楽しむ会員たち

▲明宝名物「鶏ちゃん」を買い求める人の長い列

▲「めいほう高原秋まつり」を主催する明宝振興事務所の置田所長
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八
女
茶
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
八
女
市
は
、
平
成
22

年
に
周
辺
2
町
2
村
と
合
併
し
、
福
岡
県
で
最
も
広
い

面
積
の
自
治
体
と
な
っ
た
。
そ
の
多
く
が
山
間
地
域
で

あ
り
、
高
齢
化
率
も
全
国
平
均
を
上
回
る
。
合
併
を
機

に
市
は
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
に
基
づ
く
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
そ
の
柱
と
し
て
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
九

州
で
最
も
早
く
導
入
し
た
。
第
一
次
実
証
運
行
を
開
始

し
て
か
ら
丸
5
年
に
な
る
現
在
、
愛
称
は
「
ふ
る
里
タ

ク
シ
ー
」
と
決
ま
り
、
高
齢
化
し
た
女
性
た
ち
が
安
心

し
て
暮
ら
す
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
交
通
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

　高
齢
者
の
行
動	

	

　エ
リ
ア
に
基
づ
い
て

リ
ー
ン
と
大
き
な
音
で
黒

電
話
の
よ
う
な
ベ
ル
が
鳴
る
。

「
ハ
ー
イ
、
予
約
セ
ン
タ
ー

で
す
。
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ハ
イ
ハ
イ
、
11
時
の
便
は
、

ど
こ
ま
で
で
す
か
。
行
き
し

ゃ
っ
と
は
堀
川
の
バ
ス
停
ま

で
で
良
か
で
す
か
。
乗
れ
る

ご
つ
、
準
備
は
し
と
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。
ハ
ー
イ
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」。予
約

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
の
は
、
地
域
の
高
齢
者
が

ほ
と
ん
ど
。
方
言
で
話
し
て

く
れ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
親
し
み
を
感
じ
る
よ
う
だ
。

次
々
と
か
か
っ
て
く
る
予
約
電
話
を
受
け
た
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
た
ち
が
、
目
の
前
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示

さ
れ
て
い
る
乗
車
位
置
を
示
す
赤
い
丸
と
、
降
車
位

置
を
示
す
青
丸
を
一
筆
書
き
で
繋
ぎ
、
こ
の
朝
の
ふ

る
里
タ
ク
シ
ー
の
運
行
ル
ー
ト
が
決
ま
っ
て
い
く
。

利
用
者
は
事
前
に
住
所
な
ど
を
登
録
し
て
い
る
の
で
、

電
話
で
名
前
を
伝
え
る
と
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
地
図

上
に
乗
車
位
置
が
表
示
さ
れ
る
仕
組
み
な
の
だ
。

ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
は
、
平
成
22
年
2
月
に
2
町
2

村
と
合
併
し
た
八
女
市
全
域
を
カ
バ
ー
し
な
が
ら
も
、

合
併
以
前
の
9
町
村
を
基
本
に
11
の
運
行
エ
リ
ア
が

決
め
ら
れ
て
い
る
。
利
用
者
は
同
一
エ
リ
ア
内
を
一

律
３
０
０
円
で
利
用
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

実
証
運
行
以
前
か
ら
運
営
に
係
わ
り
、
現
在
は
予

約
セ
ン
タ
ー
所
長
を
務
め
る
小
井
手
恒
則
さ
ん（
65
）

は
、「
運
行
を
開
始
す
る
前
に
、
利
用
対
象
者
と
し
て

想
定
さ
れ
る
高
齢
者
が
、
普
段
ど
の
よ
う
な
行
動
を

さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
さ
せ
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
、

旧
町
村
内
で
用
が
足
り
る
コ
ア
な
生
活
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
っ
た
の
で
す
」
と
、
エ
リ
ア
内
利
用
を

決
め
た
理
由
を
説
明
す
る
。
利
用
者
の
声
を
聞
い
て

み
て
も
、
需
要
は
エ
リ
ア
内
利
用
で
満
た
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。

旧
黒
木
町
笠
原
地
区
か
ら
同
町
の
中
心
部
に
あ
る

整
形
外
科
医
院
に
来
て
い
た
酒
井
ア
ツ
ヱ
さ
ん（
84
）

は
、「
玄
関
ま
で
送
っ
て
も
ら
う
け
ん
助
か
り
ま
す
。

9
時
ん
と
で
来
ま
し
た
。
乗
合
で
ず
っ
と
廻
る
で
し

ょ
う
が
、
そ
っ
で
時
間
の
掛
か
る
時
も
あ
り
ま
す
ね
。

タ
ク
シ
ー
な
ら
２
０
０
０
円
を
超
ゆ
る
け
ん
。
年
金

じ
ゃ
出
し
き
ら
ん
も
ん
」
と
、
多
少
時
間
が
掛
か
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
満
足
し
て
い
る
よ
う
で
、
最
後
に

「
長
ご
続
け
て
も
ら
わ
な
で
す
ね
」
と
付
け
加
え
た
。

手
元
に
「
乗
降
場
所
月

間
ベ
ス
ト
40
」
と
い
う
表

が
あ
る
。
こ
の
一
覧
表
を

見
る
と
、
一
番
利
用
が
あ

る
の
は
Ａ
コ
ー
プ
く
ろ
き

店
、
二
番
目
に
は
市
内
に

た
だ
一
つ
の
公
立
総
合
病

院
、
三
番
四
番
は
整
形
外

科
と
個
人
病
院
と
な
っ
て

い
る
。
続
い
て
多
い
の
は
、

幹
線
路
線
バ
ス
（
堀
川
バ

ス
）
の
バ
ス
停
。

▲タクシー利用の電話を受ける予約センターのオペレーターたち

▲乗合タクシーの運転手富田一朗さん ▲小井手恒則予約センター所長

◀黒木町上田代を走る予約タクシー

地
域
の
見
守
り
役
も
担
っ
て

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
　福
岡
県
八や

め

し
女
市

交通体制の
整備
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こ
の
表
で
読
み
取
れ
る
の
は
、
利
用
目
的
は
主
に

買
い
物
と
病
院
通
い
で
、
エ
リ
ア
を
越
え
て
移
動
す

る
場
合
（
例
え
ば
、
旧
町
村
か
ら
市
中
心
部
の
総
合

病
院
へ
行
く
な
ど
）は
、自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
を
ふ

る
里
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
、
そ
こ
か
ら
は
路
線
バ
ス

を
使
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
路

線
バ
ス
と
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
不
便
さ
を
補
い
合
う
仕
組
み

が
機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
。

乗
降
者
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
も

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
良
い
点
は
、
単
な
る
移

動
手
段
だ
け
で
な
く
、
乗
合
で
あ
る
た
め
に
自
ず
と

地
域
の
情
報
が
運
転
手
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
耳
に
入

っ
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

予
約
セ
ン
タ
ー
の
小
井
手
所
長
は
、「
頻
繁
に
利
用

さ
れ
て
い
た
方
の
利
用
が
無
く
な
っ
た
ら
、
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
に
連
絡
し
て
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
派
遣

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
乗
客
の
体

調
が
悪
そ
う
だ
と
報
告
さ
れ
た
時
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
に
連
絡
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

ね
」と
、地
域
の
見
守
り
役
に
も
な
っ
て
い
る
と
言
う
。

乗
降
者
の
一
番
多
い
Ａ
コ
ー
プ
く
ろ
き
店
か
ら
旧

黒
木
町
上
田
代
の
自
宅
ま
で
帰
る
堤
美
千
子
さ
ん

（
80
）に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。「
週
１
回
は
最
低

で
も
使
い
ま
す
。
前
は
で
す
ね
、
タ
ク
シ
ー
で
帰
っ

て
４
０
０
０
円
ぐ
ら
い
か
か
り
よ
り
ま
し
た
け
ん
。

３
０
０
円
じ
ゃ
赤
字
で
す
ば
い
。
ほ
ん
な
こ
て
で
す

ね
」。
こ
こ
で
乗
車
し
た
の
は
女
性
3
人
。
一
人
は
、

す
ぐ
近
く
の
整
形
外
科
で
下
車
。「
欲
を
言
え
ば
、

土
曜
日
の
午
前
中
ま
で
運
行
し
て
も
ら
え
れ
ば
ね
。

土
曜
日
は
病
院
が
ま
だ
あ
っ
ち
ょ
で
し
ょ
う
が
」
と
、

降
り
際
に
ひ
と
言
要
望
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
病
院
で
乗
車
し
た
の
が
93
歳
の
依
吹
藤
吾
さ

ん
だ
。「
友
だ
ち
が
居
ら
ん
ご
つ
な
っ
て
し
も
た
。

大
正
10
年
会
ち
ゅ
う
て
70
人
ぐ
ら
い
集
ま
り
よ
っ
た

で
す
よ
。
今
年
は
8
人
し
か
。
そ
っ
で
止
め
と
こ
う

ち
ゅ
う
て
」。
こ
ん
な
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
う
ち
に
娘
さ
ん
の
家
の
玄
関
先
に
着
い
た
。
こ
こ

で
遊
ん
で
帰
る
の
だ
と
言
う
。
近
所
に
友
だ
ち
が
居

な
く
な
っ
た
依
吹
さ
ん
が
、
娘
の
嫁
ぎ
先
へ
遊
び
に

行
く
の
に
も
利
用
で
き
る
便
利
さ
と
低
料
金
な
の
だ
。

依
吹
さ
ん
が
降
り
る
ま
で
の
間
に
も
、
短
距
離
を

利
用
す
る
乗
客
が
3
人
あ
っ
た
。
最
後
に
は
、
堤
さ

ん
一
人
が
乗
客
だ
。
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
は
幾
つ
も
の

集
落
を
抜
け
て
走
り
、
40
分
ほ
ど
掛
か
っ
て
上
田
代

に
到
着
し
た
。
運
転
席
横
の
料
金
台
に
３
０
０
円
を

置
き
な
が
ら
、
何
度
も
頭
を
下
げ
た
堤
さ
ん
は
、
両

手
に
買
い
物
袋
を
ぶ
ら
下
げ
て
自
宅
の
玄
関
へ
。

路
線
バ
ス
な
ら
入
っ
て
来
ら
れ
な
い
奥
ま
っ
た
集

落
ま
で
運
転
し
て
き
た
富
田
一
明
さ
ん（
63
）に
、
ふ

る
里
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
と
し
て
印
象
的
な
こ
と
は

と
問
う
と
、「
あ
り
が
と
う
っ
て
言
う
て
３
０
０
円
置

い
て
く
る
っ
と
が
嬉
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
た
ま

に
イ
ノ
シ
シ
と
か
が
道
路
に
出
て
き
と
る
こ
と
が
あ

っ
で
す
ね
」
と
、
笑
っ
た
。
富
田
さ
ん
が
、
乗
客
に

配
っ
て
い
た
チ
ラ
シ
に
は
「
衆
議
院
選
挙
の
期
日
前

投
票
で
投
票
所
へ
の
利
用
は
無
料
（
選
管
が
負
担
）

で
す
」
と
あ
っ
た
。

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
第
一
次
実
証
運
行
の
開

始
か
ら
丸
5
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
ふ
る
里
タ

ク
シ
ー
の
事
業
主
体
で
あ
る
八
女
市
地
域
公
共
交
通

協
議
会
は
、
平
成
25
年
に
地
域
公
共
交
通
優
良
団
体

国
土
交
通
大
臣
の
表
彰
も
受
け
た
。
平
成
25
年
度
の

維
持
管
理
費
６
０
．５
４
１
千
円
を
賄
う
財
源
と
し

て
、総
費
用
の
68
％
に
当
た
る
４
１
．０
０
０
千
円
が

過
疎
対
策
事
業
債
で
当
て
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
予

約
セ
ン
タ
ー
小
井
手
所
長
に
今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。

「
高
齢
者
の
利
便
性
を
考
え
て
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
の

予
約
を
可
能
に
し
た
り
、
行
政
情
報
を
テ
レ
ビ
で
流

す
な
ど
、
予
約
の
基
本
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
や
商
店
街
と
の
連
携
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
券
を
ポ
イ
ン
ト
で
提
供
す
る
な
ど
、
福
祉
と
地

域
活
性
化
を
組
み
合
わ
せ
た
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
の
活

用
に
知
恵
を
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。『
こ
れ
で

住
み
続
け
ら
れ
る
』
の
声
も
、
高
齢
化
率
47
％
の
旧

矢
部
村
で
は
出
て
い
ま
す
の
で
」

ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
は
、
70
歳
代
と
80
歳

代
で
81
％
を
占
め
、
利
用
者
の
84
％
が
女
性
で
あ
る
。

旧
黒
木
町
だ
け
で
も
毎
日
80
人
を
超
え
る
利
用
者
が

い
る
。
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
が
気
軽
に
外
出

で
き
、
地
域
の
情
報
交
換
の
場
に
な
る
ふ
る
里
タ
ク

シ
ー
は
過
疎
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
足
で
あ
る

こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
。�

写
真
・
文

　芥
川
仁

上左／自宅前で予約タクシーを降りる乗客
上右／乗客の荷物を持つ運転手
下／娘の家を訪ねた乗客

●八女市総務部地域支援課
　☎0943-23-1224
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十
日
町
市
や
上
越
市
は

首
都
圏
の
人
を
対
象
に

「
越
後
田
舎
暮
ら
し
体
験

ツ
ア
ー
」
を
早
く
か
ら
実

施
し
、
農
業
体
験
や
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
活
動
で
訪
れ
る
人
が
多
い
。
そ
ん
な
個
人

や
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
最
も
ネ
ッ
ク
と
な
る
の
が

交
通
ア
ク
セ
ス
で
あ
る
。
上
越
新
幹
線
の
越
後
湯
沢

駅
で
ほ
く
ほ
く
線
に
乗
り
換
え
れ
ば
、
3
時
間
以
内

で
十
日
町
駅
に
到
着
す
る
た
め
、
時
間
的
に
は
便
利

に
な
っ
た
が
、
農
作
業
等
の
た
め
に
時
々
出
か
け
た

い
人
に
と
っ
て
は
、
交
通
費
や
乗
り
換
え
等
は
結
構

き
つ
い
。
と
い
っ
て
マ
イ
カ
ー
利
用
は
一
部
の
人
に

負
担
を
か
け
や
す
く
、
土
日
は
首
都
圏
か
ら
の
高
速

道
路
は
大
抵
渋
滞
す
る
。

そ
ん
な
声
に
対
応
し
て
、
十
日
町
市
で
は
農
業
体

験
等
で
来
市
す
る
人
の
利
便
性
を
は
か
り
、
来
市
す

る
頻
度
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
平
成
23
年
5
月
か
ら

無
料
バ
ス
の
運
行
を
は
じ
め
た
。

事
業
主
体
は
一
般
社
団
法
人
十
日
町
市
観
光
協
会

で
、
運
行
は
東
京
中
堅
の
バ
ス
会
社
に
委
託
。
5
月

か
ら
10
月
ま
で
土
日
に
東
京
発
着
の
無
料
バ
ス
を
約

20
往
復
運
行
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
運
行
経
費
や

予
約
サ
イ
ト
開
発
運
営
費
に
は
過
疎
対
策
事
業
債
を

充
当
し
て
い
る
。

23
年
の
初
年
度
は
17
便
運
行
し
、
利
用
者
は
首
都

圏
の
41
自
治
体
在
住
者
で
、
一
便
当
た
り
の
利
用
者

は
平
均
26
人
だ
っ
た
が
、
24
年
に
は
知
名
度
も
高
ま

り
14
便
運
行
し
て
一
便
当
た
り
29
人
が
利
用
し
た
。

７
、８
月
の
土
日
は
子
ど
も
グ
ル
ー
プ
の
利
用
も
あ

り
、
バ
ス
定
員
の
45
名
満
席
と
い
う
日
も
あ
っ
た
。

26
年
度
最
後
の
運
行
に
な
る
10
月
11
日
の
朝
新
宿

西
口
へ
出
か
け
て
み
た
。
バ
ス
で
観
光
地
へ
出
か
け

る
ツ
ア
ー
が
一
般
的
に
な
り
、
西
口
は
早
朝
か
ら
老

若
男
女
で
溢
れ
、
各
社
の
バ
ス
が
数
分
間
隔
で
来
て

は
客
を
乗
せ
て
出
発
し
て
い
く
。
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ナ

ー
は
世
田
谷
区
役
所
前
を
7
時
30
分
に
出
て
8
時
に

新
宿
西
口
・
工
学
院
大
学
前
に
到
着
し
た
。
真
新
し

い
美
し
い
車
体
で
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
付
き
。

乗
車
を
待
っ
て
い
た
女
性
は「
世
田
谷
棚
田
の
会
」

メ
ン
バ
ー
で
、
月
一
度
は
皆
と
十
日
町
の
棚
田
へ
出

か
け
る
と
い
う
。「
無
料
バ
ス
で
往
復
で
き
る
よ
う
に

な
り
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
出
か
け
て
休

耕
地
や
林
の
手
入
れ
を
す
る
人
も
い
ま
す
」
と
語
る
。

バ
ス
に
は
世
田
谷
か
ら
乗
車
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー

が
す
で
に
10
数
名
、
温
泉
旅
行
に
行
く
と
い
う
家
族

連
れ
も
い
る
。
客
席
も
ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
、
乗
車

し
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
そ
う
だ
。

12
時
30
分
頃
に
十
日
町
駅
西
口
に
到
着
、
昼
食
の

後
地
元
農
家
の
車
に
乗
っ
て
棚
田
へ
出
か
け
る
と
い

う
。
翌
日
は
午
前
中
は
農
作
業
、
温
泉
で
入
浴
・
昼

食
等
を
楽
し
み
、
十
日
町
を
午
後
２
時
30
分
に
出
発

し
て
午
後
7
時
過
ぎ
に
東
京
へ
帰
っ
て
く
る
。

利
用
条
件
と
し
て
は
、
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
②

宿
泊
施
設
利
用
の
２
つ
が
必
須
で
、
３
日
前
ま
で
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
サ
イ
ト
で
申
し
込
む
こ
と
。

市
で
は
、
田
舎
で
農
業
体
験
等
を
し
た
い
と
い
う

首
都
圏
の
潜
在
的
市
民
に
お
試
し
利
用
し
て
も
ら
っ

た
り
、
訪
問
回
数
を
増
や
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
、
交
流
、
農
産
物
の
販
売
や
観
光

施
設
の
利
用
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
と
期
待
し
て
い
る
。

文
／
浅
井
登
美
子

　写
真
／
小
林
恵

▲十日町駅前に到着して観光協会職員や農家の
人に出迎えられる乗客

▲「バスをよく利用する」と語る
世田谷棚田の会の女性たち
◀新宿駅を出発する緑の直行便
グリーンライナー

▶十日町の田園を彩る「大地の芸術祭」の一コマ

●�（一社）十日町市観光協会
　☎025-757-3345
　http://www.Tokamachishi.Kanko.jp

農
業
体
験・ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
に
無
料
バ
ス

緑
の
直
行
便[

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ナ
ー]　
新
潟
県
十と
お

日か

町ま
ち

市し

交通体制の
整備
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れ、次いで「高齢者等の保健・福祉の向上及
び増進」、[交通通信関係の整備、情報化及び
地域間交流の促進]となっている。平成25年
度における活用率（都道府県別）については図
1参照。

地域資源を活用した過疎地域の自立活性化
の推進

（1）過疎地域集落再編整備事業
定住促進団地整備事業　定住促進空き家活
用事業　集落等移転事業　季節居住団地整
備事業

（2）過疎地域遊休施設再整備事業
過疎地域の廃校舎等の遊休施設を活用して
行う、生産加工施設　資料展示施設　教育文
化施設・地域芸能・文化体験施設等の整備に
対して補助

（3）過疎地域等自立活性化推進事業
先進的で波及性のあるソフト事業を幅広く支
援
生活の安心・安全確保対策　移住・交流・若
者の定住促進対策　地域文化伝承対策等

（4）過疎集落等自立再生対策事業（図2）
地域住民等が集落を維持・活性化するために
総合的に取り組む事業等を支援
安全・安心な暮らしの確保対策　地区の地域
資源を活用した産業・生業の振興
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過疎対策事業債（ソフト分）の
主な事業と活用状況

編集後記
▼旧知の農家Ｓさん（82）から「定年退職した三
男が帰郷して農業を継いでくれることになり、
長男も土日には来て手伝ってくれる」と便りが
あった。Sさんは専業農家だが、４人の息子全員
を都市へ出しサラリーマンにした。以前私は「な
ぜ一人だけでも農業を継いでくれと言わなかっ
たのか」と聞いたことがある。Ｓさんは「私は
中学を出て農業専門学校に行くつもりでいたが、
教師からも村の人からも百姓が学問してどうな
ると言われて止めた。その悔しさから息子たち
は大学や専門学校に行かせた。三男は途中で名
古屋の会社を辞めて親父の農業を手伝うと言っ
たが、恥をかかせるなと追い返した」と語り、「後
継者を育てなかった我々農家の責任は大きい」
とぽつり。頑張ったＳさんにようやく春が来た
ようだ（A）

2015 in かがわ
全国過疎問題シンポジウム

・開催日（予定）
  平成27年10月8日（木）～9日（金）
・開催場所（予定）
  1日目　全体会・交流会/香川県高松市
  2日目　分科会・現地視察（4会場）
  香川県東かがわ市、小豆島町、直島町、琴平町

瀬戸内海は、日本にとって古くからの交
通・交易のルートとして栄え、現在も産業
や環境を支える「海の道」です。その瀬戸内
海と深いかかわりを持つ香川県は、都市的
利便性と自然環境が調和したまちづくり
を進めております。
2010年から３年に一度、「海の復権」をテ
ーマに島々を舞台として開催している「瀬
戸内国際芸術祭」などを通じて、瀬戸内海
や香川のアート・自然・暮らしの魅力を
国内外に広く発信しています。
伝統の「お接待」「おもてなし」の心で、全国
の皆様のお越しを心よりお待ちしています。
[事務担当] 香川県政策部政策課地域づくり推進室

☎087-832-3125 (担当/杉、渋谷)

■主な対象事業
①地域医療の確保
医師確保事業（診療所開設費用補助）ICTを
活用した遠隔医療
②生活交通の確保
コミュニティバス、デマンドタクシー等の運行バ
ス路線維持に向けた民間バス事業者への補助
③集落の維持及び活性化
集落支援員の設置、集落点検や集落課題の話
し合いの実施　移住・交流事業（インターネッ
ト広報や空き家バンク等）
④産業の振興
農業の担い手・人づくり対策，６次産業化企業
誘致・雇用対策（コミュニティビジネスの起業
等）「その他」　高齢者支援、子育て支援、教育
振興、森林対策、鳥獣被害対策、伝統文化振興、
自然エネルギー関係、防災対策等　
■発行額
市町村ごとに総務省令により算出した額の範
囲内で発行が可能。平成22年度は発行限度
額の総計約662億円に対して発行は379億
円（活用率57.3%）であったが、年々発行が増
え、25年度は発行限度額総計約745億円に
対して発行は616億円（活用率82.6%）に達
している。
■活用状況
事業分野別では、[産業の振興]が最も活用さ

瀬戸内海

図1　過疎対策事業債（ソフト分）の都道府県別活用率（平成25度発行予定額ベース）

図2　過疎集落等自立再生対策事業

過疎地域等自立活性化
推進交付金（総務省）（平成26年度）
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No.37 地域活性化のサポート隊
三宅村の農林漁業の再生に取り組む／東
京都島しょ農林水産総合センター　心に
も豊かな森林を／長野県林業大学校・木
曽南部森林組合　和紙職人をめざす／島
根県浜田市　地域医療の再生とまち創り

「夕張希望の杜」　地域医療をプロ集団が
担う／磐梯町保健医療福祉センター　水
源の森を企業と地域で守る／福岡県朝倉
市・東峰村　達人たちがガイドする熊野
の豊饒な世界へ／紀南ツアーデザインセ
ンター　お父さんパワーを結集して竹林
整備／奈良県宇陀市室生町　月山山麓に
再現した山形県鶴岡市「庄内映画村」

地域活性化のサポート隊特集

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2009年
秋冬号

本誌は、宝くじの普及宣伝事業として作成されたものです。

No.38 進取の英知を未来へ—近代化遺産
◆北の大地に夢を拓いた北海道遺産／根
釧台地の格子状防風林（根室地区）稚内
港北防波堤ドーム（稚内市）佐賀家二シ
ン番屋（留萌市）◆新時代を先取りした
近代化施設／尻屋埼灯台と寒立馬（青森
県東通村）旧大湊水源地堰堤（青森県む
つ市）読書発電所・桃介橋（長野県南木
曽町）三角西港の石積埠頭（熊本県宇城
市）旧郡築新地桶門他（熊本県八代市） 
旧登米高等尋常小学校（宮城県登米市） 
鋳造造船で近代化に挑戦（山口県萩市） 
石見銀山・温泉津温泉（島根県大田市） 
魚梁瀬森林鉄道（高知県馬路村他）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

進取の英知を未来へ 近代化遺産

2010年
春夏号

特集

本誌は、宝くじの普及宣伝事業として作成されたものです。

No.39 交流・協働で地域を元気に
東京農大生の里山保全活動（福島県鮫川
村）「風の谷・森林の楽校」（岐阜県揖斐
川町）八木沢集落の地域おこし協力隊

（秋田県上小阿仁村）協力隊で山村生活を
体験（岐阜県高山市）栗島に住んで二年
目・西畑さんの報告（新潟県栗島浦村）「き
みの定住を支援する会」（和歌山県紀美野
町）「ゆめ倶楽部 21」「米作り塾」（和歌
山県日高川町）お母さんの知恵袋「四季
の里」（静岡県川根本町）おやきの里（長
野県小川町）大石田そば街道（山形県大
石田町）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2010年
秋冬号

特集交流・協働で地域を元気に

本誌は、宝くじの普及宣伝事業として作成されたものです。

No.40 夢を紡ぐ—地域伝統のものづくり職人
大館曲げわっぱ（秋田県大館市・栗久） 
南木曽「木地師の里」（長野県南木曽町・
野原工芸） むらかみ町屋再生プロジェク
ト（新潟県村上市）三津谷煉瓦窯再生プ
ロジェクト（福島県喜多方市）伝統の切
れ味、土佐打刃物（高知県香美市土佐山
田町）からむし織の里（福島県昭和村） 
い草の育成とゴザ織り（熊本県八代市） 
三好お札の里（徳島県三次市池田町）縮
れ穂栽培から、南部箒（岩手県九重村・
高倉工芸）秋山郷が紡ぐ、猫つぐら（長
野県栄村）アイヌ文化を未来へ伝える（北
海道平取町ニ風谷）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2011年
春夏号

夢を紡ぐ――
地域伝統のものづくり職人

特
集

本誌は、宝くじの普及宣伝事業として作成されたものです。

No.41 これが自慢の味・風土・人—地域ブランド作戦
生いもこんにゃく NO.1（群馬県東吾妻
町・小山農園）450 年の歴史を経て、
西海えだおれなす（長崎県西海市）飼料
用米生産と「こめ育ち豚」（山形県遊佐
町）森を救う家具「ニシアワー」（岡山県
西粟倉村）京丹波の伝統作物（京都府京
丹波町）山里文化を語り継ぐ「遠野物語」
の里（岩手県遠野市）富良野ラベンダー
の里（北海道中富良野町）米蔵・しおま
ち唐琴通り・須恵器（岡山県瀬戸内市牛
窓）「森の香菖蒲ご膳」（佐賀市富士町） 
トキと暮らす郷（新潟県佐渡市）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2011年

これが自慢の味・風土・人

地域ブランド作戦
特
集

No.42 新たなコミュニティーの実践—農山漁村の再生
中山間地域の住民をサポートする（高知
県仁淀町・越知町・いの町）スキ―場跡
地に森林を復元（長野県長和町）天草漁
師の「ひと網オーナー制度」（熊本県天草
市有明町）油屋・万屋・車屋を地区で運
営（広島県安芸高田市川根）｢元気かい !
集落応援プログラム｣（和歌山県田辺市）
協力隊から起業・就職（北海道喜茂別町）
女子大 OB 生の田舎暮らし & 地域おこ
し（茨城県常陸太田市）おといねっぷ美
術工芸高校（北海道音威子府村）観葉植
物栽培日本一（鹿児島県指宿市）環境モ
デル都市（高知県檮原町）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2012年

新たなコミュニティーの実践

農山漁村の再生特 集

No.43 Iターンして新規就農—地域の農の新しい風
担い手を育成して地域活性化（大分県由
布市庄内町、豊後大野市）河岸段丘は命
と恵みの大地（新潟県津南町）｢南郷トマ
ト｣の若い担い手（福島県南会津町）農家
の心意気をニューファーマーに（北海道
士別市朝日地区）自家製レモンで大三島
リモンチェッロ（愛媛県今治市上浦）「農
業をする」という人生の作り方（岩手県西
和賀町）地域の産直市「お山の大将」（徳
島県美波町）休耕田にしない・親子で米
作り（広島県庄原市総領）昔の味を「げん
たの野菜」（山梨県笛吹市芦川） 高原を彩
るヒマラヤの青いケシ（長野県大鹿村） 
環境未来都市しもかわ（北海道下川町）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2013年

地
域
に
農
の
新
し
い
風

特
集
Ⅰ
タ
ー
ン
し
て
新
規
就
農

地
域
に
農
の
新
し
い
風

No.44 人々が集まって、はじめる—ふるさと再生作戦
「美味しい」の感動をつなぐ島（山口県周防大島町） 貴
重な動植物と農業青年を育む里山（鳥取県日南町） 四
ケ村の棚田と肘折温泉で創るふるさとのにぎわい（山
形県大蔵村） 主役は子供たち（福島県伊達市月舘町） 
馬にふれ、馬たちの時間で暮らす（北海道浦河町） ボラ
ンテイアが続ける森や里山支援 /（UON NETWORK
森の楽校・田畑の楽校） 産学官でオホーツク地域産業
の創成を（東京農大オホーツク実学センター） 平成25
年度過疎地域自立活性化優良事例 / 民家は地域資源、
リフォームして定住促進へ「奥矢作森林塾」（岐阜県恵
那市） 生姜栽培を復活して開拓魂を受け継ぐ（鹿児島
県西之表市） 雪浦ウイーク（長崎県西海町） 寄ろ会み
なまた（熊本県水俣市）若松ふるさと塾（長崎県新上
五島市）会津山都そば協会（福島県喜多方市）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2014年

ふ
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